
    
      
        
      
    

  














































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




　薄いカーテンの向こうから、朝の光が透けている。

　鳥の声でも聞こえれば、さわやかな朝の演出として満点なんだが、そこまでは望めないようだ。

　ここは、二十二階建てのホテルの最上階。

　いわゆる、スイートという最高級の部屋でサービスは文句のつけようがない。鳥の鳴き声まで要求するのは贅ぜい沢たくがすぎるというものだろう。

　それでなくても、俺は二十四歳さいの平凡なサラリーマン。

　ホテルのスイートで朝を迎えるという状況が、身分不相応すぎるんだ。

　俺の自宅は、築二十年の１Ｋアパート。そんなところに住んでいるサラリーマンが多くを望むもんじゃない。

　スイートの一泊料金は俺の月収を超えている。

　眼めの前にあるスイートの寝室の光景は、非現実的ですらある。

　まあ、非現実的なのはスイートの豪華さだけじゃないんだが──

「んっ、んむっ、んん……んっ、んちゅっ、んん……」

　ベッドに横になっている俺の前に一人の少女が屈かがみ込こんで、一生懸命にしゃぶってくれている。

「んん……本当、朝から元気だよね。昨夜、あんなにしたのに」

　俺のモノを小さな口に含み、しごいてくれているのは──金色の髪をサイドテールに結んだ、セーラー服の女の子。

　現役アイドルにして、人気グループ〝アウローラ〟のセンターを務める夢ゆめ野の聖せい奈な。

　トップアイドルにふさわしい美貌に、華きや奢しやな身体からだ、それでいて大きくふくらんだ胸。

　ステージ衣装でもあるなんちゃってセーラー服は半分はだけ、わずかに動くだけでぷるんぷるんと弾むおっぱいは丸見え。

　可愛かわいい縞しまパンは、膝のところに引っかかっている。

　半裸のアイドルが、俺なんかのモノを手で掴つかみ、嬉うれしそうにおしゃぶりしてる。

　これこそ、まさに非現実にもほどがあるが──間違いなく現実だ。

「あ、セイ……もう起きたの？　あんた、ちょっとやりすぎ……朝から頑張りすぎ」

　嘘うそみたいに巨大なベッドの隅で、むくりともう一人の少女が起き上がり、這はってこっちに近づいてきた。

「千せん耶やさんも、朝からお幸せなことね」

　その少女は、俺の首にしがみつくように抱きつくと、ちゅっと唇を重ねてきた。

　聖奈に負けず劣らずの美少女は、優ゆう香か。

　優香もまた、アウローラのアイドルで、元センター。今でも聖奈に次ぐ人気者だ。

「んっ、んちゅっ、んっ……んむむ……んっ、お兄さん……」

「んん……んっ、ちゅっ、ん……私もこっち……んむむ……セイ、独占しないで」

　聖奈は、優香に見られていてもかまわずにフェラチオを続け、優香は俺と何度かキスしてから──聖奈と一緒にモノを舐なめ始めた。

　トップアイドル二人が、その可愛い顔を並べて俺のモノをしゃぶってくれてる。

　本当に信じられない話だ……。

　アウローラはガチで恋愛を禁止しているグループで、聖奈も優香も真ま面じ目めにそのルールを守ってきて、俺と出会うまでマジで処女だった。

　アイドルの恋愛禁止なんてただのお題目だと思ってたが、その処女膜を破った本人が言うんだから、彼女たちが純潔を守ってたのは間違いない。

　まあ、二十四の男が処女だの純潔だのの話をするのはだいぶキモいな、うん。

　とにかく──俺は、聖奈の処女をもらい、身体を何度も重ね、なんとなく優香ともこういう関係になってしまった。

　ライブの合間にも、三人でヤってしまうような関係だ。マジでクレイジー。

　もしもアウローラのファンにバレたら、冗談抜きで市中引き回しの上、打ち首獄門にされかねない。江戸時代の刑罰を復活させるほどの罪だよな、これ。

　でも、このアイドル二人のダブルフェラの快感には抗あらがえない……！

「んっ、んっ……あっ……！」

「きゃっ……！」

　あっさりと快楽に負けて、欲望の白濁液を美少女アイドルたちの顔にぶっかけてしまう。

「うわ……こんなにいっぱい出すの、お兄さん」

「もう、シャレにならない……なんで私、こんなことになっちゃってるのか……」

　俺の精液をたっぷり浴びた顔に、困った表情を浮かべている聖奈と優香。

　いや、本当に俺もなんでこんなことになってるんだか。

「それじゃ、今度は……私たちの番ね……」

「千耶さん、そのアイドル二人に夢中になりすぎよ……なんかムカつくわ」

「うわっ……古こ詠よみ、栞しおり……！」

　今度は、長い黒髪を三つ編みにした、カーディガンとチェックのミニスカート姿の美少女二人が、ベッドに上がってくる。

　聖奈と優香は仕方なさそうな顔をして、風呂のほうへ向かった。

　二人でシャワーを浴びてくるんだろう。聖奈と優香は、以前は微妙に対立していたが、今は仲良くシャワーを浴びられるほどに関係が改善された。

　一応、俺とこういうことになったからなのかな……。

「信じられないことばかりだわ……私みたいな世間知らずでも知ってるアイドルたちが、二人で男の人に……あ、あんなことしてるなんて」

「お姉ちゃん、もう今さらだわ。私たちだって充分信じられないことやっちゃってるし」

「そうね……んむっ……ぺろっ、んんっ……」

「ちゅるっ、ちゅっ、ちゅうう……！」

　二ふた葉ば古詠と、二葉栞。

　天才的文学少女と、その妹。

　まったく同じ顔をした双子姉妹だ。

　違いといえば、妹の栞のほうは眼鏡をかけてることくらい。あとは、本当に見分けがつかないレベルで瓜うり二ふたつだ。

　その同じ顔、それもメチャクチャ可愛い二人が、さっき欲望を吐き出した俺のモノを口で掃除してくれてる。

　先端から少しこぼれてる白濁液を二人の舌で舐め、古詠が先端を軽く口に含み、栞が竿さおに舌を這わせてくれる。

　アイドル二人に続いて、美少女双子のダブルフェラ！

「ああ、もう気持ちよすぎだろっ！」

「「きゃっ」」

　同じ声、同じタイミングで双子が小さな悲鳴を上げる。

　俺は二人をベッドの上に寝転がらせ、うつぶせにさせて──

　さらに尻を持ち上げさせて、チェックのミニスカートをめくりあげ、ずるりとパンツを脱がせる。

　おとなしくて清せい楚そな古詠は白のパンツ、ちょっと勝ち気な栞は派手な赤のパンツ。

　どちらも性格に合っていて、とてもいい。いいけど、脱がす。

　二人のあらわになったそこからは、既に愛液がこぼれてきている。

　俺のモノを舐めながら、古詠も栞も興奮しきっていたらしい。

　だったら、遠慮はいらない──

「あんっ……！　千耶さん……！」

　俺は猛たけりきったモノを、古詠の中にねじ込むようにして突き入れた。

　ぎゅうっと痛いくらい俺のモノを締め上げてくる。古詠の中は、何度入れても、初めてのときのように俺に快感を味わわせてくれる。

「んっ、はあっ、あっ……あっ、奥まで……あっ、お腹なかに響いてくるっ……！」

「お、お姉ちゃん……お姉ちゃん、凄すごいエッチな顔してる……あっ、んっ！」

　俺は古詠の中をガンガン貫きながら、姉と一緒に尻をこちらに向けている栞の中にも指を突っ込んでかき回す。

　やっぱり、双子姉妹は一緒に味わわないと……！

「よし、じゃあ栞にも……！」

　ぐいっと、古詠の中からモノを引き抜き、今度は栞の中に一気に突き入れる。

　内部の締め付けもそっくりなようで、少しだけ違う。

　何度もこの姉妹の中を味わってきたから、その違いもわかるし、どう責め方を変えれば二人とも喜ばせられるか、よく知ってる。

「んっ、はあっ、ああっ……千耶さんっ、今度は……お、お姉ちゃんにも……！」

「わ、私は別にあとでも……あっ、ああんっ！」

　たっぷり栞の中を味わってから、再び古詠の中にぶち込む。

　俺のモノは、古詠と栞の間を行ったり来たりしつつ、双子の中を交互にかき回している。

　可愛すぎる双子姉妹は、俺に白い尻を向けたまま、身体をよじり、三つ編みを揺らし、あえぎ声を上げる。

　制服のカーディガンの上から、二人のおっぱいも同時に揉もみながら、ガンガンと腰を動かしまくって──

「んんっ……あっ、あっ、あああああっ！」

　最後は、古詠の中へと精液を解き放った。

　どちらに射精するかは、運次第──どのみち、古詠にも栞にも何度も中出しするんだから、どっちでもいいというか。

　いつの間にやら、そんなとんでもない取り決めになっている。

　俺は、最後の一滴まで精液を容赦なく古詠の中へと注ぎ──

　二人の可愛い尻を撫なでながら、ふと周りを見た。

「じゃ、次は……わたしかな？」

「セイの欲望も相当な底なしよね……」

　俺が、古詠と栞の身体を味わっている間に戻ってきた聖奈と優香が、ベッドの近くにあるソファに座っている。

　そのソファの周りには──

「い、いえ……わ、私ですよ。そこのアイドルさんたちは、夜もたっぷりヤってたじゃないですか。私は一回しか……。」

「わ、私なんて、お口だけでした……」

「いいえ、私はお風呂で胸で出してあげただけだから。やっぱり私だと思うの……！」

　何人もの女の子たちが、ふわふわの絨じゆう毯たんの上にいる。

　正確な数は、十八人。

　全員が誰もが振り返るような美少女で、ほとんどが半裸か、裸になっている。

　聖奈や優香、古詠や栞と同じく、俺が処女を奪わせてもらった女の子たちだ。

　そして──全員が〝ワルキューレ候補〟でもある。

　俺と、俺の美人上司とともに始まったワルキューレ計画。

　始まって三さんヶか月げつほどが経たつその計画によって、ここにいる二十二人の女の子たちは俺に身体を許すことになった。

　まあ、さすがに乱れすぎてるとは思うんだが──

　ワルキューレ計画は、別に俺のハーレムをつくるプロジェクトじゃない。

　ただ、計画の副産物ともいうべきこの状況は、もはや俺にもどうしようもない。

　とはいえ、役得すぎるこのハーレム状態を楽しんでる自分もいるわけで。

　いやいや、いったいどうしてこうなっちゃったんだろうな。







１　灰の中のアクトレス




　シワのないワイシャツに袖を通し、ボタンをきちんと留とめる。

　ズボンをはいてベルトを締め、腕時計を装着。

　ネクタイも締めてから鏡を見て確認、スーツの上着を着て、もう一度鏡を確認。

　髪を軽く撫なでつけ、ヒゲの剃そり残のこしなどもないか見ておく。

　特にオシャレでもなければ、モテたいわけでもなくても、社会人ともなれば朝は鏡とにらめっこしなければならない。

　それが、日本の誇る社しや畜ちくという人種の正しい生き方だ。

　人間らしい生活からは程遠いけど、それが正しいのだ。うん、正しい。

　俺はやたらと豪華な洗面所を出て、廊下を進んでからドアを開けて部屋の外に出る。

　絨じゆう毯たんが敷かれた廊下を数歩進み、そこにあったドアを開く。

　通勤時間、二秒。

　満員電車に苦しめられてるサラリーマンが聞けば、よだれを垂らして羨ましがるだろう。

　俺も以前は、さほど長時間ではないとはいえ、満員電車で通勤してたから、よくわかる。

　東とう京きよう都と湊みなと区くにある、複合商業施設〝東京ヴァルハラ〟。

　ヴァルハラ内の一角に建つ高層ホテル〝アインヘリヤル〟の最上階。

　ここに、俺の職場がある。

　たった二人だけの職場で、俺の今の所属は〝玖く条じようスタッフィング〟という会社だ。

　その会社には実態はなく、他に社員がいるのかも知らない。

　俺は新卒で入った会社から、出向という形で玖条スタッフィングに所属している。

　玖条というのは、この国でもっとも有名な巨大企業グループで、俺が入った会社も玖条に属している。

　まあ、玖条の末端の末端、さらにそのまた末端で、吹けば飛ぶような零細なんだが。

「ああ、おはようございます、先輩」

「おはよう、凛り々り世せ」

　隣の部屋は、〝司令室〟なんて呼ばれてる。

　呼び方はだいぶアレだが、れっきとした仕事用のオフィスだ。

　この司令室の主あるじこそが、玖条の現当主でもある玖条凛々世──

　部屋のリビングは仕事をしやすいように改装され、凛々世は窓際に置かれたデスクについている。

　セミロングの明るい茶髪、ピンク色のスーツ。

　綺き麗れいに整った美貌に、全体に華きや奢しやなのに胸はしっかり出ている抜群のスタイル。

　この二十二歳さいになる美人は玖条グループを統括する社長であり、同時に──俺の後輩でもある。

　まったく、ややこしい立場だが、事実そのとおりなんだからしょうがない。

　凛々世は、俺が入社二年目の年に、後輩として入社してきた。

　半年ほどは美人で茶ちや目めっ気けのある後輩として過ごしていたが、あるときその正体を明かした。

　国際的な影響力も持つ巨大グループのトップが、こんな小娘だというのはなかなか信じがたいが、今やそれを疑うほうが難しい。

　少なくとも、凛々世は新人社員の小娘とは思えない権力や財力を見せている。

　今、凛々世はこのホテルの最上階にある豪華スイートルームを三つ、完全に占拠している。

　こんな芸当、マスコミに時代の寵ちよう児じ扱いされてるＩＴ社長にだってできないだろう。

　世間の常識からかけ離れた資産を持つ玖条だからこそ可能──

　そもそも、このホテルはもちろん、東京ヴァルハラ自体が玖条が開発、運営してるんだけどな。

「今日は早いんだな、凛々世」

「ええ、ちょっと片付けておきたい仕事があったので」

　時間は、午前八時半過ぎ。

　この司令室の始業時間は九時だが、俺はいつも早めに出てきている。

　凛々世は社長業もあるため、司令室に顔を出さない日も多い。

　始業前にオフィスにいるのはかなり珍しいことだ。

「まあ、それももう終わりましたけどね。久しぶりに社長のお仕事のほうに空きができたので、こっちをいろいろ片付けておくつもりだったんですけど、ちょっと拍子抜けです」

「そうか、さすがに仕事早いな」

　凛々世は、社会人経験はまだ一年にも満たない。

　それでも、玖条の跡取りとして特殊な教育を受けてきているらしく、仕事はテキパキしてるし、俺が理解できないような計画にもいくつも携わっているようだ。

「ああ、一つだけまだ片付いてないことがありました」

　凛々世は立ち上がって、俺の前まで歩いてくる。

　おもむろに、きゅっと俺のネクタイを掴つかむと──にっこりと微笑ほほえんで。

「じゃあ、夜な夜な女の子を部屋に連れ込んで、酒池肉林の限りを尽くしてるイケない先輩を片付けちゃいましょうか」

「待て、凛々世！　これにはワケが！」

　ああ、これじゃまるっきり浮気男だ！

　ワルキューレ計画──

　それは、凛々世が正式な玖条の当主に就任するためのプロジェクト。

　玖条家は平安の時代から続く名家で、女当主が権力を振るってきたらしい。

　ただし、女性が当主になるためには、初代の女性当主にならって、そばで仕える九人の女性を選び出す必要がある。

　その九人の女性たちは美貌や才に優れ、凛々世を支えられる人材でなければならない。

　凛々世は、百人の女性を〝ワルキューレ候補〟として選出し、最終的に九人にまで絞るつもりだ。

　それがワルキューレ計画の概要だ。

　実際は、候補の選出から最終的な絞り込みまで、複雑な要素が絡んでくるらしいが。

　俺は、その計画遂行のために、玖条グループに属する膨大な人材の中から選ばれた。

　ワルキューレ候補たちはみんなクセが強く、その性質には謎も多い──らしい。

　主に候補たちの恋愛と──あと、なんというか……、その、セックスについても調査する必要があるとかなんとか。

　マジかよ。つーか正気かよ、という話だが、凛々世は大いに本気だ。

　自分を支える人材のすべてを調査しておきたいというのはわかるが、プライベートすぎる部分を掘り返すにもほどがある。

　そうは思うが、暫定的に玖条のトップとなってる凛々世が承認し、みずから遂行している計画だ。

　下っ端の俺が異を唱えようが、ストップするわけもない。

　俺は下っ端でごく平凡な人間だが、ただ一つだけ特異な性質がある。

　女の子の下着を見たり、胸を揉もんだりと──アクシデンタルな形で女の子にセクハラめいたことをしてしまう。

　ネットなどで使われる用語〝ラッキースケベ〟──それを息をするように発動させる。

　これもアホみたいな話だが、残念ながら事実なのでしょうがない。

　学生時代から数多あまたの女性たちにラッキースケベ──略してラキスケを仕掛けてきた俺は、それを進化させた〝ラッキーエッチ〟を発動可能になっている。

　さしたる理由もなく、女の子が俺に身体からだを許してしまう。

　その性質を利用して、ワルキューレ候補たちに接触して恋愛とセックスについて調査すること。それが俺の仕事なのだ。

「正式なワルキューレを二人、いきなり選び出したまではよかったんですけどね」

「そ、そうだろう。なかなかいい仕事をしただろう」

　俺はラッキーエッチを駆使して、現役アイドルの聖せい奈な、続いて文学少女の古こ詠よみを攻略し、二人はその過程で能力を開花させ、正式なワルキューレに選ばれた。

　百人の候補のうち、最初に二人攻略して、二人が正式メンバーになったんだから、これまたラッキーだった。

「計画を始めて……三さんヶか月げつくらいですね。その間に、正式なワルキューレが二人。さらに──ワルキューレ候補十八人の攻略にも成功。ワルキューレに選ばれるには至りませんでしたが、これも充分な成果ですね」

「……そろそろ給料上がってもいいくらいだな、うん」

　俺は、背筋に寒気を感じている。

　凛々世はニコニコと笑顔で、俺の仕事を褒めてくれてる。なのに、目がまったく笑ってない。

「科学者、テニス選手、料理人、占い師なんて変わり種もいましたね。その他、あわせて十八人。ラッキーエッチでみーんな攻略、これは想定以上の進行ですよ」

　ふふふふふ、と凛々世は不気味に笑う。

　ワルキューレ候補は容姿も選定の条件に入っている。

　凛々世に指示されて出会う候補は、揃そろいも揃って、えらい可愛かわいい女の子ばかりだった。

　ちなみに、ワルキューレ候補は全員が十八歳以上。どんなに若く見えても、制服を着ていても年齢は十八歳を超えている。正確な年齢は知らない。

「ですが。ですが、ですが！　千せん耶や先輩、聖奈と古詠もあわせて二十人！　ワルキューレと候補たち二十人と、ずるずる関係を続けてるっていうのはどうなんです!?」

「そ、それは……そりゃ、肉体関係まで持っちゃったら、ハイさよならってわけにはいかないじゃないか……」

　ラッキーエッチの効果なのか、女の子たちは俺が何股をかけていても、何人と肉体関係を持っていてもあまり気にならないらしい。

　ただ、それをいいことに──というと聞こえが悪いけど、俺は攻略したワルキューレと候補たちとの関係を断てずにいた。

　そんなわけで、聖奈や古詠、それに十八人の候補たちと一夜を過ごすという、夢のような状況になってるわけだ。

「ついでみたいに、優ゆう香かや栞しおりともまだ続いてますしね。彼女たちは、候補ですらないんですよ」

「で、でも、これもワルキューレ攻略の一環というか……」

　聖奈と同じグループの優香、古詠の妹の栞。

　攻略の過程で出会った彼女たちともラッキーエッチで身体を重ねてしまい、こちらの関係も終わりそうにない。

「ていうか、もはやワルキューレとか無関係で、ただの先輩のセフレですよね」

「ま、待て、そこまで割り切った関係じゃないぞ！　抱くときは本気だし、適当な気持ちで済ませてないぞ！」

「だから余計にあかんっちゅーねん！」

　あ、たまに出る凛々世の関西弁だ。割とネイティブっぽい発音だ。

「最上階にある三つのスイートのうち、一つを先輩と攻略相手たちのセックスのためだけに確保してるんですよ！　あたし、自分でなにやってんのかわかんなくなります！」

「す、すみません……」

　思わず、後輩に謝ってしまう俺。

　いや、凛々世は後輩であると同時に社長なんだから、頭を下げるのは全然おかしくないんだが。

「……いえ、別にいいんですよ。あたしは、単なるすっごく可愛くて素す直なおで健けな気げで、可愛い後輩なんですから。先輩がなにをしようが、咎とがめる筋合いはないんですよね」

「可愛い、を二回言わなくても……」

　凛々世は、正体を伏せてた頃から俺に懐いてくれてた──と思う。

　玖条の当主だと明らかになったあとも、ラキスケの経験は豊富でも女の子慣れしていない俺のために〝練習相手〟になると称して、割と際どい行為を繰り返してきた。

　キスしたり、一緒に風呂に入ったり──あとは、フェラチオとか。

　完全に先輩後輩の一線は越えてるけど、凛々世はあくまで仕事のための練習と言い張ってる。

　はっきり言って、俺は凛々世に後輩として以上の好意を持ってる。

　そんな可愛い女の子と際どすぎる行為を繰り返していれば、気持ちだって高まるってものだ。

　スイートの一つは、俺と凛々世が同どう棲せいして、〝練習〟をしている部屋になっている。

　最近は、俺が攻略相手たちとの夜に忙しいので、そちらの部屋はあまり使ってないけど。

　三つのスイートルームは、司令室、俺と凛々世の同棲部屋、俺とワルキューレや候補たちが夜を過ごす部屋に割り振られてるわけだ。

　と、まあ──これが二人目のワルキューレを選び出してからの、ここまでの経緯。

　計画開始から三ヶ月ほどが過ぎ、季節は秋から冬に変わり、ついでに年もあらたまった。

　クリスマスも新年も、これといって凛々世とのイベントは発生しなかったけど。

　どうも、攻略の進行と、このところ凛々世がご機嫌斜めなのは、無関係じゃない気がする。

　俺は女性との交友は少ない──少なかったが、特別に鈍いわけでもない。

　凛々世のほうも俺に、個人的な好意を持ってくれてるんじゃないか？

　そんな気がしてならないし、たぶん錯覚じゃない。

　俺を本当に信頼できる日が来たら、「エッチさせてあげます」とか言ってたし。

　残念ながら、まだそのときは来てないが。あと、土下座も必要らしいが。

　もちろん、俺は凛々世とエッチできるなら、頭くらいいくらでも地面にこすりつける覚悟はある！

「まったく、二十二人も女の子を部屋に連れ込むとか、先輩はどんだけ底なしなんですか。普通、そんなにしたら身体壊し──って、聞いてるんですか、先輩っ！」

「き、聞いてるよ。いや、自分でも不思議なんだけど、身体はなんともなくてな」

「むーっ……なんなんですか、社畜として鍛えてきた身体を自慢してるんですか。やってられませんよ、ガッデム！」

「口が悪いぞ、凛々世……」

「誰が悪くしてるんですか、先輩！　ふぁっきゅー！」

　まあ、これだけわかりやすく嫉妬してくれれば、どれだけ鈍い奴やつでもわかるというか。

　こんなに感情が顔に出て、社長が務まるのか不安にもなるけど。

　ただ、嫉妬してる顔は、これはこれで可愛くて。

「そ、そうだ、凛々世。今日、時間あるんだろ？　だったら、ちょっと出かけないか？」

「えっ？」

　ぱっ、と顔を輝かせる凛々世。

　ああ、嬉うれしそうな顔も可愛い。

　二十二人の女の子と一晩中セックスしておいて、朝には別の女の子を喜ばせてる。

　周りから見れば良識に欠けること甚はなはだしいだろうが、これは仕事。仕事なんだ。

　だから、後ろめたく思う必要はない。

　ワルキューレ計画に関わってから、自分に言い訳することが増えた。

　いつか落とし穴が待ってる気もかなりするが、落ちるまでは走り続けるしかない。

　とりあえず──この可愛い後輩を喜ばせよう。

　それは、人として間違ってることでもない──はず。







　時間があるといっても、午後からは社長業のほうで会議があるらしい。

　当然のことながら、玖条のボスともなれば自由になる時間はごく限られているようだ。

　というわけで、あまり遠出もできず、ヴァルハラ内をうろつくことに。

「なんか、代わり映えしないよな……」

「ヴァルハラは三百六十五日、二十四時間飽きさせないだけの魅力を持っております」

「ストレートな宣伝文句だな。ボスがそんな工夫のない広報展開してていいのか？」

「あたしは広報の人間じゃないですよ。それに、先輩は意外とヴァルハラで遊んでないでしょう？」

「うーん……」

　ヴァルハラは、基本的に男子禁制だ。

　明確なルールではないにしても、女性率が確実に九割を超えていて、男がぶらつくにはハードルが高い。

　この三ヶ月ほど、毎日のようにヴァルハラにいるのに未いまだに馴な染じめてない。

「ていうか、ここって女性向けの店や施設ばかりだもんな。俺が行きたいようなトコってないんだよなあ……」

「あ、そんなことないですよ。男性でも楽しめる施設もありますよ。ほら、毎晩先輩がお楽しみのホテルとか」

「それ、楽しみ方がおかしい……っていうか、ひどい嫌いや味みだな、後輩」

「ああ、すみません。蒸し返すのはお行儀が悪いですね。ほほほ、お嬢様育ちだというのに、あたしとしたことが」

「…………」

　これは、しつこく責められることも覚悟したほうがいいな。

　あれだけ気持ちいいことした報いとしては軽すぎるくらいだが。

「冗談はともかく、えーと……あそこはどうですか？」

「あれは──ああ、シネコンか」

　正面に、上品な灰色のビルが見えてきた。

　入り口に最近上映中の映画の看板が数枚かかっている。

「映画は、前にも一緒に観みたよな」

「一度観たら、二度はダメってことはないでしょう。先輩、けっこう映画好きでしょ？」

「嫌いではないな。凛々世もだろ？」

「はい」

　凛々世は、にっこり笑って頷うなずく。

「それじゃ、なにを観るかな……凛々世はハリウッド的な、撃ち合いとか爆発とか好きだよな」

「先輩もアクション好きでしょ。カーチェイスとかも大好物ですよね」

　さすが凛々世、先輩後輩として付き合ってた半年間は伊達だてじゃない。

　休憩時間に雑談もよくしてたし、互いに趣味嗜し好こうもわかってるよなあ。

「あれ、あの映画……」

「ん？　どれですか、先輩？」

「ほら、『波打ち際のアリス』だよ。知ってるだろ？」

「あー……ええ、知ってますよ」

「ん？　なんだ、いきなり不機嫌そうだな。嫌いなのか、この作品？」

　映画館の入り口に飾られている看板の中でも、ひときわ大きいものが一枚ある。

　昨年公開された邦画、『波打ち際のアリス』。

　若くして伝説となった歌姫が突如引退し、海辺の街で人知れず暮らしている。その彼女が新たな生き方を見つけるまでの話──とストーリー自体は王道なのだが、練り込まれた脚本とベテラン監督の演出が光る名作に仕上がっている。

　主演を務めるのは、この数年で人気が急上昇した美人女優。

　確か、去年の興行成績１位を取ったはずだ。

　まあ、洋画も抑えてトップに立てたのは、脚本や演出以外にも、もう一つ大きな要素があったんだが──

「いえ、別に嫌いではないですよ。そもそも観てないですし」

「へえ、観てないのか。女性ウケもよかったって話だけど」

「先輩はご覧になったみたいですね。まあ、そうだろうと思ってました」

「なんだよ、なんでそんなに不機嫌なんだ……」

　まだホテルの件で怒ってる……わけでもなさそうだ。

「いいえ、怒ってませんよ。そうですね、アクションもいいですが、たまにはこういうのもいいですかね。ディレクターズ・カット版らしいですよ」

「ああ、そういえばＣＭで観たかも。それなら、これにしてみようか」

　別に映画なんかどれでもいい。凛々世のご機嫌修復が最優先事項だからな。

　凛々世がこれにしよう、というなら逆らう理由もない。

　さっきの凛々世の唐突な不機嫌モードの理由が気になるが……。







　ヴァルハラ内の映画館とはいえ、俺が普段行くような劇場と大差ない。

　プレミアムシートみたいな特別席もあるらしいが、凛々世が普通の座席がいいというので、姫君の仰おおせに従った。

　さすがに平日の午前中だけあって、客はまばらだ。

「はい、先輩。コーラでいいんですよね？　ラージサイズですよ」

「お、サンキュー」

　一度席についてから、どこへ行ったのかと思ったら。凛々世、気が利くな。

「あたしもコーラにしてみました。先輩のまねっこです」

「へぇ、お嬢様でもコーラなんて飲むんだな」

「たまに飲むと美味おいしいですよ」

　凛々世は、俺の左隣に座って、肘掛けのところにカップを置いた。

　ふむ……凛々世のご機嫌は、ちょっとよくなってるみたいだ。

　俺に訊ききもせずにコーラを買ってきたのは、映画鑑賞のときはラージサイズのコーラを買うと決めてると、どこかで凛々世に言ったんだろう。

　凛々世の奴、しょうもないことをよく覚えててくれたな。ちょっと嬉しい。

「空すいててよかったですね。落ち着いて観られます」

「まあ、マナーの悪い客とかいると最悪だもんなあ」

　なんて話していると、場内が暗くなっておなじみの長い予告タイムが始まる。

「失礼します……」

「あ、はい」

　予告タイムが始まってすぐに、俺の右隣に一人座ってきた。

　客がまばらなのに、わざわざ隣に座ってきたのは、単にここがスクリーンを観やすい位置だからだろう。

　お隣さんは一人みたいだし、上映中におしゃべりされることはなさそうだ。

　さて……予告も終わって、映画が始まりそうだ。

　しかし、並んで座って映画なんて観てるとデート気分だな……。

　いや、俺と凛々世は先輩と後輩、もしくは社長とヒラ社員という関係でしかないが。

　この映画は前にも観ているので、それほど集中しなくても話の筋は追える。

　というか、映画よりも横が気になって仕方ない。

　凛々世は意外と集中して観ているみたいだ。これが初見というなら、それも当然ではある。昨年の興行成績トップは伊達じゃない。

　しかし、こいつ可愛いよな……アイドルの聖奈や優香、彼女たちにも負けない美少女の古詠と栞、それに他のワルキューレ候補たち。

　みんな、一人ひとりがずば抜けた美少女だが、凛々世の美貌は俺にとってはまた別物だ。

　二十二歳だけど、余裕で十代で通じるし──それでいて、大人の美しさも兼ね備えている。

　少女でありながら、大人の女──矛盾してるようだが、それが玖条凛々世だ。

　あと、おっぱいも大きいし。何度となく触れて、生でも目撃しているのに、ブラウスの下にあるそれへの興味は少しも薄らがない。

　今でもブラウスをはだけて、ブラジャーを剥はぎ取とり、生で露出させてピンク色の乳首を舐なめ回まわしたいくらいだ。

　おっかしいなあ、俺ってそんなにがっつくタイプじゃなかったはずなのに。

　ワルキューレ計画の女の子たちとも、異様なほどヤりまくっちゃってるし、それでいて凛々世にもしっかり欲情してる。

　俺の理性、壊れちゃってないか？

　これまで、どんなにラキスケを経験して、女の子の際どいところを見たり触ったりしても、そこから先ヘは進んだりしなかったのに。

　俺のこの欲望、計画が終われば治まるんだろうか……？

「伊達だてマヤ……」

「…………？」

　凛々世が、ぽつりとつぶやいた。

　スクリーンに視線を向けたままなところを見ると、ただの独り言らしい。

　映画鑑賞中に独り言とはあまりマナーがよくないが、かなりの小声だったので、俺の右隣にいる客には聞こえなかっただろう。

　伊達マヤ──それが、この映画の主演を務めている女優の名前だ。

　子役としてデビューし、チョイ役で映画やドラマに出演をしていた時期が長いが、数年前から人気が急上昇してきた。

　成長して美貌が際立つようになり、スタイルもグラビアアイドル顔負けのレベルにまでなったからだろう。

　そこで注目が集まり、さらに演技力も評価されるようになってきた。彼女は見てくれだけの女優ではなかったのだ。

　年齢は非公表らしいが、女子高生の役なんかも演じているので、かなり若いだろう。

　まあ、二十代で女子高生を演じるのはよくあることだけど──伊達マヤに関して言えば、制服を着ていてもまったく違和感がない。

　この『波打ち際のアリス』では二十歳の若き歌姫を演じていて、それは見事二十歳に見えるから不思議なもんだ。

　スクリーンに映ってる伊達マヤは、少し赤毛っぽくも見える髪を肩のところまで伸ばしてる。

　引退した歌姫ってことで、服装はかなり地味。それでも、しっかり華のある美人に見えるのも不思議だ。

　そういう人間を演じてる──演技力の賜たま物もの、ってことなのかな。

　俺には、演技とか演出とかはわからないけど、それでも引きつけられるものがあるってことは感じ取れる。

　映画の中の伊達マヤは、隠いん遁とんした若き歌姫を物もの憂うげに演じ、これが映画だってことを忘れさせてしまうほどだ。

　この演技力も凄すごいけど──本当に凄いのはここからなんだよな。

　映画の封切り初日まで徹底的に隠され、初見の観客のドギモを抜いたシーンが──

「…………？」

　不意に、手を握られた。

　あれ、今日の凛々世は変に攻めてくるな。

　一緒に風呂まで入っているんだから、手を握るくらいなんでもない……ってこともない。恋人同士ってわけじゃない俺たちは、手を握ることだってあり得ないんだよな。

　ただの会社の先輩と後輩、それも男女が手なんて握るか？　ないない、女性のほうから握ったってセクハラになるんじゃないかな。

　そう思えば、凛々世の行動は充分に大胆──って、ちょっと待て。

　手は──右側から伸びてきている。

　凛々世じゃない、右隣にいる誰かが俺の手を握ってる……？

　俺は、ここで初めて隣に座っている客の顔を見た。

　まだ若い女性──それは不思議でも偶然でもない。

　ヴァルハラに来るのは、若い女性客がほとんどなんだから、映画館で隣に座った人物が男なわけがない。

「え……？」

　俺まで、映画館で声を出すという深刻なマナー違反をしちゃったよ……！

　いやだって、これは……声が出るに決まってる！

　隣に座っている女性は──伊達マヤだ。

「…………!?」

　これ以上声が出ないようにするだけで、精一杯だった。

　右隣の女性──伊達マヤもまた、かじりつくようにスクリーンを見つめている。

　横顔だけど、間違いない。眼鏡をかけたりとか、変装もしてない。

　髪型までスクリーンに映ってる彼女と同じだ。服装は黒いセーターに、白っぽいロングスカート。シックで品がいいが、えらく地味な格好だ。

　劇場内はもちろん薄暗いけど、隣に座っている人物の姿くらいははっきり見える。

　顔は間違いない──十代にも二十代にも自在に化ばけられる、不思議な美貌。

　それに、身体のラインがぴったり出る、セーターの胸元のふくらみ。

　女優だと知らなくても、彼女がとんでもない美人だというのは誰もが認めるだろう。

　顔は、ほとんどメイクもしてないみたいだ。

　若き有名女優がメイクも変装もせずに、平日の映画館でスクリーンを見つめてる。他に連れがいるとも思えない。

　そんなことってあるか？　映画女優、それも売れっ子が一人で行動なんかするか？　常にマネージャーとか付き人が一緒なんじゃないのか？

　映画女優なんて、電車の切符も買えないようなイメージだ。いや、もちろん普通に社会生活に適合してる役者さんだっているんだろうけど──なんか信じられない。

　ヴァルハラは、聖奈みたいなアイドルが普通にウロウロしてるし、変なことでもないのか？　わ、わからん……。

　事態が突拍子もなさすぎて、どう受け止めればいいのかさっぱりわからん……。

「りり──」

　隣に話しかけようとして、思いとどまる。凛々世は、変わらず真剣にスクリーンを見つめていたからだ。

　デートで映画に熱中するのもいかがなものか。デートかどうか、定かじゃないが。

　映画を観ていたら、隣に主演女優が座ってた──この冗談みたいな状況、凛々世の仕込みだというなら納得できるのに。

　凛々世のこの様子を見てると、その線は薄そうだ……。

　つーか、伊達マヤさん、いつまで俺の手を握ってんの？

「…………」

　あ、ヤバい──あのシーンが、来る！

　引退した歌姫が海辺の別荘を出て、砂浜に歩いて行く。隣には、歌姫と恋に落ちる役の若手男優もいるが、カメラは歌姫を中心に追っている。

　波打ち際でしばしのやり取りがあったあと──

　歌姫は、するりと服を脱ぎ始めた。上も下も脱いで、さらにブラジャーとパンツまでためらいなく脱いでしまう。

　そう、これだ──

　これが、『波打ち際のアリス』が大ヒットした理由。

　人気急上昇中の若き美人女優が、オールヌードを披露したのだ。

　もちろん、ＡＶじゃないからモザイクをかけなきゃいけないところは映ってないが──90センチだという噂うわさの巨乳と、意外なくらい綺麗なピンク色の乳首が惜しげもなく晒さらされている。

　うわあ、久しぶりに見たけど、やっぱすげぇ……女優がおっぱいを見せることはたまにあるが、現役で大人気の女優が脱ぐなんてそうそうあり得ない。

　ボディダブルという、別人の裸と合成して、いかにも女優本人が脱いでるように見せる技術もあるらしいが、この映画のヌードは間違いなく伊達マヤ本人の裸らしい。

　そんなもん、証明のしようもないが──今時、それがデタラメだったら女優生命を絶たれる問題になりかねない。スタッフも責任を取らされるだろう。誰もそんな危険な橋は渡らないはず。

　というわけで、世間もこの映画のヌードは本物だと認識してる。

　特に芸能人には興味のない俺でも、ＴＶで頻繁に見かける美人がガチで裸を晒してるシーンには……正直、興奮してしまった。

　既に発売されているブルーレイやＤＶＤも飛ぶように売れたらしい。ええ、俺も持っていますが、なにか？

　そうか、凛々世が俺に〝観てると思った〟みたいなことを言ったのは、このエロいヌードシーンがあるから、俺が見逃すわけないと思ったのか。

　ていうか──その、美しくエロすぎるヌードを観ながら、本人が隣にいる。しかも、俺の手を握ってる。なんなんだ、この状況。

　スクリーンの中の伊達マヤが、豊かな胸を弾むように揺らしながら、波打ち際を走っていく。絶妙のアングルで、性器のあたりは見えないが、それでも充分すぎるくらいエロい。

「…………っ」

　伊達マヤ──隣にいるほうの伊達マヤが息を呑のみ、急に俺の手を握ったまま、自分の胸元に手を当てた。

　ぷよん、と90センチと言われる巨乳に、彼女の手ごと俺の手が沈み込んでいく。

　うわっ……や、柔らかい……！　セーターとブラジャー越しとは思えないボリュームと、弾力。

　目の前には女優・伊達マヤのヌード。

　真横には、その伊達マヤのおっぱいの感触。

　俺の視覚と感覚を伊達マヤが満たしていく。ぷるんぷるんと弾むおっぱいと綺麗な乳首、ふわふわと柔らかな感触。

　伊達マヤはさらに強く手を胸元に押しつけ、俺の手が二つのおっぱいにがっしりと触れている。

　やべぇ、これ以上はヤバすぎる……！

　これ、一つ間違ったら痴漢扱いじゃないか……！

「あ、あの……ちょっと、いいですか……？」

「……え？　なに……あっ、あああっ!?」

　ようやく、お隣さん──伊達マヤは気づいてくれたようだ。自分が、そのたわわなおっぱいに隣の見知らぬ男の手を押しつけていると。

　映画館に、女優の鍛えられた喉から上がった悲鳴が響く──

　あ、もしかして終わったかな？　俺の人生ってやつが。







「ご、ごめんなさい、ごめんなさい、本当にごめんなさい……！」

　美人女優が、ぺこぺこと頭を下げ続けている。

　俺が知ってる聖奈や優香芸能人は、自分が世界の中心と考えていそうなマイペースな女の子たちだけど、この方はあのアイドルたちとは一線を画しているらしい。

　映画の上映が終わり、俺はすぐに彼女に──伊達マヤに謝られてしまった。

　あまりにぺこぺこ謝られたせいで、さすがに人目が気になり──シネコン内にあったカフェへと移動した。

　小さなテーブルを挟んで、伊達マヤが座っている。あの伊達マヤが。

「い、いや、そんなに謝らなくても……ていうか、俺のほうが謝らないと」

「ち、違いますよ。私が……あなたの手を勝手に自分の……そ、その、む、むむむむむむむ……胸に押しつけた、んですよ。しかも、あんな大声まで……」

「だ、大丈夫ですって。幸い、大騒ぎにもなりませんでしたし」

　ああ、凛々世はこんなときにどこへ行ったんだ。

　映画が終わると、凛々世はなにも言わずにふらっといなくなってしまった。
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　てっきりトイレかと思ったけど、戻ってくる様子もない。

　スマホには、『あとは任せました』と謎のメッセージが届いてる。どういうことなのかわからんけど、嫌な予感はするな……。

「……そもそも、なんで俺の手を握ってたんです？」

　伊達マヤは、まるで小動物みたいにあたふたしてる。

　銀幕で観る姿とはまったくイメージが違う。映画の中の彼女は、役柄を演じてるだけなのはわかっていても、ここまで別物だと違和感がハンパない。

「そういえば……なんででしょう？　自分でもなにがなんだか」

「あなたにわからないなら、誰にもわかりませんね……」

　まあ、訊いておいてなんとなくわかっちゃいるが。

　おっぱいタッチはベタなラキスケだ。自分で言うのもなんだが、俺は恋人でもなんでもない女の子のおっぱいを揉みまくってきた。

　俺におっぱい揉まれた女の子のリストに名前が一つ加わっただけだ。

「……一つ思い当たるとしたら、私は自分の作品を観るのが苦手でして。普段は、家で一人でこっそりコソコソＴＶで観るんですが、いつもクッションを抱きしめて、抱きしめすぎて潰しちゃって、年に十回は買い換えるハメになっているんです……」

「確実に、そのクセのせいですね」

　やたらと胸にぎゅうぎゅう押しつけられたと思ったら。手が潰れなくてよかった。

「あっ……す、すみません。申し遅れました。私、伊達マヤといいます。その、さっきの映画に一応……ちょろっと出てた感じで……」

「今さら自己紹介!?　あなたが伊達マヤなのはわかってますよ！」

　彼女が特に名乗らなかったのは「言わなくてもわかるだろ？」的な理由かと思ってた。

「つーか、ちょろっとじゃなくて主演だろ！　じゃない、主演でしたよね！」

「あ、別に敬語じゃなくても……私の敬語はクセなので。芸能界は、私みたいな若輩者は常に礼儀正しく、這はいつくばるほど腰を低くしないとやっていけない世界ですから……」

「どんな世界だよ」

　聖奈との一件で芸能界を覗のぞき見みたけど、俺はまだまだあの世界のことを知らないらしい。

「じゃあ、お言葉に甘えて普通に話させてもらうけど……あ、俺も少しは芸能界に関わってるんだ。ここでのことを言いふらしたりはしないから、安心してくれ」

　俺は、以前につくってもらった聖奈の事務所〝ロスヴァイセ〟の名刺を差し出す。

「もう使ってない名刺なんだけど。今でもたまに、手伝わせてもらってる」

「ロスヴァイセ……すみません、芸歴はそれなりに長いんですが、芸能界のことにはいまいち疎くて……」

「なるほど」

　伊達マヤは、浮世離れした雰囲気があるが、芸能界でも浮いてるような言い方だ。

　まあ、同じ業界の人間だと思ってもらえれば、伊達マヤも少しは安心するだろう。

　しっかし、すげぇ美人だなあ……。

　アイドルの聖奈ももちろん可愛いけど、伊達マヤは圧倒的な美貌に加えて、匂うような色気が漂ってる。

　おっぱいもでかいし……地味な服装からもスタイルの凄さがわかる。やっぱり、『波打ち際のアリス』のヌードは本人のものだよな。

「私、芸能界のことにはあまり興味もないですし。芸能人のお友達もいないくらいなので」

「そ、そうなのか」

　悲しいことを堂々と言うなあ。

「一般人のお友達すらいませんが。昔から、ろくに学校も通えないくらい忙しかったので、できるわけもないですけど」

「…………」

　畳み掛けてくるな、この人。美人なのに、なんだか残念な方だな……。

「あっ、すみません。変な話をしてしまって。えーと……千耶伊い智ち也やさん」

　伊達マヤは名刺を見ながら、俺の名前を読み上げる。それから──ふっ、となにかに気づいた顔をする。

「千耶さん……あれ、どこかで聞いたような？　あっ、そうです……そういえば、お話を伺ってました。そういうことなんですね」

「話？　なんのことだ？」

「ちょっとお待ちください……ああ、間違いないですね」

　伊達マヤはスマホを取り出すと、なにやら確認してから頷いた。

「千耶伊智也さん……玖条っていう会社の方なんですよね？」

「そうだけど……俺の名前、なんで知ってるんだ？」

「まだスケジュールは決まってないと聞いてましたけど、繰り上げになったんですね」

「んん？　だから、なんの話なんだ？」

「いえ、ですからお仕事のお話です。まさか、こんな形でお会いするとは思ってませんでしたが……」

「仕事……？」

「マネージャーさんから、言われていたんです。千耶さんという方と近くお会いすることになると。玖条……という、大きな会社のお偉い方だと聞いてます」

「どこでねじれたんだ、その話」

　俺は今でも、正式には玖条のめっちゃ末端の子会社の社員、しかもヒラだぞ。

「俺は別に偉くないけど……仕事の話ってなに？」

「え？　千耶さんはご存ぞん知じないんですか？　なんでも──その、えーと、せ、千耶さんとセックスすればいいと」

「はぁ!?」

　もしかしたらと思ってた、思ってたけどな！

　この伊達マヤもワルキューレ候補なのか！

　どうやら、ワルキューレ計画のことは詳しく理解してないらしい。それは、どのワルキューレ候補も同じみたいだが。

「ど、どうか、お手柔らかにお願いします……」

　伊達マヤは、顔を真っ赤に染めてうつむいてしまう。

「あの、伊達さん？」

「マ、マヤでけっこうです。まずは、呼び方から……」

「まずはっていうか……おいおい……」

　マネージャーとやらは、ずいぶんぶっちゃけた伝え方をしたんだな……。

　今度の仕事は、この美人女優の攻略クエストってことか。

　映画で全裸を見て興奮してた相手が目の前にいるだけでも非現実的なのに。

　名前すら知らなかった聖奈との一件とはまた違う。

　これはまた、一介のサラリーマンには手に負えない仕事が始まったみたいだぞ……。







「あー、面白くない。面白くないですね」

「いきなり、なにをやさぐれてんだよ……」

　ひとまず、伊達マヤ──マヤとの話を切り上げて、司令室に戻ってみたら。

　当たり前のように凛々世は先に戻っていて、デスクにふんぞり返っていた。

「先輩が歩けば美女に当たるって感じですよね。まったく、このワンコ先輩は……」

「誰がワンコ先輩だ。一応、確認しておくぞ。マヤのこと、おまえは知ってたんだな？」

「マヤ、マヤねぇ……ま、いいですけど。伊達マヤのことは知ってましたよ。ただの女優ってだけじゃなくて、ワルキューレ候補の一人だってことも」

「……だろうな」

　俺はまだ会ってないワルキューレ候補のことはまったく知らない。

　一覧リストくらいあるだろうから、俺にも送ってもらえないだろうか。

「というより、今一番問題のある候補なんです。最近、あたしを忙しくしてくれた原因の一つでもあります。まったく、ワルキューレ候補は揃いも揃って問題児ばかりです」

「凛々世も選考に関わってるんだろ。他人ひと事ごとみたいに言うなよ。で、その問題って？　マヤが映画館にいたことと関係あるのか？」

「畳み掛けてきますね、先輩。まず言っておきますけど、彼女が映画館にいたのはあたしの仕込みじゃないですよ。あたしだって、ワルキューレ候補の行動を逐一監視してるわけじゃありませんから」

「俺の行動も監視してないんだろうな？」

「大丈夫です、先輩の身体にはなにも埋め込んでません」

「そのレベルの心配はしてねぇよ！」

　スマホに盗撮とか盗聴とかの装置やアプリが仕込まれてるとか、そのくらいはあり得ると思ってたけど。

「伊達マヤの話に戻りますね。彼女が映画館にいた理由はたいしたことでもないでしょう。女優なんだから、映画くらい観ますよ」

「そりゃそうだろうけど……」

「それと──彼女の問題についてでしたね。それほど複雑な話でもありません」

「矢や面おもてに立たされる身としては、ありがたいな」

　聖奈も古詠も、問題は深刻ではあっても複雑でもなかった。他のワルキューレ候補たちも。今のところ、俺の手に負えない事態は起こってないのがありがたい。

「今日観た、『波打ち際のアリス』。問題の発端は、アレですね」

「……？　どういうことだ？」

　そういえば、凛々世は映画館で妙なリアクションをしてたな。映画も、やけに集中して観ていたし。

「あの映画は大ヒットしましたし、伊達マヤの演技も文句のつけようがなかったですね。去年どころか、ここ数年であれだけの女優は他にいなかったでしょう」

「まあ、俺は映画も詳しくないからなんとも言えないけど……去年、マヤが賞を総なめにしたんだよな」

　外国の映画賞でも、いくつか受賞したとかニュースで見たっけ。

　こんなに評価される邦画も珍しいよな。エロいシーンが話題になってるけど、そこも含めて評価が高いっていうのも凄い。

　もちろん、低俗だとか性の切り売りだとか叩たたく勢力もあったが、圧倒的な高評価の前にはそれらの批判はあまり目立ってなかった。

「あの映画は、撮影終了から公開まで割と期間が空いたんですが、公開前から業界では伊達マヤの評判はさらに上がってました。そういうわけで、伊達マヤのスケジュールは一日の隙間もないほど埋まっていったんですよ」

「生き馬の目を抜くような世界だな」

「そのとおりです。のんきに評価が出るのを待っていられるほど、映像業界も楽じゃないんですよ。それで、伊達マヤが出演する映画やドラマが『波打ち際のアリス』のあとに、既に何本か世に出たんですが……」

「あー、そういえば……」

　全部じゃないけど、俺も映画とドラマを観てはいる。

　ただ、そのどれもが──

「ぶっちゃけ、あまり評判はよくないですね。脚本や演出、他の出演者に問題がある作品もありましたが、伊達マヤの演技も『波打ち際のアリス』には及んでいません」

「……それが、伊達マヤの問題か？」

「いいえ、まだ続きがあります。ここからが大事なところですよ」

　凛々世は、自分のデスクから書類の束を取り出して、俺に手渡してきた。

　Ａ４数十枚の分厚い束だ。一枚目には──『私は愛など信じない』と書かれている。

「なんだ、これ。企画書か？」

「そうです、映画の企画書です。玖条グループがメインで出資して、スタッフも役者もお金とコネを最大限駆使して、考えられる限りの最高の布陣を敷いています」

「……それでコケたら最悪だな」

「千耶先輩、けっこう悲観的なところありますよね。縁起でもないことを」

　凛々世は、心底嫌そうな顔をする。

「その企画は、伊達マヤ主演を前提にしています。伊達マヤを主人公にして、彼女の魅力と演技を最大限活いかせるように企画し、脚本を書き、スタッフと役者を集めたわけです。あたしが集めたわけじゃないですが、プロデューサーは体重が二十キロ落ちるほどの激務だったそうですよ」

「映画業界もブラックなのか……」

　この国にホワイトな業界が存在するのか、疑わしくなってきたな。

　一億総社畜も夢じゃない。そんな夢、いらんけど。

「ただ、肝心の伊達マヤが──ダメなんです」

「ダメっていうのは……」

「『波打ち際のアリス』のあと、伊達マヤは燃え尽きてしまっているんです」

「燃え尽きた……」

　言われてみれば、ここ最近の彼女の演技は、精彩を欠いてる感じだった。

　俺も熱心に観てたわけじゃないが、『波打ち際のアリス』の鬼気迫るほどの好演はどこへ行ったのかという感じではある。

「それじゃ困るんですよ、困るんです！」

「な、なんだよ、急に。映画一本の制作費なんて、玖条グループにとっちゃはした金じゃないのか？」

「お金だけの問題じゃないんです！　企画はもうできて、脚本も書き上がって、スタッフと役者のスケジュールも押さえてあるんですよ！　これで今さら、『やっぱナシ！』ってわけにはいきません！　信用とかその他もろもろ、お金に代えられないものを失うんですよ！」

「そ、そんなに興奮しなくても」

　ビジネスだろうと、金銭に代えられないものがあるってことは、俺だって承知してる。

　玖条くらい圧倒的な権力と財力を持っていても、ないがしろにできないポイントだろう。

「……でもなあ、一人に問題があるだけで崩壊するプロジェクトっていうのも、そもそもリスキーすぎるよな」

「くっ……先輩に正論を言われるとは！　後輩に戻った気分ですよ！」

「おまえ、まだ俺の後輩でもあるんだろ!?」

　前はそんなこと言ってただろうに、すっかり社長で上司のつもりだったのかよ。

「おっと、そうでした。ちょっぴり小生意気で小悪魔だけど、可愛い後輩でした」

「おまえこそ、女優になったらどうだ……？」

　キャラを演じてるだけかよ。実際、俺も半年くらいただの後輩だと思い込んでた──騙だまされてたわけだから、たいしたもんだよな。

「女優ですか。ワルキューレ計画に失敗して、当主の座を追われたら考えてみますよ」

「俺がファン一号になるよ。で、そのリスキーな企画はもう止められないんだな？」

「そのとおりです。止められないどころか、成功してもらわないと困ります。それこそ、あたしの進退にも関わってくるかもしれません。失敗したら、子会社の十や二十は吹き飛ぶかもですね」

「待て、うちの会社が潰れるんじゃないだろうな!?」

　非常識な計画に巻き込まれていても、俺はあくまで玖条の末端の社員。会社に潰れてもらうのは大変に困る。

　うちの会社は、映像事業とは一ミリも関係ないが、玖条がダメージをくらったら、その余波で吹っ飛ぶこともありそうだ。

「そういう意味でも、先輩には頑張ってもらわないと。ふぁいとっ」

「可愛く言っても、またえらいトラブルに巻き込まれるとしか思えないぞ」

　凛々世はいちいち可愛いから、許してしまいそうになるのが恐ろしい。

「ていうか、マヤは──その、えーと……セックスするとか言ってたぞ。いきなり、その話が出てるのはどういうことだ？」

　俺の仕事はワルキューレ候補の恋愛とセックスについて調査すること。

　突き詰めればそれだけなんだが、別に候補のほうに脈絡もなく俺とヤる理由があるわけじゃない。

　少なくとも、これまでの候補たちはそうだった。

　聖奈は、スキャンダルを起こして華々しく引退するために俺と肉体関係を持った。

　古詠は、官能の世界を描くために自分の妹と俺のセックスを見たがり、自分でも体験したくなって身体を重ねた。

　あらためて振り返るまでもなく、常軌を逸した話だ。

　だが、二人も、それ以降の候補たちも俺とヤるまでにはそれなりの経緯ってものがあった。

　ところが、マヤはいきなり肉体関係を持ちかけてきてるわけで──

「そのあたりは、本人から説明してもらいましょう。というわけで先輩、新しい仕事場をお教えしておきますね」

「本当、この計画に関わり始めてからあっちこっち行かされるなあ」

「サラリーマンなら避けて通れない道ですよ。都内どころか、同じヴァルハラ内ですから、移動の手間は省けます」

「……いっそ、南の島とかに行かせてくれないかな」

「それは、いつかあたしと二人で行きましょう。すっごいところを予約しますよ。まぶしい太陽とエメラルドグリーンの海と、シックで静かなコテージがあるバカンスです。日焼け止めの塗り合いっことかしましょう」

「楽しみにしておくよ……」

　懐いてくれる可愛い後輩と二人で南国旅行か。

　それは夢があるな。本当に実現するのなら。

「それで、どこへ行けばいいんだ？」

「収録スタジオです。既に今回の映画用にセットは組んであるんですよ」







　ヴァルハラ内には玖条が出資しているＴＶ局がある。

　さらには、音楽スタジオ、ロスヴァイセのような芸能事務所、それにドラマやバラエティ収録用のスタジオまで揃ってる。

　その気になれば、ヴァルハラから一歩も出ずに番組が一本つくれてしまうわけだ。

　映画鑑賞の翌日──

　俺がやってきたのは、複数あるという収録スタジオの一つ。

　オシャレな建物が目立つヴァルハラ内では珍しい、味も素っ気もない平凡なビルだった。

　まあ、番組を録とれればいいんだから、外観にこだわる理由もないってことか。

　スタジオの受付で、凛々世に教わってきたとおりに『私は愛など信じない』の収録スタジオの場所を聞き、エレベーターでそこへ向かう。

　途中で何人かとすれ違い、たまに不審そうな目を向けられてしまった。

　収録スタジオ内まで女性だらけだった。ヴァルハラの男子禁制はこんなところでも徹底されているようだ。

　ラフな格好の人間が多いが、きちっとしたスーツ姿の女性も少なくない。

　映像業界は、現場の撮影スタッフ以外にも多くの業種が関わってるだろうから、当然のことではある。

「ここか……」

　受付で聞いてきた番号が刻まれたドアを見つけた。入り口の横に〝Ｗスタジオ〟と刻まれたプレートがかかっている。

　俺は、やたらと重々しいドアを力を込めて開く。防音のためなんだろうが、こりゃ開け閉めするのが大変だな。

　中に入ってみると、意外なほど室内は広い。天井にはなにやら剥むき出だしの鉄骨みたいなものが組まれていて、大量のライトがぶら下げられている。

　ドアから入って、数メートル先に安っぽい木の壁で囲われた一角がある。部屋の中に入ったら、もう一つ部屋があった──みたいな感じだ。

　スタジオ内に部屋のセットを組んであるらしい。セットの部屋にはドアもあり、開け放たれている。

　ごく普通の、どこにでもありそうなマンションの一室──という雰囲気だ。

　わざわざセットを組まなくても、適当なマンションを借り切って撮影すればいいんじゃないか？　まあ、それだと不都合なこともあるか。

　極端な話、部屋を爆破したりするシーンがあるかもしれない。室内セットで、そこまではやらないだろうが。

　とにかく、撮影スタジオ内なら、多少無む茶ちやなことだってできるわけだ。

　そういえば昔観た戦争ドラマでは、兵士たちが鬱うつ蒼そうとした冬の森に潜んでるエピソードがあって、実は巨大な倉庫の中に人工的につくったセットで撮影されたと聞いて驚いた。

　人工の雪で床を埋め尽くし、大量の樹木を運び込んだらしい。

　時代劇なんて、いわば全部セットで撮ってるわけだしな。現代の、どこにでもあるような室内の再現なんて軽いのかもしれない。

　まー、金はかかるだろうけどな。

「あちこち、未完成っぽいな……組み終わってないセットもあるってことか」

　撮影開始──クランク・インっていうんだっけ。それはまだらしいから、準備も済んでないようだな。

　人の気配はまったくない。マヤどころか、スタッフの姿も見当たらない。

　なんか、無人のスタジオって不気味だな……。

　普通の家なんかとは違う、寒々しさが漂ってるっていうか。

「これ、どうしたらいいんだ。マヤが来るのを待ってればいいのか……？」

「ああっ、すみません！」

　と、周りを見渡したとたん、奥にあったドアが開いて、マヤが飛び出してきた。

「早めにスタジオ入りしたので、奥の部屋で台本読んでました！　奥のほうが暗くて狭くて、台本読むにはちょうどよく落ち着ける感じで！　私、暗い部屋じゃないと台詞せりふが入らなくて！」

「だーっ！　台本はいいから！　なんでそんな恰かつ好こうなんだ!?」

「……え？　でも、すぐに稽古に入るから、セッティングしておいたほうがいいかと」

　奥から現れたマヤは──全裸だった。

　いや、正確にはピンクの可愛いパンツをはいているので、かろうじて全裸じゃない。

　とはいえ、それ以外は布切れ一枚身につけていない。

「け、稽古？　セッティング？　理由はともかく──裸で出てくることはないだろ！」

「す、すみません、お見苦しかったですか？　そうですよね、千耶さんは役者じゃないんだから、裸で出てこられたらびっくりしますよね」

「そういうことじゃなくて、一般常識というか……」

　マヤの裸は、劇場とブルーレイで鑑賞している。

　それでも、目の前にあるリアルな裸体の破壊力は凄すさまじい。

　90センチと言われる豊かなふくらみは、わずかに身動きするだけで、ぷるんぷるんと揺れる。柔らかく、それでいて弾力に富んでいる。乳房は見事なカーブを描く、文句のつけようのないほど整った形だ。

　その先端には、綺麗なピンク色の乳首があり、乳輪は大きくもなく小さくもなく、絶妙のサイズだ。

　肌は透き通るように白く、シミ一つない。磨き上げた大理石のようにつるんとしている。

　腰は大きくくびれ、太ももへと柔らかな曲線が続く。

　ヤバい、誰もが知ってる美人女優の裸が、おっぱいが、腰が、パンツが目の前にあるインパクトが凄すぎる。

　多くの人が観たであろう裸も、生で観る迫力にはかなわないだろう。

「そ、それじゃ、一度服を着ておきますね。待っててください……」

　マヤはおっぱいを揺らして奥の部屋へ戻ると、服を抱えて戻ってきた。

　セットのソファに服を放り出すと、そこからブラジャーを取り出して身につけ始める。

　パンツと揃いのピンクのブラジャーをつけ、後ろでホックをぱちんとはめる。

　映画館のときと同じ、黒いタートルネックセーターに頭を通し、白いロングスカートをはいてから、さっと髪を整えた。

　なんで、わざわざ服を持ってきてから俺の目の前で着替えたんだろう……？

　どうせなら、奥の部屋で着替えてから戻ってくればよかっただろうに。なに、俺に美人女優の着替えシーンを見せつけて、誘惑してんの？

「あ、あらためて……千耶さん、今日はよろしくお願いします」

「……俺、なにをするか具体的に聞いてきてないんだけど」

「えっ？　そうなんですか、それなら余計に驚きますよね……」

　マヤは恥ずかしそうに顔を真っ赤に染めている。

　人気急上昇中、この若さでヌードを披露した女優とは思えないな……。

　そりゃ羞恥心がないとまでは思わなかったけど、もっと度胸の据わったタイプかと。

「えーと、でしたら……こちらをご覧になってください」

「ん？　台本……？」

　マヤは服と一緒に台本を持ってきていたらしい。彼女は台本のページを開いて、こちらに差し出してきた。

　そのページを見ると──

　そこには、〝マヤと陽平のベッドシーン〟とだけ書かれている。

「ベッドシーン……？　陽平と……マヤっていうのは役者さんの名前か？」

「いえ、どちらも役名です。この作品では、私の名前と役名が同じなんです。もちろん、狙ってのことですけど……」

「へぇ……」

　役者の名前と役名が同じっていうのは珍しい。まったくないわけじゃないが、役と本人を混同して、ややこしくなりそうだ。

「この映画──『私は愛など信じない』は、私の、その……べ、ベッドシーンがウリになるそうです……」

「なるほど、そう来たか」

　なにしろ、裸を惜しげもなく見せた『波打ち際のアリス』で大人気を博した伊達マヤの新作映画だ。

　やっぱり、客はエロいシーンにも期待しちゃうってもんだろう。

　もう人気も出たんだから脱がない──って路線もあり得るだろうけど、そもそもマヤは人気急上昇って時期に裸を見せたわけだからな。

　だからこそ世間の反応も大きかった。

　まだ知名度の低い女優、あるいは落ち目だったり、ある程度歳としがいってたりする女優が脱ぐのとはわけが違う。

　大人気でドラマや映画、ＣＭなんかにもガンガン出演してる若き美人女優がヌードを晒したってことに意味がある。

　その美人女優伊達マヤが、裸の次はなにを見せてくれるのか──特に多くの男たちはさらなる過激なシロモノを求めてるわけだろう。

　安直だけど、ベッドシーンっていうのはアリだよな……。

「今作は年齢制限を受けることになっても、過激さを求めるそうで……ここは、そのシーンを撮るためのセットなんです」

「へえ、こんなところで……」

　セット自体は、なんの変哲もないマンションの一室って感じなのに、こんなところで過激なシーンを撮るのか。

　いや、どこにでもありそうな場所で美人女優の濡ぬれ場ばが描かれるからエロいのかも。

「このリビングと奥の寝室、あとバスルームもありますが、ここで私と相手役の方との濡れ場を撮影する予定です。台本では一行ですが、かなり長く尺を取る予定だとかで……」

「どのくらいの年齢制限がつくんだろうな、それ……」

　Ｒ15以上は確実、下手へたをしたら18禁になっちゃうんじゃないか？

　そこまでいくと、さすがに興行成績にも影響が大きそうなんだが。

「ただ、私はこのベッドシーンが上手うまく演じられる自信がまったくなくて……実は一度、降板を申し出てるんです」

「降板？　この映画、君の主演が前提になってるって聞いたぞ」

「ええ、ですから私の一存では決められなくて……ただ、私としても演技ができそうなら出演したいって気持ちもあって……」

「……それなら、とりあえずやってみればいいんじゃないか？」

　マヤが降板したいと言ったって、玖条がそれを許さないだろう。凛々世の様子を見る限り、玖条がこの映画に賭けているのは間違いない。

「そこで、千耶さんにはベッドシーンの練習相手になってもらいたいんです」

「おまえはなにを言ってるんだ」

　ああ、つい真顔で突っ込んじゃったよ。

「す、すみません、わけのわからないことをいきなり言ってごめんなさい」

「ああ、俺こそ思わず……でも、わけがわからんのは確かだぞ」

「お相手の役者さんではダメなんです。スケジュールがギリギリで、練習にまで付き合える余裕はないそうで」

　伊達マヤとベッドシーンができるなら、他の予定なんか放り投げてもよさそうだけどな。

　それは一般人の感想で、役者ともなれば話が違うのか？　この映画の規模から考えて、かなりの有名俳優がブッキングされてるんだろうしな。

「それに、ワルキューレ計画……という計画に参加させてもらっていますが、その計画にも必要なことなので、千耶さんがお相手ならちょうどいいとか」

「玖条も無茶ぶりしすぎだよな……」

「そ、そういうわけですので……千耶さん、ベッドシーンのお相手、お願いします！」

「…………」

　どうやら冗談で言ってるわけじゃなさそうだ。

　役者でもなんでもない、一介のサラリーマンの俺が、国民的な人気女優のベッドシーンの相手を務める？

　ベッドシーンなんてただの演技だとしても、いや──演技だからこそあり得ない。

　俺が美人女優とベッドをともにするって？

　ワルキューレ計画に関わり始めてから、現実離れした出来事が続いたが、これは極めつきじゃないか……？







　いったい、どうしてこんなことに──

　短い間に、何度同じことを思っただろうか。

　どうしてもこうしてもないだろ、おまえが好き勝手にやりたいことをやってるだけだろ、と突っ込まれるかもしれない。

　あえて言わせてもらえば、俺は流れに乗っただけというか、学生時代から繰り返してきた女の子たちとのラキスケ的関わり方がちょっとばかりパワーアップしただけというか。

　いや、そんな言い方は俺なんかと出会ってしまった女の子たちに失礼か。

　とにかく──

「んっ、んむむ……んっ、んん……」

　俺は、マヤをリビングのソファに押し倒してのしかかるような体勢になり、唇を重ねている。

　マヤの唇はとろりと溶けそうなほど柔らかく、ただ押しつけるだけのキスでも気が遠くなりそうなくらいに気持ちいい。

「んん……ふぁ……はぁっ……凄い……あむっ、んん……」

　マヤはうっとりした目で俺を見上げてきている。

　本当なら絶対に手の届かない、画面の向こうにいるはずの美人が目の前にいて、俺のキスで身体をとろけさせているなんて。

　アイドルの聖奈とのアレコレも信じられない出来事だったが、マヤとのキスはそれ以上かもしれない。

　アイドルには詳しくなかったが、俺はマヤを出会う前から知っていた。

　スクリーンでその美しすぎる裸体を晒しているマヤを観て、当たり前のように興奮していたのに。

　今は、そのマヤの肉体が俺の下にある。

「こ、こんなのでいいのか……？　つーか、これってただ俺がやりたいようにやってるだけじゃないか？」

「そ、それでお願いします……このベッドシーンは監督さんからの演出は入らずに、役者にお任せ──だそうですから。まだお相手の演技プランもわかりませんから……好きにやってもらうしか」

「監督って気楽な商売なんだなあ……」

　映画の重要なシーンを「役者様、お任せします」で済ませるのかよ。

　そういう意味でも、伊達マヤあってこその映画ってことなのか……？　脚本より演出より、なによりマヤの演技が優先されるという……。

　これ、相手役の役者のほうもハードル高いよな。俺だってとりあえずキスしてみたものの、ここから先はどうしたものか。

「あの……続きをお願いします。私のほうで千耶さんに合わせますから。千耶さんは、その……い、いつもしてるみたいに……していただければ……」

「……そんなのでいいのか？」

「はい、私は──男の方と手を繋つないだこともない、孤独で弱い女の役なので。私のほうから積極的に動いてしまうと役柄と合わなくなってしまいます」

「そんなベッドシーン、一般向けの映画でやっちゃっていいのか……？」

　男のほうがずいぶん強引になりそう──下手すると、男が女の子を強引にものにしちゃってるように見えないか？

「そ、それと……これもお願いできますか？」

「んん……？」

　マヤは、ソファ横のテーブルに置かれていたものを取り上げた。

　それは──どこからどう見ても、ビデオカメラだった。

「これで撮ってみてください。その、あとで演技を確認したいので……」

「待て、本気で言ってるのか？」

　俺に、ビデオカメラでマヤを撮影しながらベッドシーンをやれと？

　そんなもん、ただのハメ撮ど──いや、役者の視点で撮ってる映画はあるけど。

「映画の演技の練習ですから、撮ってみないとわからないこともあります……」

「そ、そりゃそうかもしれないが……」

　なにもかもメチャクチャだ。伊達マヤを相手にベッドシーンをするだけでも現実離れしすぎなのに、それをカメラで撮影しろとか。

「とりあえず──ベッドシーンの流れを掴みたいので。細かいことは考えずに、ただいつものようにお願いします。もちろん、撮りながら……」

「軽く言ってくれるなあ……」

　相手は伊達マヤ、人気ナンバーワンといってもいい女優だぞ。

　キスしただけで理性がぶっ飛びそうになってるのに、ここから先をやれだなんて。

　トップアイドルと出会った直後にセックスして処女を奪って、なにをされても動じない文学少女にイタズラみたいなマネをしちゃったけど──これはまた格別の背徳感がありすぎる。

　ああっ、もう……これも仕事だ！　仕事なんだからやるしかない。

　最近、〝仕事〟が女の子に手を出すためのマジックワードになってるな。いや、自分を騙してでもやらなきゃいけない。

　俺もどこに出しても恥ずかしくない立派な社畜、やってやろうじゃないか！

　ベッドシーンだろうが、撮影だろうが、なんでも来い！　いや、俺が行く！

　スーツの上着を脱いで、ネクタイも手早く外して床に放り投げる。

　ビデオカメラは、ソファ横のテーブルにセット。よし、ソファ全体が映ってるな。

「んっ……!?　んむむ……んっ、んんーっ……！」

　俺は夢中になって、マヤの唇をむさぼる。ふわりととろけそうな唇を口で含むようにして味わい、舌を差し込んで口内も舐め回す。

　ちゅるちゅると舌と舌を絡め、不思議と甘い味がする女優の唇を楽しむ。

「んむむ……んっ、んーっ……はっ、はぁっ……急にそんな……んっ……！」

　マヤは戸惑いつつも、俺の唇を受け入れてくれている。

　これって演技なんだよな？　そうわかっていても、俺のキスでこれほどの美人がとろけるような声を出していることに興奮してしまう。

「はっ、んっ……んっ……んんっ!?」

　俺は、ソファに押し倒したマヤとキスを続けながら、ふくよかな胸に手を這わせた。

　うおっ、これは思ってた以上のボリューム！　映画館で触ってしまったときは戸惑いのほうが大きかったが、今度はその弾力と柔らかさを味わうくらいの余裕はある。

　手を伸ばして、ビデオカメラを引ったくるようにして手に持つと、ぐにぐに揉みながら、大きく形を変えるおっぱいをばっちりと撮影する。

　おお、撮ってる撮ってる……あの伊達マヤのおっぱいを撮影してるなんて……！

「んあっ……あんっ、ああっ……あっ、ああっ……」

　おっぱいを揉まれながら、マヤは俺の下で身体をよじる。

　ラキスケと、ワルキューレ計画で女の子と何度となく身体を重ねてきた経験のおかげか、胸の柔らかさの味わい方もわかってきた。

「んん……！　あっ、そんなに激しく……あっ、んっ、胸っ、凄すぎて……ああん！」

　同時に、女の子にも刺激を味わわせられるようになった──と思う。

　マヤは、肩まで伸ばした赤い髪を振り乱し、色っぽいあえぎを上げている。

　演技なのか、本気で感じてしまっているのか、俺には判断がつかない。

　その喉からは、映画で聞いてきた、凛りんとしつつも透き通るような声が響いている。

「マヤ、いいか……いくぞ……」

「は、はい……ど、どうぞ……お、お好きにして……」

「…………」

　ベッドシーンの練習なんていう、かなり頭おかしいお題目があるとはいえ、あの伊達マヤが「好きにして」とか。

　いや、余計なことを考えるのはやめよう。ヤってやると決めたんだから。

「あっ……」

　俺は身体を起こして、マヤの黒いセーターの裾に手をかける。めくり上げると、白いお腹なかがあらわになり、続けてピンクのブラジャーが現れた。

　ビデオカメラを構えながらでは難しいが、撮ってるだけで興奮してきた……。

　マヤは黙ったまま両手を上げて、セーターを脱がす俺をサポートしてくれる。

　セーターは床に投げ捨ててから、もう一度マヤにキスして唇を味わう。

「んっ、んん……！　んっ、んむむ……んっ……！」

　マヤと激しくディープなキスを交わしながら、背中に手を回してブラをめくるようにして持ち上げ──ぷるんと乳房を波打たせながら、その胸が再びあらわになる。

　映画で観て、さっき裸での登場も見ているというのに、現れた豊かな胸のふくらみに、どうしようもなく昂たかぶってしまう。

「はうっ……！　んっ、んん、んんんっ……！」

　唇を離して、ぎゅっぎゅっと大きなふくらみを掴むようにして揉みまくる。

　ビデオカメラの液晶モニターには、俺に揉まれる生なま乳ちちがはっきりと映ってる。うおおおお、この映像もエロすぎるだろ……！

　掴むと手に吸いつくようななめらかな肌の感触が伝わってきて、同時にぷるぷるした弾力も感じる。

　このボリュームに加えて、ぽよんぽよんした柔らかさと弾力……服の上から触れるのとはわけが違う。

「はっ、あんっ……お、おっぱい……やんっ……あっ、ああ……変になりそう……あっ、あああああっ！」

　さらに、乳首をきゅっとつまんで、上に引っ張るようにして──

　顔を寄せ、ぺろぺろとそのピンクの突起に舌を這わせた。

　さすがに撮りながらとはいかないが、この愛あい撫ぶも止められない……！

「そ、そんなことまで……あっ、ああっ……ああっ！　んっ……おっぱい、びくびくしちゃいます……あっ、あっ、ああんっ！」

　うーん、ベッドシーンの練習ってどこまでやっていいものなのか。

　いつものようにと言われるとこんな展開なんだが、映画でここまで見せられるかと言われると怪しいものだ。

　既に裸を晒しているからこその、過激なベッドシーン。

　まあいいや、今さら止まれるわけもないし、言われたとおりにやりたいようにやって、マヤがストップをかけるのを待てばいい。

　役者でもない俺には、どこでカットをかければいいかわからないんだしな。

「はっ、あっ、あんっ、あっ……乳首ぺろぺろされて……あっ、舐めすぎ……あっ、あんっ、身体が痺しびれて……！」

　マヤは俺におっぱいを揉まれ、乳首を吸われ、舌で舐められて──びくんびくんと身体を震わせながら、抱きついてきた。

　俺はビデオカメラを一度ソファの上に投げ捨てて──

　俺たちはソファの上で激しく絡み合い、今度はマヤのほうから唇を重ねてきた。

「んっ、んん……んっ、んむっ、んっ、ちゅっ、ちゅるちゅるっ……んちゅっ、ちゅっ」

　マヤは何度も唇を重ねては甘い吐息を漏らし、俺の背中に回した手に痛いほどの力を込めてくる。

　ああ、ヤバい、たまらない……こんな美人でおっぱいでかい女の子相手に、遠慮なんかしてられるか！

　俺はスカートに手をかけ、どう脱がしたものか迷っていると──マヤが自分でスカートのファスナーを下ろしてくれた。

　そのまま、スカートをずるっと下ろして、ピンクのパンツと真っ白な太もも、すらりとした脚をあらわにさせる。

「はっ、はあ……あっ、もっと……もっと続けてください……」

　小声で囁ささやいてきたのは、もっと練習を続けろってことか。

　本当に遠慮はいらないようだから──

「はっ、あっ、んんっ……んんんんっ……！　んっ、はあんっ、あっ、あああああ！」

　唇を激しく重ね、舌をいやらしく絡め合い、おっぱいをぎゅっぎゅっと揉んで、円を描くようにして乳輪を舐め回し、ちゅううっと音を立てて乳首を吸い──

　ひたすらに、マヤの唇と胸の双そう丘きゆうを味わい尽くしてから。

「あああっ！」

　ピンクのパンツ越しに、その大切な部分をずりずりと指先で撫で回す。

　うわっ……ここ、もう濡れてる……というか、愛液でぐしょぐしょになっちゃってるじゃないか。

　いやまあ、これだけしつこく胸を愛撫されれば、こうもなるか……。

「……わ、悪い。ちょっとヤりすぎたか……？」

「え……？　待ってください、どうしてやめようとしてるんですか……？」

　マヤの目が、すうっと細められる。

　怖いくらいの目だ──スクリーン越しでは伝わりきらない、本物の映画女優の目だ。

　これが、伊達マヤか……まさか、ソファの上で絡み合ってる最中に本物の女優の目を見ることになるとは。

「続けてください。私はまだ、どう演じればいいのかわかりません……でも、なにかが見えてきてるような気はします……」

「…………」

　なんだろう、〝ゾーンに入ってる〟とでもいうのか……。

　マヤは顔を赤くして、肌を上気させながらも、凄まじいオーラを漂わせてきている。

　目だけでなく、全身が〝女優の伊達マヤに〟なりつつあるというか──

　こっちが彼女を押し倒して身体を味わい尽くしてるというのに、明らかに押されてしまってる。

　しまったな、今のマヤも撮っておけばよかった……。

「いいのか……本当に、このまま続けるぞ……？」

「早く、早く来て。この感覚が消えてしまう前に、もっと──あなたの好きなように来てください……」

　マヤは、ちゅっと唇を重ねてきて──それをきっかけに、俺は再び動き出した。

　荒々しくマヤの唇をむさぼり、舌を吸い、おっぱいをぐにぐにと揉みまくりながら──パンツの中にまで手を差し込んだ。

　やはりそこは、泉のように愛液が溢あふれ出だしてきていて、止まる様子もない。こんなにぐしょぐしょに濡れてる女の子を見たのは初めてかも──

「んっ、はっ、ああっ……そこ……あんっ、あああ……！」

　俺が直接その部分を指で撫で、上部の突起にまで触れると、マヤは腰を浮かせて身体をびくびくと大きく震わせた。

　軽く内部にまで指を入れて、ずぼずぼといじり、また唇を重ねる。

「んちゅっ、んっ、んむむ……んっ、はぁっ、あっ、そこ敏感になって……あっ、あんっ、あっ、あっ、あああああああああああああっ！」

　スタジオ内を震わせるほどの叫びが、マヤの口から上がった。

　マヤの秘部への激しい愛撫とキスが彼女を大きく昂ぶらせたらしい。

「じゃ、じゃあここも……」

　俺はビデオカメラを取り上げて、マヤのパンツへと向ける。

「と、撮るぞ……」

「ど、どうぞ……んっ……」

　俺は、ビデオカメラを向けたまま、マヤのピンクのパンツを軽くずらす。

　とろとろと愛液がこぼれるその部分が剥き出しになり──俺は、そこも目に焼きつけ、ビデオカメラで撮ってしまう。

「こ、こんなところ撮られるのは初めてです……『波打ち際のアリス』でも、ここは……はっきり映らないようになってましたから……」

「そ、そりゃそうだろ……」

　映っちゃったらボカシを入れなきゃいけなくなるし。

　でも、今はその誰も撮ったことのない、撮ってはいけない部分を撮影してしまっている。

　おお、この映像──ヤバい、目で見るだけじゃなくて、撮影してるっていうのが、たまらなく興奮する。

　とろとろ愛液が流れてる入り口は、なんだかひくひくしてるようにも見えて──卑ひ猥わいだ。

「くっ、もう……」

　そうだよ、演技とかワルキューレ計画とか、知ったことか。

　俺の下で最高の美女が裸であえいでるんだから、適当なところで「ハイ、カット」なんてわけにはいかない……！

「……ここから先も、撮っていいのか？」

「撮られるのが私の仕事です。私がもっと乱れる姿……あとで観たいんです……」

　えらいことを言ってるな。

　俺はズボンのチャックを下ろしてモノを取り出し、ピンクのパンツをずらして、そこに先端を当てる。こぼれてる愛液が、くちゅりといやらしい音を立てた。

　もちろん、そこもきっちりと映像に収めながら──

「んっ……ううっ……ああっ……！」

　ぐぐっとモノを押し込み、痛いくらいに狭い入り口を強引にこじ開ける。

　さらに腰を動かしてモノを進めると──ぶちぶちぶちっとなにかを突き破る感触が確かに伝わってきた。

「うっ、あっ、ああああっ……い、痛っ……あああああ……！」

　聖奈に古詠、栞に優香、それに十八人のワルキューレ候補たち──彼女たちの処女を奪ったときとまったく同じ感触だった。

　まさか処女……？　処女を、こんな〝ベッドシーンの練習〟なんかで会ったばかりの俺に捧ささげたっていうのか……？

　俺、伊達マヤの処女をもらって、おまけに初体験を撮影しちゃったのか！

　ああもう、驚いてるのにそれ以上の快感が俺の頭を支配してる。

　出会ってきた二十人のワルキューレ候補たちは全員処女だった。そう思えば、今さらこの美人女優が初めてだったことくらいで驚かなくてもいいか……。

「動くぞ……悪いけど、気持ちよすぎて加減できそうにない……」

「は、はい、どうぞ好きにして……んっ、あっ、ああああっ！」

　俺はソファの上でマヤにのしかかった体勢のまま、正常位で激しく腰を動かし始める。

　やはり間違いなく処女みたいで、彼女の中は恐ろしく狭い。ぎゅうぎゅうと俺のモノを締め上げ、そして──吸い込むように奥へと導いていく。

　くっ、これは……とんでもない具合のよさだ。これを他のどの男も味わうことなく、初めてを俺が奪ったっていうのか。

　ヤバい、たまらん……散々美味しい思いをしてきたけど、今がもっとも興奮しているかもしれない。

　俺に貫かれて乱れて悶もだえるマヤを撮影しながら、激しく腰を振って──

「はっ、あっ、奥にまで……あん、来てるっ……はぁっ、あっ……ああああ！」

　マヤは痛みのせいか、目に涙を浮かべながら──シーツを強く握りしめ、唇を噛かんで耐えている。

　いや、痛みだけじゃなくて襲い来る快感にも抗あらがおうとしているかのようだ。

「あんっ、あっ、ああっ、こんなに……す、凄いなんて……あっ、はあっ、あああんっ……あっ、あっ、あああ……あなたの、奥に何度も当たって……！」

　俺に突かれるたびに、マヤの大きな乳房がぶるんぶるんと弾むように揺れている。
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「こんな、恥ずかしい姿、見られて……と、撮られちゃってます……あんっ、んんっ！」

　上気した肌は汗ばみ、得えも言われぬ色香を漂わせ──俺の興奮をさらに高めてくれる。

「んっ、んっ……あっ、激しい……あっ、男の人の、これ、こんなに激しいなんて……し、知りませんでした……あなたの……、大きくて私の中、いっぱいにしてます……！」

「ああ、もっと行くぞ……！」

「んむっ、んっ……んちゅっ、んむむ……！」

　マヤと唇を重ね、その間も腰を激しく動かして中を必死にむさぼる。

　それから、マヤの細い身体を片手で抱き寄せ、ソファの上で向き合う体勢になってから、また腰を動かして──今度は下から突き上げていく。

「あっ、あっ、お腹に響いて……あっ、ああっ……！」

　マヤと抱き合い、腰を動かし、見つめ合って唇を重ね、舌を絡めてとろけるような快楽に浸っていく。

　ぎしぎしとソファを揺らしながら、抱き合ったまま俺もマヤもひたすらに腰を動かして。

「と、撮って……千耶さん、もっと撮ってください……いやらしい私の、姿……！　んっ、私、こんなにっ、乱れるなんて……ああんっ！」

「あ、ああ……」

　そ、そうだな、撮るのも仕事なんだからな。

　俺はビデオカメラを構え直し、繋がったままのマヤを上から下まで、顔から豊満な胸、モノをくわえ込んだ秘部から太ももまで、舐めるように撮影して──

「いくぞ……」

「あんっ……！」

　ぐいっと腰を押し進め、マヤの身体を大きく揺らす。

　淫らなあえぎ声も、マヤの弾む胸も、繋がった部分も──すべてを映像に収めながら。

「ああっ、あっ、あっ……わ、私っ、あんっ……あああっ、もう……！」

　もう何回目か、何十回目かもわからない、内部を奥の奥まで突き上げた瞬間──マヤがすがるような瞳を向けてきた。

　俺ももう限界が近い──がつんがつんと激しく、少しでも長く彼女の内部をむさぼろうと浅ましい欲望に動かされてモノを突き入れまくって。

「マヤっ……！」

「あっ………………！」

　俺はマヤを再びソファに押し倒し、彼女の最奥に届くほど深くモノを叩たたき込こんで──

　同時に、マヤの誰にも汚されたことのない奥へと欲望を注ぎ込んだ。

「あっ、ああっ……あああああああああああああああああ……」

　マヤの口からせつない声が漏れてきて──俺は絶頂に達する彼女を撮りながら、モノを奥へ届かせたまま、すべての欲望を中へと放っていく。

「はあっ……あああ……私の中に……入ってきてるんですね……あああ……」

　マヤは俺の腰に両足を絡め、秘部をこっちに押しつけるようにしてきた。

　彼女もまた、貪欲に俺の白濁液を最後の一滴まで搾り取ろうとしているようだ。

　互いに重ね合った肌が、熱い──俺が熱いのか、彼女が熱いのか。

　いや、どちらもこれ以上ないほど昂ぶり、熱を帯びてしまっている。

　もう演技とか計画とか、俺の頭からはすべてが吹き飛んでいた。伊達マヤの色香漂う肌は、そんなものはすべて忘れさせてしまった──

「は、はぁ……あ、溢れてきてます……あなたの、熱くて白いのが……こんなに、たくさん出るものなんですね……」

　俺がずぶりとモノを引き抜くと、マヤの中から逆流してきた白濁液がこぼれ出た。

「や、やだ……まだ溢れてます……」

　マヤの真っ赤になった顔と──

　純潔を失い、赤い血と白濁液が流れ出ているその部分も、じっくりと撮影する。

　ヤバい、自分の目で見ても凄いが、ビデオカメラの液晶モニターで見るのもまた全然違う刺激がある。

「んっ……ふあ……んむむ……」

　マヤは不意に自分の秘部から目を逸らし、俺にしがみついてきて、唇を重ねてくる。

　俺もそのキスに応えて──俺たちはしばらく、互いの身体を離さなかった。







２　ラストシーンはまだ撮れない




　秋からこっちの数すうヶか月げつ、常識からかけ離れた仕事が続いている。

　どこまでが仕事なのか、その境界線すら曖昧だ。残業代とか気にしていた頃がなつかしい。別に、昔の話でもないというのに。

　ただ、そんな仕事をしていても、明確な休日というものが存在する。

　凛り々り世せは無む茶ちやぶりばかりしてくるが、過労死させるつもりはないらしい。といっても、ワルキューレや候補たちとの乱れた日々を送っていたら、別の死に方をしそうだが。

　出向してからというもの、お休みがカレンダーどおりというわけでもない。平日に休みが入ってくることも多かった。

　聖せい奈なが海外ロケに出かけたり、古こ詠よみが完全に執筆モードに入ったりして、それらのタイミングがかぶると、俺の仕事もなくなるというわけだ。

　とにかく、今日は久しぶりに普通に日曜がお休みになった。

　これまた久しぶりに、我が愛いとしの１Ｋアパートに帰ってみることにした。

　築二十年、家具もわずかしかない殺風景な部屋だが、大学の頃から住んでる部屋なのでそれなりに愛着もある。

　朝起きて洗顔と簡単な朝食を済ませると、これも大学時代から使っているテーブルの前に座り、スマホをぽちぽちといじることにした。

　まったくもって意味のない行動だ。ネットを見たり、電子書籍で小説を読んだり、ただ時間を潰しているだけで、生産性は皆無。

　だが、それがいい。なんの意味もない時間というのが素晴らしいじゃないか。

「はー……」

　ごろんと床に横になり、今度は動画を観みることにする。そばにはお気に入りのペットボトルのお茶もある。ああ、本当に癒やされるな……。

　特にこの数日は、あまりに現実離れしすぎたことが起きてたしな。気分転換、大事。

「…………ん？」

　動画配信サイトで適当な映画を見み繕つくろっていたら、急にチャイムが鳴った。

　宅配便が来る予定もないし、来客の心当たりもない。

「はーい」

　無視してもいいが、なにか重要な客だったら──と考えてしまうのは心配性すぎるだろうか。

　鍵を外して、ドアを開けると──

「来ちゃいました♡」

「…………」

「ちょっと、先輩！　いきなりドアを閉めないでください！　やるような気がしてましたけど！」

　俺がばたんと閉めたドアを、来客が開いて飛び込むように室内に入ってきた。

　入ってきたのは──言うまでもなく、後輩にして美人社長の玖く条じよう凛々世さんだった。

「いえいえ、玖条家当主の凛々世さんともあろうお方が、こんなむさ苦しい庶民のあばら屋にお入りになるなど、あってはならぬことでございまする」

「適当な敬語で人をあしらおうとしないでください。その凛々世さんに、玄関で立ち話をさせるほうが失礼では？」

「後輩なんて廊下に立たせておけばいいんだよ」

「突然、先輩モードに戻らないでください。いえ、いいんですけどね……」

　ぶーっ、と凛々世が唇を尖とがらせる。子供か、おまえは。

　凛々世は見慣れたスーツ姿ではなく、上品なキャメルコートに濃いグレーのマフラーを巻いている。

「それ、私服か。意外と普通の格好だな」

「あたしの私服姿になにを期待してたんです？」

「毛皮のコートとか、ワニ皮のマフラーとか」

「ワニ皮のマフラーってなんですか!?　というか先輩は、お金持ちになにか偏見でもあるんですか！」

「金持ちの知り合いなんていなかったから、偏見くらいあるに決まってるだろ」

「開き直りましたね……あたしもＴＰＯってものを考えるんです。今日は小さな会社に勤める可愛かわいいだけが取り柄の新人社員の凛々世なので、常識的なお値段の服です」

「そりゃよかった」

　さりげなく可愛いとか自慢が入ってるが、凛々世が可愛いのは事実だ。

　社長モードだと、やっぱりカシミヤのマフラーとか巻くんだろうか。その程度しか思いつかないのが、庶民の限界だな。

「だいたい、ただの後輩だった頃にも何度か私服姿は見てるじゃないですか」

「社長だっていうのがバレたんだから、もう化けないのかと思ったんだよ」

「化けるって、あたしが騙だましてたみたいに。いえ、騙してましたけど……」

「今さら、もうそれはいいけどな」

「ああ、よかったです。ところで、ホントにいつまで立ち話が続くんですか？」

　凛々世は、じろりと睨にらんでくる。

　せっかく見慣れない格好の凛々世が現れたんだから、見やすいように立っておいてほしかったが……。

「しゃーない、入れよ」

「なんて偉そうな。せっかく訪ねてきた可愛い後輩に酷ひどい態度ですね。先輩、自分がどれだけ幸運か、もっと知ったほうがいいですよ」

　ぶつぶつと文句を言いながら、凛々世は靴を脱いで上がり込んできた。

「へえ、これが千せん耶や先輩のお部屋ですか。実物を見たのは初めてですけど、こぢんまりとしてますねえ」

「実物以外で見たことあるような言い方だな」

「えーっ、なんか変に片付いちゃってますね。独身男性の一人暮らしで綺き麗れいにされてると逆に引いちゃうというか」

「スルーした上に言いたい放題だな、おまえ」

「だって、ものぐさな先輩の部屋を甲か斐い甲が斐いしく掃除する可愛い後輩ってコントができないじゃないですか」

「コントをしにきたのか!?」

「冗談ですよ。いえ、綺き麗れい好ずきなのはポイント高いです。褒めてつかわしますよ、先輩」

「ああ、どうも……」

　とりあえず、存在を忘れかけていた客用の座布団を出してきて、凛々世にすすめる。

　俺は座布団を使わず、小さなテーブルを挟んで凛々世の前に座る。

　凛々世は汚れでも確認してるのか、じーっと座布団を見つめてから、コートを脱いだ。

　コートの下には、白いニットワンピ。丈は短く、太ももが付け根近くまで見えてしまっている。

　凛々世はその色っぽい脚を見せつつ、妙に礼儀正しく正座した。

「凛々世、足を崩してもいいぞ」

「いえいえ、これでもお嬢様育ちなので。人前で足を崩すなんてとてもとても。ましてや、尊敬する先輩のお宅で不作法なマネはできませんことよ」

　おほほ、とわざとらしく上品に笑う凛々世。お嬢様育ちはマジなんだろうけどな。

「とりあえず、座布団には他の女の髪の毛はついてませんでしたね」

「そんなトコをチェックしてたのか!?」

「ベッドと床の上は、さっきの無駄な立ち話の間にチェックしてましたから。長い髪の毛とかは見当たりませんでしたね」

「……人の部屋のチェックをするのは不作法じゃないのか？」

「部下の一挙手一投足まで見張れる上司を目指しています」

「今日は可愛い後輩じゃなかったのか!?」

　こいつ、相変わらずいいように立場を使い分けやがる……。

　ていうか、そんな上司は嫌だ。

「文句ばかりですね、先輩は。可愛い上司がいるというだけであり得ない幸福なんですよ？　これまでの上司は可愛くないおじさんばかりだったでしょ？」

「可愛くてもおじさんは嫌だけどな……」

　そりゃ上司が美人なら嬉うれしいが、凛々世の場合は財閥の令嬢だったり後輩だったりと、立ち位置が複雑すぎる。

　とりあえず無駄話を切り上げて、コーヒーを入れて凛々世の前に置く。

「インスタントですか……たまにはこういうのも美味おいしいですね」

「おまえも会社で普通にインスタント飲んでただろ」

　なにか一言ほざかないと気が済まないのか、この後輩は。

「あ、しまった。俺、ブラックしか飲まないからな。ウチ、砂糖もミルクもないぞ。凛々世は両方入れるだろ？」

「そうですね、苦いのは苦手です。でも、ないものはしょうがないので……」

　凛々世は、さっと身を乗り出してきて、ちゅっとキスしてきた。

「あんまり甘くないですが、キスは甘いっていいますよね。これでよしとしましょう」

「……おまえ、少女漫画の読みすぎじゃないか？」

「へへ、気にしないでください。って苦にがっ、苦いですよ、これ！」

「当たり前だろ」

　キスで苦みが消えるなら、砂糖なんて必要なくなる……なくならないか。

「つーか、やってることはただのバカップルじゃねぇか……？　いや、ここまでのバカップルはそうはいないってレベルだぞ？」

「な、なに言ってるんですか。先輩の唇はただの調味料ですよ」

　凛々世はまたコーヒーをすすって、ぺろっと舌を出した。やっぱり苦いらしい。

　まあでも……変な感じだ。いろんな意味で可愛がってきた後輩が、見慣れた自室にいるんだからな。

「……ところで凛々世、いったいなにしに来たんだ？　俺は休みだけど、おまえはろくに休みないんだろ？」

　この前の映画鑑賞だって、やっと少しだけ時間をつくれたって感じだったもんな。

「あたしも今日は無む理り矢や理り休みに──じゃなくて。やはり上が率先してきっちり休まないと社員たちが休みにくいでしょう。まあ、先輩のように厚かましくお休みしてる不良社員もいらっしゃるようですけど。けどー」

「なんだ、その繰り返しは。おまえも許可したから休めてるんだろ。休まなすぎて労働基準局に怒られることはあっても、上司に叱られる覚えはないぞ」

「ふっ……」

「な、なんだよ、なんで鼻で笑われたんだよ？」

　凛々世は、ずずっとコーヒーをすすって、楽しげな目を俺に向けてきた。

「いえいえ、あたしも一応、先輩から上がってくる報告書にはきちんと目を通してるんですよ。ええ、確かに休みが少ないのに、すっごく頑張ってるみたいですねえ……」

「な、なにが言いたいんだ……？」

　ああ、話が嫌な方向に流れていく予感。

「伊達だてマヤとの練習が始まったその日のうちに、あの誰もが知ってる若き美人女優の処女をごちそうになったそうですね」

「そ、それが俺の仕事なんだろ！　言っちゃなんだけど、やらせてるのは凛々世だぞ！」

「しかも初体験を撮影したとか？　とんだド外道がいたもんですね」

「そ、それは……マヤに頼まれたって書いてあっただろ！」

「あたしと伊達マヤのせいですかー。あかんわ、男らしないわ」

「やめい、やめい！　おまえ、わかってて文句言ってるだろ！」

　俺も、凛々世とマヤが悪いとは言ってないし。

「ええ、そうですよ。あたしが、先輩にワルキューレ候補たちとセックスして、彼女たちの恋や性について調査しろと命令したんですよ。はー、なにやってるんでしょ……」

「いきなりため息をつかれても」

　もう何ヶ月も仕事を進めてきて、今さら呆あきれられても困る。

「今回のクエストは、彼女の仕事の悩みと、彼女の性についての調査が同時進行で進められる優良なクエですしね。まさか、伊達マヤが撮られないと興奮できない性癖だとは。そっち方面でも有益な情報が得られましたね」

「そんな情報、なんの役に立つんだ。つーか、別に撮られて興奮するなんて書いてなかっただろ」

「そうでしたっけ？　もちろん、先輩がさっそく、あの可愛い女優さんが守ってきた処女を奪ったのは、むしろ〝よくやった〟って褒めるとこですね」

「そ、そうだよ。マヤのほうも──というか、マヤのほうがやる気満々だったし」

　本格的に言い訳じみているが、凛々世の前では事実を言っておかないと。

「……そういうわけで、よくやってくれてる部下をねぎらいに来たわけですよ、この可愛い上司の凛々世ちゃんが」

「凛々世ちゃんが」

「ええ、わざわざ休みを潰してきたんですよ。伊達マヤのクエストが始まってから、こっちも忙しくて顔を合わせられませんでしたしね」

「そ、そうだったな」

　凛々世のお宅訪問の理由はわかったが、まだこいつが怖い。顔は笑ってるんだけど、妙な圧力を放ってて、空気が重いし。

「あたしが忙しく働いてる間に、伊達マヤとイチャコライチャコラと！　毎日毎日、あんな美人と何回ヤりまくってるんですか！」

「急に爆発するなよ！」

　どがっとテーブルを叩たたいた凛々世を、慌ててなだめる。

　そのとおり──伊達マヤの処女を奪ってしまった日から、毎日彼女とあのスタジオでベッドシーンの練習と称したセックスを続けている。

　今日はたまたま、彼女が別の仕事が入ってしまったので休みになっただけだ。

　伊達マヤは映画以外の仕事はほとんど断ってるらしいが、あれだけ人気があるとさすがに請けざるを得ない仕事もあるとか。

　その仕事がなければ、この日曜だって俺はマヤを抱いていたことだろう。

「……伊達マヤは、本当に性体験がなかったようですね。幼い頃から芸能界にどっぷり、危ない場面も多々あったみたいですが、言い寄ってくる男たちをするするかわしてきたようですね。掴つかみ所のない人です」

「まあ、確かに掴み所はないなあ……」

　何度も肌を重ねてる俺にも、マヤのことはさっぱりわからん。

　初体験を終えていてもおかしくない歳としだというのに、マジで処女だったのも不思議だが……それ以上に、俺なんかに簡単に身体からだを許したのも不思議だ。

　俺のラッキーエッチの能力に加えて、ベッドシーンの練習って理由もあったのはわかっているんだが。

「先輩も把握できてない……つまり、まだ伊達マヤの調査は進んでないんですね」

「ん？　あー、まあ……そうかもな」

　普段どおりの調査と同時に、燃え尽きてしまった彼女には『波打ち際のアリス』のときのような演技力を取り戻してもらわないと。

　そのために、映画のキモになるベッドシーンを完璧なものに仕上げなければならない。

　うん、それはわかる。それはわかるんだが……。

「どうやったら燃え尽きたマヤがもう一度燃え上がるのか、なんて見当もつかねぇな。マヤは元から情熱的なタイプじゃないけど」

　ベッドの中でもたまに女優の目を見せることはあるが──それが続かない。

　何度ベッドで彼女を抱き、最後の一線もきっちり越えても、マヤには変化がない。

　よく知りもしない俺に処女を奪われ、毎日毎日中出しされていても変化がないってどうなってるんだよ。

「ベッドシーンの技術だけは向上してるけどな……俺もあっちも」

「……ほー、なるほどー」

　凛々世が、テーブルに両手をついて身を乗り出してくる。

「い、いや、ほら……一応、撮影も続けてるんだが。俺もあいつもカメラを意識してるというか。マヤの見み栄ばえをよくするために、どう動いて……その、どう愛あい撫ぶすればいいのかみたいな……わかるよな？」

「わかりたくないですねーっ！」

　凛々世は、いーっと顔をしかめて威嚇してくる。ホント、子供かおまえは。

「だからな、俺も聖奈や古詠のときみたいにやりたい放題なだけじゃなくて、周りからエロく見える立ち回りをしてるっていうか。それに、マヤも最初はヤられるがままだったけど、自分からも動くようになって……」

　ああ、俺は好きな女の子の前でなにを言ってるんだ？

「言いよどまなくても報告書を読んでるんですから、進捗状況は理解してますよ。なるほど、クエストは進行してるけど、ゴールは見えてないって感じですね」

「そう、そんなところだな」

「ただ、先輩があの綺麗すぎる女優さんの身体を楽しみまくってるだけですね」

「言い方が悪い！」

　まったく否定できないのが残念なところだが。

　見栄えを考えたセックスをしてるとか、やってることはＡＶ男優と同じだし。

「……では、なにが悪いのかを検証しましょう」

「検証？」

　俺が首を傾かしげると、凛々世は床の上を膝でちょこちょこ歩いてきて、隣に座った。

「な、なんだよ？」

「伊達マヤ攻略クエストで重要なのは、ベッドシーンの練習です。先輩には……まだ欠けてるものがあるのかも」

「…………？」

　また俺は首を傾げ、凛々世は顔を赤くして──俺の手をぎゅっと握ってきた。

「先輩が伊達マヤをどう可愛がってるのか──あたしに見せてください」

「は……？」

「せ、先輩のテクニックを見て……なにが欠けてるのか、あたしの身体を使って検証してみましょう」

「お、おい……それって……」

　凛々世が、吐息がかかりそうなほど顔を近づけてくる。

「先輩だけじゃわからないことも、あたしが実際に見てみればわかるかもしれません。あたしたちは二人で、どんな仕事だってこなしてきたじゃないですか」

「…………」

　俺は、ごくりとつばを呑のみ込こむ。

　もちろん、凛々世がなにを持ちかけてきているのか、充分にわかってる。

「大事なことですから、休日返上で頑張りましょう……ベ、ベッドシーンの練習の練習を……あ、あたしでやればいいじゃないですか！　やっちゃえぇーっ！」

「なんでヤケクソなんだよ!?」

　ああくそっ、ヤケになってる凛々世も可愛い！

　俺は、凛々世の細い身体をぎゅっと抱きしめて、思い切り唇を重ねた。

　ああ、久しぶりの凛々世の唇……何度か味わったけど、やっぱりとろけるほどに柔らかくて甘い。

　検証とか練習とか、正直なところ俺にはどうでもいい。

　以前、凛々世はいつかヤらせてくれると言ってたっけな。土下座が必要らしいけど。

　そんなことも今はどうでもいいか。まずはこの唇、たっぷり味わおう──







　凛々世はベッドを背もたれ代わりにして、床に座っている。

　俺はその凛々世を抱きしめ、頭を抱き寄せて唇を重ね続ける。

「んっ、んん……んっ、んむむ……ちゅっ、ちゅっ、んむむ……！」

　凛々世の唇からは甘い吐息が漏れ、俺たちはちゅばちゅばと淫らな音を立てて唇を味わい、舌を絡め合う。

「ふ、ふああ……先輩、ちょっとキスが上手うまくなってませんか……？」

「そうかな……？」

　俺は、凛々世の唇をぺろりと舐なめ、ちゅうっと優しく吸ってやる。

「伊達マヤとの練習でお上じよう手ずになったんですかね……なんか面白くないです」

「いてっ」

　凛々世は、俺が差し出した舌を歯で軽く噛かんできた。

「これだけ上手なキスでも、伊達マヤは満足してないってことですか？」

「いや、それなりに気持ちよさそうには──って、なにを言わせるんだよ」

「今さら気にしてどうするんです……んっ、んむむ……ちゅっ、ちゅうっ」

　凛々世は今度は優しく舌を絡めてきて、小鳥がついばむみたいにキスしてくる。

「キ、キスは問題なさそうですね……それじゃあ、次は──」

「おっ……」

　凛々世は顔を赤くすると、ニットワンピの下にはいていた黒いタイツをするりと脱いだ。

「……なんだ、それで俺の首を絞めるのか？」

「そんな趣味はありません。人をなんだと思ってるんですか、もうっ」

　脱いだタイツをぽんとその辺に捨ててから、凛々世は俺を睨みながら顔を寄せてきて、首筋をはむはむと甘噛みしてきた。

　ああ、可愛い。いつもは生意気で偉そうなのに、たまに小動物みたいに可愛い。

「あんなのはいてたら邪魔でしょう？　先輩、生足はお嫌いですか？」

「嫌いなわけないだろ……」

　俺は、さわさわと凛々世のすべすべした太ももを撫なで回まわす。

　もちろん太ももを撫でながらも、柔らかな唇を味わうこともやめない。凛々世とのキスは甘すぎる。

「んっ、んん……あっ、太ももの撫で方も……え、えっちですね……んっ、痴漢みたいですよ、先輩……あんっ」

「凛々世、痴漢に遭ったことあるのか？」

「まさか。満員電車に乗ったことすらないですからね。んっ……」

　太ももを撫でられて気持ちよさそうにしながら、凛々世は答えた。

　そりゃそうか、超ド級のお嬢様だもんなあ……有象無象がうようよいる満員電車なんかに乗るわけないか。

「先輩は……痴漢したことあるんですか？」

「あるわけないだろ！　なんてこと訊きくんだよ、おまえは！」

「そうなんですか、先輩の手つき……いやらしいし、変に慣れてるから経験者なのかと」

「馬鹿を言うな、馬鹿を」

　満員電車に痴漢はつきものかもしれないが、たいていの男は痴漢なんてしない。

　むしろ、痴漢の存在を迷惑に思ってるケースが大半だろう。

「……そういえば先輩、映像配信で痴漢ものも観てましたよね。へんたーい」

「痴漢ものを観るから痴漢をしたいわけじゃないぞ。フィクションと現実は区別しろ」

　くそ、俺が登録してる動画配信サービスが玖条系列だったんだよな。

　痴漢ものを観たのはたまたま好きなＡＶ女優が出てたってだけで、別に普段から好んでたわけじゃないのに。

「へ、へぇ……じゃあ、現実の痴漢ってものを教えてくださいよ……あたし、世間知らずですからね」

「……趣旨が変わってきてないか？」

「痴漢というのは要するに性欲のカタマリみたいな人たちでしょう。犯罪性を抜きにすれば、今の先輩にも学ぶところがあるでしょ？　ほらほら、見せてみてください」

　ちゅっ、と凛々世は俺にキスしてから挑発してくる。

「それじゃあ──ほら、壁のほうを向いて立ってみろ」

　馬鹿馬鹿しいが、どうせベッドシーンの練習の練習なんて、エロいことをする口実でしかない。

「こ、こうですか……うっ、後ろに立たれると落ち着かないですね……」

「おまえがやれって言ったんだろ。ほ、ほら……」

「んっ……はっ、ああ……」

　俺は壁に手をついて立っている凛々世の後ろに立ち、ニットワンピの上から尻をさわさわと撫でる。

　自宅だけど、すげぇヤバいことをしてるようで後ろめたい。

　よかった、俺には痴漢になる度胸はなさそうだ。

「んんっ……て、手つきがいやらしすぎますよ、先輩……やっぱり経験あるんじゃ……」

「しつこいぞ。こんなこと、凛々世以外にできるか」

「ふ、ふーん……あたしだけですか……あっ、んんっ……こらぁ……そこまで……」

　俺はニットワンピの短い裾から手を潜り込ませて、直接尻を撫で始める。

　既にタイツを脱いであるので、下着と柔らかな尻の感触が直ちよくで伝わってくる。

「やっ、あっ……あんっ、こんな、いやらしく撫でたら……伊達マヤだって、すぐに……落ちちゃいそう……」

　凛々世は、尻を撫で回され、腰をくねらせてあえいでいる。

　あー、柔らかくて触り心ごこ地ちのいい尻だなあ。こいつ、絶対に電車には乗せられない。痴漢なんかにはこの尻に指一本触れさせたくないな。

「あっ、ああ……ああっ！　そ、そんなところまで……？」
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　片手で尻を撫で回しながら、今度は胸にも手を伸ばす。

　後ろから回した手で、ぐにぐにっと胸を揉もみまくる。おーっ、ニットはあまり分厚くないからか乳房の柔らかさがしっかり味わえる。

「んんん……せ、せんぱぁい……んむっ」

　凛々世が後ろを振り向いて、どちらからともなく唇を重ねる。

「んんっ……ち、痴漢はキスまではしませんよね……？」

「さすがにそんな大胆な痴漢はいねぇだろ」

　それこそＡＶでもなければあり得ない。キスなんかしたら、ソッコーでお縄だろう。

「はうっ、はうんっ……ん、ああああ……先輩、すごい……あっ、やりすぎ……！」

　俺は、ニットワンピの裾を大きくめくり上げ、尻から手を離して今度は前へと腕を伸ばした。

　遠慮せずにパンツの中に手を差し入れ、秘部をぐりぐりとなぞるようにする。

　既にその部分からは愛液がこぼれ出していて、パンツの前がぐっしょりと濡ぬれてしまっていた。

「うわっ、すげぇ……こんなに……」

「せ、先輩がえっちだからですよ。あたしがいやらしいんじゃないですからね……！」

　これだけ濡らしておいて、苦しい言い訳をするなあ、この後輩。

「凛々世の身体がエロいから、俺もやりすぎちゃうんだよ。玖条家の特殊な教育っていうのはおまえをエロく育てることも含まれてるのか？」

「そ、そんなわけないでしょう……はうっ、んんうっ……！」

　軽く入り口に指を潜もぐらせて、くにくにといじる。うわっ、指を少し入れただけでもメチャクチャ狭そうなのがわかる……！

「んんっ、あっ、そこは……ダメぇ……！　せ、先輩、調子に乗ってますね……もうっ、この痴漢っ……！」

「おまえがやれって言ったんじゃないか。ほら、こっち向いてくれ」

「痴漢とキスなんか……してあげませんよ」

　そう言いつつ、凛々世はこっちを向いてくれたので、俺はすかさず唇を重ねる。

　ちゅばちゅばと唇を味わい、舌を差し込んで口内をかき回す。あー、女の子の口の中ってなんでこんなに美味しいんだ……！

「はむっ、んっ……キスはダメって……あむっ、んっ、んんん……！　んっ、んん！」

　凛々世とディープなキスを交わしながら、そのたわわなおっぱいを乱暴に揉みしだき、パンツを少し下ろして秘部を指でいじり回す。

　痴漢と罵ののしられようと、これだけ楽しませてくれるならなんとでも言えって感じだ。

「はうっ……んむむ……はっ、ああっ、はあんっ、そんなに身体中、まさぐられたら……せ、せんぱぁいっ……あんっ、ダメぇ……！」

　ダメと言いつつ、凛々世は後ろから身体をいじられながら、俺の首に腕を回してしがみついてくる。

　腰をくねらせて、そのぷりんとした尻も俺の股間に押しつけられてる。

「はっ、あああ……あんっ……もう無理……せ、先輩……あああああっ！」

　凛々世は、びくびくっと身体を震わせてその場に座り込んでしまう。こちらを向いて壁に背中をつけてもたれかかる。

　ニットワンピの裾は乱れたままで、白いパンツは脱げかけていて、その秘部が見えそうだ。秘部からこぼれ出した愛液は、床を濡らしている。

「はあっ、あっ……せ、先輩……痴漢なんてしちゃダメですよ……？　先輩のラキスケなんて、痴漢と紙一重なんですし……」

「わかってるよ。だから電車じゃ気をつけてるし」

　痴漢とかラキスケの話とか、どうでもいい。それより──

「凛々世、いいか？　もうそれだけ濡れてるなら……」

「ダ、ダメです……」

「じゃあ、土下座──」

「ダメ！　ただ土下座すればいいってもんじゃないんです！　タイミングってものがあるんですよ！」

　凛々世は顔を真っ赤にして言い、首を振った。

　ちぇ、俺のラッキーエッチでもそう簡単にはヤらせてもらえないのか……玖条家令嬢のガードは固いな。

「その代わり……ス、スポンジで洗ってあげましょうか？」

「…………」

　前に凛々世と一緒に風呂に入って、88センチのお胸で洗ってもらったんだっけ。

　あれは気持ちよかったなあ……可愛い後輩のおっぱいで身体を洗ってもらうとか、これ以上の幸福があるかってレベルの話だ。

「ああ、それじゃあ……洗ってもらうか。凛々世のスポンジで……俺のを」

「先輩の……？　それって……あっ、ちょっと待ってください！　可愛い後輩の厚意につけ込んで、なにをさせようとしてますか！」

「そりゃ、パイズ──」

「具体的に言わなくていいです！　ああもうっ、恥ずかしいなあ！　うーっ！」

　凛々世は、耳まで真っ赤にして──ニットワンピを脱ぎ捨てた。

「ちょ、ちょっとだけですからね。動かないでくださいよ……？」

　凛々世は、まだ立ったままだった俺の前に座り直してから、ぱちんとホックを外してブラジャーを取り去った。

　もう何度か拝ませてもらった、後輩の生巨乳がぷるるんと現れる。おお、やっぱすげぇな、この大きさと形のよさ……乳首も可愛いピンクだし、たまらん。

「こ、こんなことしたことないから……気持ちよくなくても文句はナシですよ？」

　凛々世は、俺のズボンのファスナーを下ろして、モノを露出させる。もちろんそれは、充分すぎるほど硬くなってしまっている。

「うっ、元気ですね……ああ、もう……やだ……こんなん、あかん……」

　そう言いながらも、凛々世は胸で俺のモノを挟んで、ずりずりとこすり始める。

　おおっ、フェラチオは前にしてもらったけど、今度はパイズリか──すげぇ、胸の圧力と柔らかさがたまらない……！

　当然、凛々世はこんなことをするのは初めてなんだろう。慣れない手つきで、俺のモノを胸の間に挟み込み、ぎゅうぎゅうと絞り上げてくる。

「んっ……お、大きい……あたしの胸で暴れてる……ん、んん……ど、どうですか、先輩……き、気持ちいいですか……？」

　凛々世が胸でモノをこすりながら、上目遣いで見上げてくる。うわっ、エロい！

　ただパイズリされるだけじゃなくて、その潤んだ瞳で見られるのが最高にエロい！

「なにか頭の悪いことを考えてる顔ですね……んん、また硬くなってきて……ちょっと、やんっ、腰を動かさないで……んんっ」

　俺はさらにたまらなくなって、自分から腰を動かして凛々世の胸を必死にむさぼる。

　生おっぱいの圧力がたまらん……俺のモノを挟むためにここまで成長したんじゃないのか、この後輩巨乳は！

「あっ、こらっ……だからそんなに激しく……んっ、んん……んむっ、んんん……！」

　凛々世はずりずりと俺のモノをこすりつつ、先端をお口に含んでくれている。ただ胸でヤるだけじゃなくて、フェラまで同時とは！

　ぎゅっぎゅっとモノをこすられ、可愛い口で先端を吸われてさらに舌で舐められて──

「んんっ、んっ、んむむ……んっ、先輩、せんぱぁい……んっ、んむむ……！」

　ヤバい、こんなの長く耐えられるわけがない。

　ただでさえ、さっきの痴漢プレイで興奮が最高に高まってたっていうのに──その上、こんなでかいおっぱいで挟まれてしゃぶられたら！

「り、凛々世っ！」

「あっ、先輩の、びくびくしてるっ……あっ、ああっ、やぁんっ……！」

　俺は我慢できずに、柔らかおっぱいの間を突き上げ、口の中に深く突き入れたと同時に、一気に果ててしまう。

「んんっ、んーっ、んんーっ……！」

　凛々世は片目を閉じ、突き入れられたモノをくわえたまま、放たれた白濁液を口内で受け止めてくれている。射精の勢いが凄すぎるのか、ちょっと苦しそうで──

「お、おいっ、凛々世……」

　俺はとっさにモノを引き抜き──まだ放っている途中だった精液を、今度は凛々世の顔にぶっかけてしまう。

「きゃっ……せ、先輩っ……なにしてるんですか……へ、部屋を汚さないようにあたしが飲んであげようとしたのに……あ、熱いの、かかってる……！」

　しまった……口内射精した上に、顔がん射しやまでしちゃったよ。

　痴漢プレイに続いて、口に発射、さらに顔にぶっかけとか、もう本当にこれなんのＡＶなんだよ。

「変な匂い……先輩、人が優しくしてあげたら、好き放題やってくれましたね……」

「わ、悪い……」

　完全に、ベッドシーンの練習の練習なんてどっかにいっちゃってたな……ただ俺が凛々世とヤりたいことヤっただけだ……。

「それじゃあ、今度はベッドシーンの練習するか……」

「ま、まだヤりたいだけじゃないですか、先輩っ」

　俺は凛々世の身体を抱えて、ころんとベッドの上に横たわらせる。豊かな胸のふくらみがぷるんと上向きに揺れた。

「そ、その前に顔を拭かせてくださいよ……」

「いいけど……俺は気にしないぞ？」

　俺はティッシュを数枚取って、凛々世に渡した。

「あたしが気にするんです！　それに……どうせなら、綺麗な顔にキスしてほしいじゃないですか……」

　凛々世は、顔についた白濁液を拭き取ると、俺を睨んできた。

　どうやら、お嬢様は口づけをお望みらしい。

　俺はベッドに上がり、凛々世の上にのしかかるような体勢になる。

「ベッドシーンの練習の練習、でしたね……まずはキスからですよ？　先輩、優しく、優しく可愛がってください。ちゅーも優しくです。優しく、いっぱいキスしたら……あとは好きなように、激しくしていいですから……」

「……おっぱい揉みながらキスしていいか？」

「馬鹿なこと訊かないでください」

　むうっ、と子供みたいに頬ほおを膨らませて凛々世が怒る。

　馬鹿なことを言って、凛々世の可愛い怒り顔を見るのが目的だったからいいんだよ。

　本人には言わないけど。

　ベッドシーンの練習の練習──そんなこと、いつまで覚えてられるかな。

　俺は凛々世に優しく口づけしながら、肩を抱き、見慣れたベッドに可愛い後輩が寝ている幸福に浸り──

　今日の休日は、ひたすら彼女を抱き続けようと決めた。







　ちょっとばかり特殊な業務に携わっていようと、休みなんてめったにない。

　凛々世との休日の翌日も、当然のように仕事だった。

　連休？　社しや畜ちくには縁のない言葉ですね。

　今日も午前中から東とう京きようヴァルハラへ。

　通い慣れてきた収録スタジオに入り、おなじみのＷスタジオで仕事に励む。

「んっ、あっ、あっ、あああああああっ……！」

　どくん、と脈打つモノから精液が迸ほとばしる。

　俺の上にまたがり、騎乗位で腰を振っていたマヤの奥へと精液を注ぎ込んでいく。

　収録用のセット──ダブルベッドが置かれた寝室のセットの上で、マヤは淫らな声を上げ続けている。

「んっ、あっ……またいっぱい出てます……あっ、ああ……来ちゃいます……！」

　容赦なく、どくどくと精液をすべてマヤの中へと吐き出してしまう。

　もう何度もマヤに生で中出ししてるけど、この快感は痺しびれるほどよすぎる……！

「はああ……ああっ……全部……出してください……」

　マヤは、俺と繋つないだ両手に力を込めてつぶやいてから──

　ぽてっと俺の上に倒れ込んでくる。柔らかな乳房が俺の胸の上で潰れている。

　俺はマヤを抱き寄せてから、軽く口づけする。

「きょ、今日はこれで……三度目でしたね……す、凄すごかったです……いつもより激しすぎて、私……」

　マヤも俺に抱きついてきて、キスしてくる。マヤの顔もだいぶ見慣れたのに、未いまだに近くで見るとあまりに整った美貌にドキッとさせられてしまう。

　昨日も結局、凛々世と夜まで一日中イチャイチャして、手やフェラやパイズリで何発も出したというのに。

　あれから二十四時間も経たたずに、今度は美人女優に三発中出しとか、マジで俺は一生分の幸運を使い切ってないだろうか？

「マヤも……だいぶ慣れてきたんじゃないか？　さっきの、マヤも凄かったぞ」

「そ、そんな……私、まだまだですから……千耶さんに、もっと私の身体を好きにしてもらわないと……」

「えらいことを頼んでくるな……」

　言われるまでもなく、この美人すぎる女優の身体を好き放題にヤりまくってる。

　騎乗位なんて、実際のベッドシーンで演じることがあるだろうか？

　いくらマヤが裸も見せられるといっても、騎乗位で下から突かれまくってぶるんぶるんと胸を揺らしてる映像は映画館じゃ流せないような。

　まあ、それがわかっていても、俺の上で腰を振るマヤがエロすぎて目一杯楽しんじゃったけど……。

「もう初めてから……何十回もしてるのに、まだ私、演じ方が掴めていません……最初のときは、なにか見えそうだったのに……すみません、千耶さんがこれだけ協力してくださってるのに不ふ甲が斐いなくて……」

「……仕事だからな」

　美人女優とひたすらセックスする仕事とは如何いかに。

「初めてのときに撮っていただいた映像も何度も観ているんですが、それでも……」

「アレ、マジで観てるのか」

　実は今日も、ビデオカメラを三脚に固定して映してる。さすがに手に持ったままだと不便だからだ。

「はい、自分を客観的に観ることでわかることもありますから……」

「そ、そうかな」

　自分がセックスしてる映像を堂々と観られるのは凄いな。俺だったら、あまり観たくないなあ。自分の欲望とかモロに顔に出ていそうで。

「それくらいしないとダメなんです。演技ができなくなったら、私なんてなんの価値もありません……映画に出られなくなったら……どうしましょう？」

「どうしましょうって。いや、演技はできるだろ。俺とヤってるときを思い出せば、もうベッドシーンはできるんじゃないか？」

　ちょっと──いや、かなり惜しい気はするが、ベッドシーンの練習なんて終わりでいいような気もする。

　マヤは感じまくって声も上げて、最高に色っぽい反応を見せてる。

　映画ではもちろんガチでヤるわけじゃなくても、どう演じればいいか、マヤは既にその身体で学んでいるはずだ。

「いえ、まだなにも掴めてないんです……どう見せればいいのか、答えが出ていません。演技ができなくなったら……千耶さん、お願いしてもいいですか？」

「お、お願い……？」

「はい」

　マヤは俺にその豊かなおっぱいを押しつけながら、顔を近づけてくる。

「私、演技以外になにも知りませんから……役者をやめたら他になにもできません。その……エ、エッチの相手ならできそうですから、千耶さんにずっと可愛がってもらえれば、少しは私にも価値があるかも……」

「いやいやいや、待て待て待て、俺の愛人にでもなろうっていうのか!?」

　俺は独身だから、誰と付き合っても愛人にはならないが。

「……ダメですか？」

「ダメというか、俺が許しても許さない人たちが山ほどいるというか……」

「私のことですよ？　私のことは、私が決めます。誰が許すかなんて関係ありません……私の身体を千耶さんに使っていただくのに、誰の許可がいりますか……？」

　おとなしげな口調で男を挑発しすぎることを言わないでほしい……。

　身体を使うとか、言い回しがエロすぎるだろ。

　俺のアレがむくむくと回復しつつあるじゃないか。三発なんて最近じゃ少ないほうだけど、メチャクチャ濃厚な３ラウンドだったのになあ。

「……なんて話をいきなりされても、千耶さんもお困りですよね」

　マヤは困ったように笑うと、立ち上がった。

　その圧倒的なまでに美しすぎる裸身が、惜しげもなく晒さらされている。

　相変わらず、裸を見せることにためらいがないなあ……映画で多くの人が見たとはいえ、これだけ間近で何度も見たのは俺だけだよなあ。

「ちょっとシャワーを浴びてきます……」

　Ｗスタジオには、小さなシャワー室が併設されている。撮影では汚れることも多いので、収録スタジオにシャワーがあるのは当然らしい。Ｗスタジオは専用のシャワー室があり、俺かマヤしか使えないことになっている。

　マヤはダブルベッドを下りて、俺にお尻を見せながら寝室の奥へ向かう。

　つるんとした柔らかそうな尻に、またムラムラしてしまい──

「あっ……せ、千耶さん……」

　俺もベッドを下りて、マヤに後ろから抱きついてその尻を撫で回す。

「お、お尻……あんっ、ああ……お尻責めるの……じょ、上手ですね……」

「そうかな……」

　凛々世との痴漢プレイの賜たま物ものだろうか。

　俺はマヤの柔らかな尻を撫でながら、胸にも手を這はわせてぐにぐにと揉む。

　こんなにエロい身体をした美人女優を愛人にできるとか、ドリームがありすぎる。

　それでも──俺の仕事は、マヤに映画に出てもらい、最高の演技をしてもらうことだ。

「ちょ、ちょっと……シャワーの前に、ちょっとだけ、いいか……？」

「は、はい、どうぞ……私のここ、また使ってください……」

　マヤは、恥ずかしそうに言うと壁に手をついてその尻をこちらに向けてきた。つるんとしたお尻と、白濁液をまだわずかに垂れ流してる秘部が見えて──

　すぐにムラムラが頂点に達してしまう。

「んっ……！　んんんっ……！」

　立ったまま、寝室の隅すみでマヤを後ろから貫く。

「はっ、あっ、いきなり激しっ……あっ、あんっ、ああああああっ！」

　ぷるぷるした尻を掴んで、立ちバックでマヤの中を激しくむさぼる。

　まあ、こんなに好き放題にマヤの身体を味わっておいて、映画や演技のためとか言っても説得力はないだろうな。

　楽しんでるだけじゃ仕事にはならない──

　もう撮影も始まってしまう。マヤには、俺との二人の時間で得たものはあるのか。

　その答えは、この淫らな繋がりの果てにあるのかないのか──







　人間、どんな状況にも慣れてしまうもので。

　映画の収録スタジオなんて特殊なロケーションでも、いつしか〝日常〟の一部になる。

　日常になった結果──

「うおっ……寝てた」

　撮影用のダブルベッドの上で目を覚ます。

　反射的に腕時計に視線を向けると──時刻は夜の九時過ぎ。

　シャワー前に一回、さらにそのあとにも二回もヤってしまったんだったな。

　さすがに疲れたのか、終わってから眠ってしまったらしい。

　基本的に、俺とマヤ以外は出入りしないとはいえ、スタジオで寝てしまうとは。

　一応、マヤとのアレコレは仕事なのに緊張感ないな、俺。言ってみれば、職場での居眠りだよな。

　いかんいかん、職場で寝るくらいなら家に帰って寝る。それも凛々世に教えたことだったのに、自分が実践できないようでは先輩失格だ。

「ん……？」

　寝室のドアが薄く開いていて、隣の部屋から光が漏れてきている。

　隣は例のリビングだ。なにやら、音も聞こえてきているような。もしかして、マヤもまだいるのかな。

　もう夜なんだから、先に帰っていてもおかしくないんだが。

「…………」

　ベッドから下りて、身繕いしてからリビングに入る。そこには──やはり、マヤの姿があった。床にぺたんと座り込んでいる。

　いつもの黒いセーターだけ着て、スカートははいてない。セーターの裾からちらりと覗のぞいてるピンクのパンツにちょっとムラムラしてしまう。

　いやいや、今日はたっぷりヤりまくったんだから、ちょっと自重しよう。

「…………？」

　ていうか、なにをしてるんだ、マヤは？

　リビングにはＴＶが置かれてる。そのＴＶがついていて、マヤはなにかの番組を観ているようだ。いや、映画かな？

　部屋には灯あかりがついていない。ＴＶが発する光が、ぼんやりとマヤを照らしている。

　色っぽい格好なのに、クッションを抱きしめてるのがちょっと子供っぽくて微笑ほほえましい。

「このＴＶ、ネットにも繋がっていて動画配信サービスまで契約してました」

「……気づいてたのか」

　物音を立てないようにしてたのに、意外と鋭いな、マヤは。

　ただ、ＴＶのほうを向いていて、俺には背中を向けたままだ。

「撮影用のＴＶなんて、ネットにまで繋がなくてもいいんじゃないか？」

「〝マヤ〟は映画好きという設定なので、配信サービスにも加入してるだろうって。監督さんはそういうところを凝る方なんです」

「ふーん……凄いこだわりだな。昔の名監督は、開けもしないタンスの中に着物を入れて、読みもしない手紙の中身を書いておいたっていうけど」

「……よくご存じですね」

「芸術家肌ってやつか。はは、スタッフの戸惑いが目に見えるみたいだな」

　素人しろうとには無駄としか思えない手間も、クオリティのためには必要だってことだろう。

　まあ、こだわりもそこまでいくと、常人には理解不能だよな。俺、常人。

「それで、この映画ってなんだ？　なんでこんなの観てるんだ？」

「……千耶さんは先に帰っていただいて大丈夫ですよ。だいぶお疲れじゃないんですか、爆睡してましたよ」

「す、すみません。一人だけ寝ちゃってて……緊張感ないよな、俺」

「私は気にしません。これは──私が出てる映画です」

「うん？　あ、本当だ」

　ちょうど、マヤが画面に映った。大勢が集まってパーティをしているシーンで、マヤが演じる女の子は、手土産を持って途中参加してきたようだ。

　そういえば、マヤは一人で自分の作品を観るときは、クッションを抱いてるとか言ってたっけな。そのせいで、俺が初対面のときにおっぱいを触ってしまったわけだが。

　しかし──

　映画の中のマヤは、ずいぶん明るい役柄みたいで、普段の彼女からは想像もつかないハイテンションだ。めっちゃキャーキャーはしゃいでる。

「すげー別人感あるな……今さらだけど、プロの役者って凄いなあ」

「……これくらい、駆け出しの役者でもできますよ。特別なことなんてないです」

「こだわりが凄いのは、監督さんだけじゃないみたいだな」

　俺は苦笑して、マヤからちょっと離れたところに座り込む。隣に座るくらいは許されるだろうが、映画鑑賞の邪魔になりそうだしな。

「あ、この映画、俺も知ってる。割と最近公開されたヤツだよな」

「ええ、『波打ち際のアリス』が終わってから撮った作品の一つです」

「あー……」

　そういえば『波打ち際のアリス』の撮影が終わった直後に何本か撮ってるんだったな。

　俺には、これも『波打ち際のアリス』と大差のない名演技としか思えないなあ……。

　そりゃ、『波打ち際のアリス』のヌードシーンみたいな迫力はないけどさ。

　しかし、途中からだから話がよくわからんな……。

「マヤ、これってさ──ん？」

「…………」

「マヤ……？」

　えっ、ええええぇぇぇぇっ？

　ＴＶからの光が、マヤの横顔を暗闇の中に浮かび上がらせている。

　その横顔──マヤの大きな瞳から、ぽろりと涙がこぼれてる。

　いや、ぼろぼろと流れ続けて止まらない。マヤの白い頬が濡れ、床にまで何粒もの涙が落ちていく。

「こんなのは──私じゃない。なんですか、この演技は。上っ面だけの酷ひどい演技です……着物が入ってない、からっぽのタンスですね……」

「お、おい……」

　伊達マヤは『波打ち際のアリス』で燃え尽きた──話には聞いていても、実際に本人を見ても、いまいち理解できていなかった。

　この映画を観ても、マヤの演技が足りないとは思えない……が、誰よりもマヤ自身が理解できているのか。

　自分が燃え尽きていると、理解できてしまっているのか。

「ごめんなさい、こんなことで泣いて……面倒くさくて……芸能界に入って一度も、演技以外で人前で泣いたことなんて、なかった、のに……」

　マヤは画面を見つめながら、頬を手でぐいっとぬぐった。

「私、泣くなんて……千耶さん……ごめんなさい、ごめんなさい……」

「……いや」

　さんざん裸で触れ合ったというのに、今はマヤの肩に手を置くこともできない。

　今、マヤに触れたら壊れてしまいそうだから。

「あの伊達マヤの──嘘うそじゃない涙を見られるのは、俺だけなんだろ。むしろ、ラッキーなくらいだよ」

「……あは、ラッキーですか。千耶さんは、変なところでのんきですね」

　マヤは、くすっと笑う。これもまた演技ではないようだった。

「ふふ、演技でなら人前で裸だって見せられるのに、涙を見せるほうが特別だなんて。私もだいぶどうかしていますね。でも──」

「でも？」

「みっともなくて、恥ずかしいのに……ちょっと、すっきりしてます」

「……俺でいいなら、いくらでも泣き顔くらい見るさ」

　マヤは、ここでやっと画面から目を離して、こっちを見た。涙は止まっていたが、頬は濡れて光っている。

　演技ができないことは、マヤの人生を左右するほど深刻な事態だ。誰にも見せない涙を流してしまうくらい、耐えられないことなんだろう。

　それほどの重い話だっていうのに──俺は、マヤの泣き顔を見たのが自分だけ、彼女が泣くのは俺の前だけという事実に身体が震えてしまう。

「ありがとう、ございます……もうちょっとだけ……泣きそうです……」

「ああ……」

　マヤが、涙を流して少しでも気が晴れるなら。

　俺はただ、黙って見守るだけだ。女優の伊達マヤじゃない、演技をしてない、あるがままのマヤの涙を。

　映画の中では、マヤが明るく笑い、はしゃいでいる。

　演技じゃなくて、マヤの本物の笑顔もいつか見られたら──それは、高望みだろうか。







　スケジュールというやつは非情で、主演女優にも容赦してくれない。

　マヤがまだ立ち直っていなくても、物事は決められた予定どおりに進行する。

　玖条が出資する大作映画『私は愛など信じない』は、無事にクランク・インしたようだ。

　ようだ、というのは──俺は映画の撮影には立ち会っていないからだ。もちろん玖条から一言あれば、ほぼ無関係の俺でも立ち会いくらいは許可される。

　たぶん、エキストラでの参加もＯＫ、場合によってはチョイ役での参加も許されるかもしれない。玖条の権力、凄い。

　それらの特権を一切使わなかったのは──単純にマヤが俺の立ち会いを嫌がったからだ。

　俺の顔を見ると、エロいことを思い出して顔が赤くなるから、らしい。確かに、それじゃ役に入りにくいよな……。

　とにかく、映画の撮影は俺に関係ないところで進み始めた。

　例のベッドシーンの撮影は、撮影の序盤で行われるそうだ。

　ていうか──まさに今日、撮影されるらしい。

「大丈夫かな、マヤは……」

　出勤途中──ヴァルハラ内を歩きながら、つぶやく。

　昨日はまたアパートに帰ったので、外からの出勤──なんだが。

　ああ、落ち着かない。こんなにそわそわしながら出勤するのは、社会人一日目以来かもしれない。

「あっ……す、すみません」

　どん、と道の向こうから歩いてきた人とぶつかってしまう。

　黒髪のポニーテール、なぜか桜色の着物を着た女の子だった。

　うわ、可愛い……凛りんと引き締まった美貌で、着物姿なのにスタイルが際立って良いのがはっきりとわかる。

「いや、気にしないでくれ。それより──」

　ポニテ少女は、俺の前にすたすたと近づいてきて。

「ネクタイが緩んでる。社会人なんだろう、ネクタイくらいちゃんと締めないと」

「あっ……」

　ポニテ少女のほっそりした手で、ネクタイをきゅっと締められる。

　ふわっ、とほのかに甘い香りが彼女から漂ってきて──

「ま、こんなものか。私は慣れてないから、あとで自分で確かめてくれ」

「わ、悪い……いや、ありがとう」

「どういたしまして」

　少女は、ポニーテールをなびかせ、ぴんと背筋を伸ばして歩き去って行く。

　うーん、大人なのに格好悪い……あの子は、えらく落ち着きがあったなあ。

　しかし、通りすがりのサラリーマンのネクタイを直してくれるなんて。

　女子慣れしてない非モテ男だと、ソッコーで勘違いするだろうな。俺もワルキューレ計画が始まる前なら──って、いかん、いかん。

　せめてオフィスに着くまで、余計なことを考えないようにしよう。

　ホテル〝アインヘリヤル〟に着き、オフィスに入る。

「今日も凛々世はいないか。社長が多忙で、会社としてはけっこうなことだな」

　一方、俺は暇です。今日はこれといって、特にすることはない。

　こんな日に限って、ワルキューレや候補たちとの仕事もない。

　聖奈は地方でライブ、古詠はネットで公開した小説の書籍化に向けての作業が忙しくて、俺と会ってる暇はないらしい。

　ワルキューレ候補たちも基本的に才女なので、暇なわけがない。

　時間があるなら、次なるワルキューレ候補攻略に向けて作戦でも練ればいいんだろうが。

　残念ながら、相変わらず俺にはワルキューレ候補の情報は与えられていない。

　聖奈やマヤみたいに犬も歩けば的に遭遇するか、古詠の場合のように凛々世からの指示を受けて、初めて攻略クエストが始まるのだ。

　いや、そのことに不満はない。これまでの仕事だって、上から指示をもらってそれで動くことがほとんどだったし。凛々世に先輩風を吹かせてはいたけど、俺だって二年目の社員でしかなかった。

「俺なんて、しょせん指示待ち人間だなあ……」

　なにも考えないようにしながら、ネットを適当に見て、適当に昼飯を済ませて──

　腹がいっぱいになって、暇つぶしにも飽きて──

「ああ……いかん……」

　また、マヤのベッドシーンのことを考えてしまう。

　本当に今日、撮影するんだよな……。

　作中でも映画の前半で一つ目のベッドシーンがあり、それから終盤まで数回の濡れ場がある。

　映画の撮影は、だいたいの場合において、台本の順番どおりには行われない。

　準備期間やスタッフ、役者の都合、その他諸もろ々もろの事情で、順不同で撮っていくのが普通で、大作だろうとそこは変わりないそうだ。

　それでも、ベッドシーンの撮影が序盤に行われるのは──

　スタッフ的には一つ目が最重要なので、早めに撮って作品の雰囲気をスタッフと役者で共有しておきたいとか。

　ぶっちゃけ、一つ目のベッドシーンが上手くいかないと観客の感想も大きく変わる可能性がある。

　そこで観客に「あんまりたいしたことねーな」と思われてしまうと、そこから先の内容が頭に入ってこなくなるだろう。俺だってそんなもんだ。

　ツカミが大事、というのは俺みたいな素人にだってわかる。

　だから、もっとも大事なベッドシーンを早めに撮るという話も理解できる。

「でも、でもなあ……」

　こうして、手持ち無沙汰な状態は落ち着かない。まったく、落ち着かない。

　自分が関わったプロジェクト──マヤの撮影が俺のあずかり知らぬところで進んでいるというのが、どうにももどかしい。

　こっそりスタッフに化けて撮影現場に参加できないかなあ……？

　大作映画というなら、スタッフも何十人、場合によっては三桁なのかもしれない。

　俺一人が紛れ込んでも、マヤには気づかれないのでは……？

「いや、ダメだな。マヤにバレたらシャレにならん」

　そんなこと考えるまでもなく危険なのに、なにを言ってるんだ、俺は。

「まあ、そうだよな……」

　ヤバいことを考えてしまったのは、手持ち無沙汰だからじゃない──

　マヤがどこぞの男優とベッドシーンを演じてるのが気に入らないからだ。

「なんだ、それ……仕事だぞ、仕事。仕事相手がなにをしようが、嫉妬してどうする？」

　もちろん、マヤは俺が好きであんなことやこんなことをしたわけじゃない。

　ただ、撮影に必要だから。

　ベッドシーンの演じ方がわからないから、俺に身体を委ねたんだ。

　馬鹿げてはいるが、少なくともマヤのほうが本気だったのは確かだ。仕事でもなければ、俺みたいな冴さえないサラリーマンなんかに、あれほどの美人が身体を許してくれるわけがない。

「でも……ああっ、マジか……くそっ、なんだイライラする……！」

　今まさに、俺とマヤが何度も肌を重ねたＷスタジオで、マヤは他の男に抱かれている。

　実際に挿入まではやるわけないとはいえ、裸になって抱き合う──くらいは普通にやるだろう。

　あー、想像したくねぇ……！

　マヤは既に『波打ち際のアリス』で役者やスタッフの前で全裸を晒し、それが全国どころか全世界で観られる映像にもなっている。

　でも正直、今はその関係者たちの記憶も全世界で公開された映像も全部消去して回りたいくらいだ。

　独占欲……？

　本当に馬鹿馬鹿しいが、他に呼びようのない感情だった。

「ああ、そうか……」

　こんなことを思い始めたのは──マヤが、他の誰にも見せたことのない涙を俺の前で流したからだ。

　俺だけが、マヤの涙を知っている──

　その事実が、俺にこんな感情を持たせてしまったんだろう。

　そして──もっと、マヤを独占したくなってしまった。

　涙だけでなく、マヤのなにもかもを──

　マヤの、あの輝くような身体は俺だけのものにしたい。

　キスのときのくぐもった声、胸を揉まれて恥ずかしげに漏らす声、身体の中に入ってこられたときの空気を震わせる甘いあえぎ──どれもこれも、他の奴やつには見せたくないし、聞かせたくない。

　自己嫌悪だ……好き勝手にマヤの身体を楽しんでおいて、おまけに仕事の関係だってことを忘れて独占したいと思ってるなんて。

　しかも俺は、聖奈や古詠、優ゆう香かや栞しおり、それに攻略したワルキューレ候補たちとも同じようなことをたっぷりしていて。

　さらに、凛々世のことも──

　これだけ勝手なことをしているくせに、マヤには俺以外の男に肌を晒してほしくない？

　身勝手なんて言い方じゃぬるすぎる、これはもう刺されて死ねってレベル──

「あ、あの……そろそろ勘弁していただいていいですか……？」

「…………っ！」

　思わず、椅子から転げ落ちそうになった。

　凛々世が用意してくれた、俺の月収にも匹敵しそうな高級なオフィスチェアを壊してしまうところだった……危なかったぜ。

「マ、マヤ……？」

「こ、こんにちは、千耶さん……ご機嫌いかがでしょうか……」

　このズレた挨拶──まさしく、伊達マヤ以外の何者でもない。

　赤毛っぽい髪をニット帽で隠し、眼鏡をかけてマスクをつけ、黒いコートを着ている。

　ザ・芸能人の変装って感じだが、これくらいやらないとまともに外を歩けないだろう。

「……今日は変装してるんだな。最初に会った日は普通だったのに」

「ヴァルハラに入る前は、顔は隠してました……あのときは、暗い映画館なら大丈夫かと思って」

　マヤの知名度なら、ここみたいな高級ホテルでも顔がバレると騒ぎになるかも。いや、そんなことは別にいいか。

「訊きたいことはいろいろあるけど……〝勘弁してくれ〟ってなんだ……？」

「え、いえ……そ、その……え、映像を消去して回りたいとか……泣き顔とか……ど、独占欲とか肌を晒すのがどうとか……」

「……俺、声に出してた？」

「はい、ずっと……一人で言ってました……」

　マヤは眼鏡とマスクで顔を隠していてもわかるくらい、真っ赤になっている。

　今にも、ぷしゅーっと湯気が出てきそうだ。

　し、しまったー！　やっちまったー！

　たまにぶつぶつ言ってるのは意識してたけど、まさか全部声に出していたとは。

　その上、マヤに聞かれていたなんて……どこから聞いていたのか質問したいけど、怖くて質問できない弱気な俺。

　マヤが国民的な人気女優というポジションに似合わない、恥ずかしがりな性格だっていうのはもうわかってる。

　そのマヤが、俺程度の男にでも強烈な独占欲をこれでもかと見せられたら──そりゃ、恥ずかしいに決まってる。

　ドン引きされなかっただけ、まだマシだと思わないと。聖奈あたりだったらキモがられてるところだ。

「……ん？　あ、ちょっと待っててくれるか？」

「は、はい……」

　スマホが振動したので、デスクに置いていたそれを手に取った。

　発信者は──工く藤どう凛々世。凛々世の仕事用のスマホからの電話だ。

「はい、千耶だけど」

『あ、先輩。言わなくても用件はわかってますよね？』

「いきなり凄い切り出し方だな。もしかしなくても……マヤのことか？」

　俺は、ちらりとマヤのほうを見た。ようやく、眼鏡とマスクを外すことを思いついたらしく、それらをコートのポケットにしまっているところだった。

『ホテルから連絡が来て、伊達と名乗る女性があたしたちの部屋を訪ねてきてるっていうから、通すように言っておきました』

「ああ、もう来てるよ」

　もっと早く俺に連絡してくれれば、恥ずかしい独り言を聞かれずに済んだのに……。

『ちなみに、もう一つ連絡が来てます。「私は愛など信じない」のプロデューサーからで、伊達マヤが撮影をすっぽかしたと』

「…………それってまずいか？」

『まずいですね。重要なシーンで、お相手の大物俳優さんのスケジュールも狂わせたわけですから。監督だって役者だって、分刻みで動くような人たちですよ』

「……菓子折を持って謝りに行けばいいのかな。芸能界でも羊よう羹かんとかでいいんだろうか」

　俺のまだ二年に満たない社畜生活でも、残念なことに謝罪の機会には事欠かなかった。

　別に関係ない案件でも、なぜか謝罪に付き合わされたこともあるくらいだ。サラリーマンって悲しいね。

『若手女優なんて、簡単に干されかねない大アクシデントですよ、これ』

「わ、わかった。これからどこへ行けばいい？　任せろ、土下座なら何度か経験がある」

『その土下座は、あたし用に取っておいてください。先輩は──伊達マヤのほうをお願いします』

「お願いするって……」

　ちらりと見ると、マヤは座りもせずに所在なさげに立ち尽くしている。

　たぶん、こっちの電話の内容を察してるんだろう。俺のほうを不安そうに見てる。

『撮影現場は、なんとでもなります。大丈夫ですよ、いざというとき切り捨てるためだけに偉そうなポジションに就かせてる人たちがいますから』

「それは許してやって！　たぶんその人たちにも妻子とかいるから！」

『冗談ですよ。まあ、誰のクビも飛ばないようにできるだけ穏便に進めます。お相手の役者さんは割と話が通じる人らしいですから』

「そりゃーよかった……」

　別に面識のない人でも、自分に非がないことで路頭に迷うハメになっては気の毒だ。

『クライマックスですよ、先輩。さあ、鮮やかにラストシーンを決めてきてください』

「簡単に言うなよ……」

『あたしはいつでもそうですよ。あ、そういえばもしかして着物の──』

「ん？　なんだ？」

『いえ、先輩は伊達マヤに集中してください。じゃ、よろしくです』

　凛々世は軽く言ってから、電話を切った。

　着物がどうとか……そういや、朝ネクタイを直してくれた子がいたな。

　あれはまた、ワルキューレ計画の関係者だったりするんだろうか……？

　いや、そうだ、凛々世の言うとおり。今は、マヤのことに集中しないと。

　事情を整理しよう──本日は例のベッドシーンの撮影、マヤはまだどう演じればいいのか掴み切れてない、そして撮影のすっぽかし。

　うん、問題点はわかりやすい。

　わかりやすいが──問題の解決方法については、微み塵じんも見えてこない。

　鮮やかなラストシーン？　そんな映像は浮かんできませんよ、社長。

「あ、あの……千耶さん、すみません……マネージャーさんから千耶さんのオフィスは伺ってたんですが、自分でもここに来てしまうなんて……よくないとわかっていたんですけど、ただ他に行くところが……」

「ああ、説明は後回しにしよう」

　今、細々とした説明を受けても俺だって上手く咀そ嚼しやくできる自信はない。

　マヤのすっぽかしより、独り言を聞かれたダメージ、でかいです。

「そうだな、気分転換が必要だな」

「き、気分転換……ですか？」

「ああ。マヤ、どこか行きたいところはあるか？」







　社用車──なのか知らないが、凛々世はワルキューレ計画のために車も手配してくれている。

　以前に聖奈を乗せたこともあるＳＵＶ車だ。当然のように高級車なのでぶつけないように冷や汗をかくことを除けば、運転しやすくて乗り心ごこ地ちのいい車だ。

　ホテル〝アインヘリヤル〟の地下駐車場に駐とめてあったそのＳＵＶ車にマヤとともに乗り込み、ヴァルハラを出て、高速に入って運転すること二時間ほど──

　午後四時近くに、ＳＵＶ車は目当ての場所へと無事に到着した。

　ふー、ただでさえ気を遣う高級車なのに、今日は人気女優が同乗してたので余計に疲れた……。

　もし事故を起こしてマヤにケガでもさせようものなら、責任者じゃなくてもクビを切られかねない。

　聖奈を乗せたときはそんなことは考えなかったな。まあ、あいつは多少雑に扱ってもいい──なんて思ってないぞ、うん。

「……マヤ、ここでいいのか？」

「は、はい。ありがとうございます、わざわざこんな遠くまで──」

「ドライブはいい気分転換になるよ。それに景色も悪くないしな」

　車は適当な駐車場に置いて、そこから徒歩で数分。

　俺とマヤは、目の前に太平洋が広がる砂浜に来ていた。

　さすがに真冬なだけあって、海に来る物好きなんていないようだ。変わり者の人気女優と、怪しげな社畜を除けば。

　砂浜は怖いくらい綺麗で、ゴミ一つ落ちてない。

　あれ？　ここってなんか見たことあるような──？

　いや、綺麗ではあるけどどこにでもありそうな砂浜だし、既視感があってもおかしくないか。

「あの……説明は後回しってお話でしたけど、そろそろ話したほうがいいでしょうか？」

「撮影、すっぽかしたんだって？　さっき、玖条の上の人が慌ててたぞ」

　そんなに慌てた感じでもなかったが、凛々世の性格を説明するのも面倒だから、こう言っておこう。

「でしょうね……スマホはマネージャーさんからの着信がずらっと並んでます……怒られますね。怒られるだけじゃ済まないでしょうか」

「これで俺の愛人コース確定かな？　はは、誰もが知ってる美人女優を愛人にできるとか、男として鼻が高いな」

「……千耶さんもお困りなんですね？」

「俺が困るわけじゃないけどさ、まあ会社が困ってるかな」

　もしもマヤの映画がポシャっても、玖条が潰れるわけでもないだろう。

　ただ、凛々世は玖条のトップなんだからそれなりに困ったことになるんだよな。それは、俺としてもちょっと歓迎できないかも。

「でも、ダメだったんです。どうやって、撮影に臨めばいいのか……考えれば考えるほどわからなくなって……気がついたら、スタジオに向かう道を引き返してました……」

「やっぱり、俺もついていけばよかったかな。俺がいたところでなにも変わらなかっただろうけどさ」

「そんなことは……ないです。言っておきますが、私だって演技のためとはいえあんなことをして……な、なんとも思わないわけじゃないんですよ……？」

　海から吹いてきた風に、マヤの赤い髪がさらさらと揺れている。

　やっぱり女優だな、この人は。恥ずかしそうな顔をして立ってるだけなのに、画えになってる。

「千耶さんのおかげで、撮影に行こうって気になれたんです。まあ……結局、スタジオに入ってないんですけど……」

「…………」

　うーん、俺の恥ずかしい独り言を聞かれたことなんてどうでもいいな。

　マヤの問題を今ここで解決しないと、彼女は前に進めない。

　そうだ、ここで乗り越えなかったら──もうマヤは二度と壁を乗り越えられないような気さえする。

　凛々世がもう一度チャンスをつくってくれるとしても、マヤが再び撮影をすっぽかしてしまったら、女優生命はたぶん終わりだ。

　少なくとも、大作で主演するチャンスが回ってくるとは思えない。

　今時の芸能人は、一つの失敗で人生が台無しになることもあるみたいだし。

　それで、俺の愛人になるかどうかはともかく。

「……悪かったな。俺とのことなんて練習にもなんにもなってなかったんだな……」

「そ、そんなことはありません。千耶さんはできる限りのことをしてくれました……私が燃え尽きたまま動けなくなっただけなんです……」

　マヤは、ふらふらと海のほうへと歩いていく。

　波は穏やかで、静かに打ち寄せては引いている。

「どうして撮影をすっぽかしたのか……自分でもよくわからなかったんですけど、もしかすると……」

「もしかすると……？」

「自分の泣き顔を見せられたあなたに、会いたくなったのかもしれません」

「……マヤが泣いたとき、たまたま俺が近くにいただけだろ」

「言ったでしょう、芸能界に入って人前で泣いたことなんてないんですよ。ですが、泣きたくなったことは何度もありました。ずっと我慢してきたけど、あなたの前では……」

「…………」

　俺はなにもしてない──とは、とても言えない。

　マヤにとって大事なもの、初めてのものを俺がもらって、それから短くても濃密な時間を過ごしてきたんだからな。

「でも今日、千耶さんに会いに行って、よかった──って思います。さっきの千耶さんの言葉を聞いて、気づいたことがあるんです」

「え？　さっきの？」

　俺の恥ずかしすぎる独占欲丸出しの独り言のこと……だよな？

　マヤに感銘を与えるような台詞せりふは、一つたりともなかったと思うが。

「千耶さんは──私を求めてくれました。あんなにも求められてるなんて、全然知りませんでした……」

「そりゃあ……知られちゃダメだろ。だって、マヤにとっちゃ俺はベッドシーンの練習相手なんだから。あんなこと思われても迷惑なだけ……だよな」

「…………」

　マヤは、黙って首を振った。

「求められて──わかったことがあるんです」

「わかったこと──って、なにしてるんだ!?」

　マヤはいきなり、着ていたコートを脱いで砂浜に投げ捨てた。

　下に着ているのは、おなじみになった地味なセーターとロングスカート。

　マヤはそれもためらいなく脱ぎ捨てて──さらに可愛いピンクのブラジャーも外し、するりと同じ色のパンツまで脱いでしまう。

「なっ……！　お、おい、マヤ！」

　まったく止める暇もなく、マヤは一糸まとわぬオールヌードになっていた。いっそ気持ちいいくらいの、鮮やかな脱ぎっぷりだった。

　同じような景色を前にも見たような──って、そうだ、『波打ち際のアリス』だ！

　あの映画で、マヤは今と同じように海でいきなりヌードになったんだった。

　そうか、どこかで見た気がしたのは──ここは、あの映画を撮影した砂浜そのものだ。

　マヤが意味もなく、こんな遠く離れた海に行きたいなんて言うわけもない。

　映画と同じ砂浜で、伊達マヤがまぶしい素肌を晒してる。

　現実離れしているほどの美人女優の、一糸まとわぬ裸を目にした瞬間の興奮がよみがえってくる──

　──じゃない、興奮してどうするんだよ！

「服を着ろ、服を！　スタジオじゃないんだぞ、ここは！」

　周りをきょろきょろ見てしまう。幸い、まだ人っ子一人いやしない。

　でも、ここは誰でも出入りできる砂浜だ。いつ人が現れてもおかしくない。

　そこに、ここまでとんでもない美人が全裸でいたら──大騒ぎになること間違いなし。下手へたをすると通報される。つーか、なんらかの犯罪なんじゃねぇ？

　いやいや、そうじゃない。それこそ──

「……私の裸、他の人に見られたくないですか？」

「あー、そうだよ！　誰にも見せたくないに決まってるだろ！」

　こんな独占欲は身勝手で、恋人でもない俺にはそんなことを言う資格なんてない。

「そうです……それでわかったんです。私……」

　バシャバシャと音を立てて、マヤは海に脚を浸していく。

「おっ、おい！　だから、なにをしてるんだよ！」

　真冬の海だぞ、脚をつけるだけでも死ぬほど寒いはず。

「大丈夫ですよ、入じゆ水すいしようってわけじゃありません。どんなに演技ができなくても、死のうなんて思いませんよ」

「マヤの場合、なにをしでかすかわからないんだよ……」

　なにしろ、演技の練習のためとはいえ、出会ったばかりの俺に処女を捧ささげちゃうくらいだ。真冬の海に入るなんて、むしろマヤの行動としてはおとなしいほうだ。

　まったく、聖奈も古詠もメチャクチャだったけど、マヤはそれ以上だ──目を離せないほど危なっかしすぎる。

「あ、あなたの……その、私への気持ち……本当に嬉しいんです……だ、だって……あなたは初めて、役者の私じゃなくて、本当の私を見てくれていた、から……あ、あなたは演技の練習なんてどうでもよかったですよね……当たり前ですけど。演技じゃなくて、ただ私を求めてくれてた……」

「……仕事じゃなくて、おまえに寄ってきた男なんていくらでもいただろ」

　そいつらだって、俺がマヤにやってきたことが目的だったに違いない。

「そんな人たちのことはどうでもいいです。私は……子供の頃からお芝居をしてきて……ずっと、たくさんの人に演技を見せて、私の演技でなにかを感じてほしいと思ってきました……」

「役者なら当然じゃないか？」

　自己顕示欲とかそういうものかもしれないが、役者が自分の演技を見せつけたいと思うのは当たり前のことだろう。

「で、でも……この演技……『波打ち際のアリス』で私はすべてを見せたんです。ただの裸って意味じゃありません。私はただ服を脱いだだけじゃなくて……私の中も、全部全部見せたんです……」

「…………」

　言ってることが抽象的すぎて、俺にもマヤの意図がはっきり理解できたとは思えない。

　要するに──役者として見せられるものを、あの波打ち際のヌードシーンで出し切ってしまったってことだろうか？

　すべて出し切ったから、もう次の作品も、激しいベッドシーンもできないと──

「私、本当は……ベッドシーンの練習なんてどうでもいいと思ってたんです」

「えっ？」

「そんなもの練習してどうにかなるとも思えませんでしたし……全部を出し切って抜け殻になった私がどんなに……え、えっちな演技をしても……誰の心も動かせないと」

「…………」

　誰の心も動かせないってことはないだろう。

　ヌードの次は過激なベッドシーン──安直だが、多くの観客を興奮させるはず。

　俺だって、無関係だったとしても間違いなく観に行っただろう。

「役者の伊達マヤは──もう終わってたんです。あの『波打ち際のアリス』の波打ち際ですべてを見せたときに」

「ちょ、ちょっと待て。まさか、引退するとか言い出すんじゃないだろうな」

　どこかの口パクアイドルじゃないんだから、その展開はもう勘弁だぞ。

「そうじゃありません。ただ……私がなにを見せても、波打ち際でのあのシーンを超えることはないんです……もう自分がこれ以上昇っていけないとわかってるのに、劣化した自分を見せ続けることは……きっと辛つらいです。辛いだけです……」

「……マヤは、まだまだこれからだろ」

　あのとき、自分の映画を観ながらマヤは泣いていた。

　自分が劣化していくだけだと思い込んでいるのは事実なんだろうが──

　マヤの正確な年齢は、たぶん俺や凛々世よりも年下。

　役者としてのピークが過ぎて、あとは落ちるだけなんて思えない。演技って、年を経るごとに熟練していくもんじゃないのか？

「普通の役者さんならそうかもしれません。でも……伊達マヤはそうじゃないんです……もしかすると、波打ち際のシーンですべてを出し切るべきじゃなかったのかも。でも、私にはあそこで燃え尽きる以外に選択肢はありませんでした……」

「当たり前だろ。そんなところで手を抜くような役者なら──俺は、マヤと会ってない」

　ワルキューレ候補に選ばれるのは、才能を持つ者だけだ。

「ですから！　あなたに見てもらいたい！」

「…………っ!?」

　突然、マヤはあたりに響き渡るような声で言うと、ぱっと両手を広げた。

　輝くような裸身が──さらに強く輝きを放ち始めたように見えた。

「みんなに見てもらいたい役者の伊達マヤはもういません……でも、私はまだ演じることをやめたくない……だ、だから……だから！」

　マヤは波打ち際を離れて、こっちへ歩いてくる。大きな胸を揺らし、背筋をぴんと伸ばして確かな足取りで。

「私は、泣き顔をあなたに見られた──見られて、気づいたんです。今の私は、誰にも見せなかったものをあなたに見せたいんだって。涙だけじゃない、なにもかもを」

「な、なにもかも……？」

「私は──これから、あなたに見せていきます。私のすべてを。『波打ち際のアリス』でも見せなかったものを見せたあなたに──『波打ち際のアリス』のときにはなかったものを引っ張り出してくれたあなたに」

「全部見せようっていうのか？　マヤ、俺なんかにそこまでする必要は──」

「私が、見せたい。見せつけたいんです」

　マヤは、きっぱりと言い切った。

「あなたが私をメチャクチャに乱してくれて──あんなに乱れて淫らなものが私の中にあるなんて知りませんでした……それは、あなたが引っ張り出してくれたんです。燃え尽きたはずの私の中に、あったものを……」

「そ、それは……」

　そうなのかもしれない。ラッキースケベにラッキーエッチなんてアホらしい能力の賜物とはいえ──男女のことをなにも知らなかった伊達マヤの乱れた姿を見たのは俺だけなのだから。

「あなたが望んだように、私はこれからあなただけの伊達マヤです……い、いいでしょうか？　あなただけのものにしてほしいんです……」

「……俺だけの伊達マヤとして役者を続けていくってことなのか？」

「はい、みんなにすべてを見せようとしていた伊達マヤは、燃え尽きていなくなりましたから……それでも、私がカメラの前に立てるなら、スクリーンにもう一度現れることを許されるなら……あなたの伊達マヤとして、あなたに見てもらうためだけに演じます」

「それでいいのか……？」

「役者として生きるため、なにより──あ、あなたに見てもらいたいと思うからです。ああ、恥ずかしい……でも、どんなに恥ずかしくても、あなたに見てもらうためなら、私はまた舞台に立つことが……できるんだと思います」

「わ、わかった。わかったから……」

　俺のほうからもマヤの前に歩み寄って、まだ裸を晒しているその身体を抱きしめる。

　柔らかくて華きや奢しやなその身体は冷え切っていて──コート越しにも、その冷たさが伝わってくるほどだ。

「ああ……おまえ、身体冷えすぎ。役者に戻るなら、こんな格好でいちゃまずいだろ」

「私は生まれ変わったんです……だから、一度裸に戻らなきゃいけなかったんです……」

　マヤはぽつりと言って、俺に身体を寄せてくる。

　真冬の海で一糸まとわぬ姿になったのは、マヤにとっては大きな意味があったらしい。

　聖奈が俺の前で歌ったように、古詠が俺と栞の情事を見たように。

　ここで『波打ち際のアリス』のように、肌を晒すことがマヤには自分が生まれ変わるために必要な〝儀式〟だったんだろう。

「あなたが求めてくれたから、私は生まれ変わって──もう一度、自分を見せつけたいと思うことができました。観客やファンの人たちには申し訳ないですけど……私は、あなたにだけ私を見せたい。私の涙も身体も──全部、あなただけのもの」

「……じゃあ、俺はずっとマヤの演技を見続ける。さっきの独り言を聞かれたんだから今さら言い訳もできないが……おまえに、どっかの俳優とベッドシーンなんかしてほしくない。他の人たちに裸を見せてほしくない……けど、俺のために演じるなら俺はそれを見せてもらう。必ず、見るよ」

「はい……私はあなただけのものですけど、それは私が望んだこと。見てもらえるのなら、私はそれだけでいい……他になにも望みません」

「…………」

　マヤは、俺がワルキューレ計画の候補を相手になにをしているのか察しているのかもしれない。

　さっきの独り言でも、いろいろ言っただろうしな……。

　俺だって──凛々世やワルキューレや候補たちとの関係も続けていくんだ。

　だったら、俺は身勝手な独占欲でマヤを縛るべきじゃない。

　マヤが俺に見せるためだけに演じてくれるというなら、オールヌードだろうとベッドシーンだろうと許すしかない。

　許すとか許さないとかいう問題でもないが──

「私、みなさんに頭を下げて、映画に出させてもらってきます。しばらくは──会えなくなるかもしれません」

「……応援してる。困ったことがあったら、いつでも呼んでくれ」

「はい……そ、それと……」

「うん？」

「せ、千耶さんも困ったときは……わ、私を呼んでください。すぐには無理でも、必ず時間をつくって会いに行きますから」

「そ、そうさせてもらおうかな」

　めちゃくちゃ照れてるマヤの顔を見れば、どういう意味で言っているかくらいわかる。

　マヤは、俺が求めたら、忙しくても応じるとまで言ってくれてる……。

　ありがたいけど、申し訳ない……でも、ムラムラしたらマヤを呼び出してしまいそうなのが怖いな。自重だ、自重。自重しよう。

「も、もう一つだけ、いいですか？」

「一つでも、いくつでも聞くよ」

「一つでいいです。映画ができたら──私と一緒に観てもらえますか？」

「ああ、楽しみにしてる……」

「はい……」

　マヤはにっこり笑って──ああ、こんな満面の笑みを見たのは初めてかも。

　俺が独占するにはまぶしすぎる笑顔だけど──遠慮なく独り占めにさせてもらおう。

　彼女は笑って、俺の背中に腕を回してきた。

　波の音だけが聞こえる白い砂浜で、俺たちはそのまましばらく抱き合っていた。

　映画のように画になっているだろうか。

　女優のほうには文句のつけようがないだろうが、お相手は役者が足りないかな。

　これはたぶん、俺とマヤの一つの区切りでしかない。

　現実は、映画のようにラストシーンは決まってないのだから。







３　黒髪乱れて剣は舞う




　東とう京きようヴァルハラの客層は、ぶっちゃけて言えば〝オシャレな若い女の子たち〟だ。

　ほぼ男子禁制とはいえ、最大の目玉であるショッピングストリートには男が入ってもルール上の問題はないし（かなりの度胸が必要だが）、言うまでもなくご高齢の婦人や物心ついていない幼女の出入りももちろんＯＫだ。

　それでも、ヴァルハラのメインターゲットが若い女性であることに変わりはない。

　ヴァルハラがオープンしてから二年ほどが経たっているが、その間にショッピングストリートの店は三割ほどが入れ替わったらしい。

　お客さんの受けが悪い店はヴァルハラのほうから撤退を提案するそうだ。若者の流行は常に変化を続け、ヴァルハラに入るほどの高級店でも対応しきれないことがあるとか。

　ファッションに疎い俺には、理解できない世界だ。アパレル系とかの会社に入らなくてよかった。

　とにかく、ヴァルハラは常に変化──いや、進化を続けている。

　ただでさえ広大な敷地は現在も拡大中だ。正確には既に敷地として確保してあるものの、まだ建設中のエリアも存在するのだ。

　今でも俺なんか時々迷いそうになるのに、これ以上広くしてどうするんだろう？

　玖く条じようの欲望は底なしだな。そこまでして金を稼ぎたいのか？　まったく、金持ちほど金に対して貪欲なんだよな。

「……先輩、ぶつぶつなにを言ってるんです。もしかして、あたしの悪口ですか？」

「いや、玖条の悪口かな。会社の悪口を言うのはサラリーマンの常つねだろ」

「普通、社長の前では言いませんよ」

　ぶーっ、と凛り々り世せは唇を尖とがらせる。

「先輩は意地悪いですね。ふん、今日はせっかくの後輩モードなのに」

「そんな顔するな。せっかくの後輩モードが台無しになるぞ」

「台無しにさせてるのはどこの先輩ですかねえ……ま、新人社員らしく、愛想振りまいてニコニコしてますか」

　凛々世は、にこっと可愛かわいい笑みを浮かべる。役者顔負けの演技だった。

　俺たちは今日、ヴァルハラにある建設中の新エリアを訪れている。

　新エリアの呼称は〝四季の御ご所しよ〟。

　その名のとおり、和を基調としたエリアだ。

　木造の建物が、まっすぐ続く道の両側に並んでいる。

　真新しい建物もあれば、年季が入っていそうな建物も見える。わざと古い木材を使って建てているのか、そう見えるだけの新しい建材なのか。

「先輩も、今日は先輩モードで。きちんと視察しましょう」

「視察ねぇ……俺が見てもなにも判断できないぞ」

　今日は一応、四季の御所の視察という名目で来ている。

　凛々世の指示で自由自在にあちこち出向させられている俺は、この四季の御所建設を担当する〝タケミヤ興業〟という会社に所属することになった。

　言うまでもなく、タケミヤは玖条グループに属している。

　出向といっても上司への挨拶もなく、もちろん部下もいない。俺と──ついでに凛々世がそのタケミヤの開発部とやらの一員になったようだ。

　なんでまた、凛々世が久しぶりに俺の後輩の立場に戻ったのか知らないが──

　仕事だというならやるしかないのは、いつもどおり。

　俺は社長の凛々世からの指示を受けて、後輩の凛々世とともに四季の御所の視察に来たというわけだ。ああ、ややこしい！

「しかし、見事に和風一色だなあ」

　和服はもちろん、和風の小物から家具に至るまであらゆる商品を扱う店がずらりと並ぶらしい。

　商店がメインではあるが、和食のレストランや温泉旅館もあり、さらには武家だか公く家げだかのお屋敷や寺が京都から移築されてきて公開されるとか。

「……温泉旅館？　待て、ここって温泉なんか出るのか？」

「玖条ですから」

「全然答えになってねぇ……」

　東京都内でも温泉が出るところはあるけど、どこでも出るってもんでもないだろ。詐欺じゃないだろうな？

「先輩も、オープンしたら温泉入りますか？　視察って名目で無料ご招待しますよ？」

「南の島だけじゃなくて、温泉も招待か。凛々世は一緒に入ってくれるのか？」

「ああ、それは言うまでもないので言いませんでした。一泊二日、温泉旅館の旅、豪華な夕食、可愛い後輩付きのご招待です」

「至れり尽くせりだな」

「……ちょっと、先輩。あたしとお風呂入るのが当たり前になってません？　そんな大サービス、本当は絶対にあり得ないんですからね？」

「わかった、わかった、マジでありがたいよ。あ、タオルとか巻くのは禁止な」

「適当にあしらいながら、自分の欲望には忠実ですよね……」

「温泉と和食と凛々世のおっぱいかー、楽しみだな」

「その二つと並べないでくださいよ！」

　凛々世は、がーっと文句をつけてくる。

「落ち着け、落ち着け。そんなに騒いでると、後輩に見えないぞ」

　しかし、やり取りが先輩後輩の垣根を軽く越えるようになってきたな。

　凛々世が一緒に温泉に入ってくれるっていうのが冗談じゃないんだもんなあ。

　夢の一泊二日の温泉はともかく──四季の御所の建設は進行中だ。

　今年の桜の開花時期に合わせてオープンする予定らしい。当然、桜の木も大量に運び込まれてる。たぶん、桜の開花に合わせるんじゃなくて、オープン予定の日に桜をなんとかして咲かせるんだろう。玖条だから。

　今は、二月のなかば。

　桜の開花時期となると、もう一ヶ月ちょっとしかない。ほとんどの建物はできあがってるみたいだが、いくつかギリギリの物件もありそうだ。

「なあ、ヴァルハラに来る客層と和のエリアって、いまいち合わなくないか？」

「そんなことありませんよ。若くても和に興味がある人はたくさんいます」

「ま、ここに来る客はお金持ちのご令嬢が多そうだもんな……」

　俺の周囲にいた、中流階級の女子たちを基準に考えてはいけないのかもしれない。

「ところで先輩、あたしたちの服装、ここに合ってませんよ？」

「仕事なんだから、これでいいだろ」

　俺はいつもどおりの社しや畜ちく仕様のスーツ姿。

　凛々世も同じ、会社でおなじみだったピンク系のスーツだ。

「あたし、着物を着てくればよかったですね。先輩の紋付き袴はかまも用意できたのに」

「そんなもん着られるか。俺、着物なんて着たことないんじゃないかな」

　七五三とかは記憶にないし、成人式も大学の卒業式もスーツだったしな。

「周りに合わせる必要もないだろ？　客は入ってないんだし」

　御所のエリアは、まだ一般には開放されていない。俺たちはあくまでタケミヤの社員として入場を許可されているだけだ。

「普通のスーツじゃ雰囲気壊しちゃうじゃないですか。たまには着物も着てみたかったですしね。どうです、あたしの色っぽい着物姿、見たいですか？」

「そういうことを言うとセクハラになるから、やめとく」

「さっき、おっぱいとか言っといて!?　いいから、あたしの可愛さを讃たたえてください！」

「図ずう々ずうしい後輩だなあ」

　そりゃ、凛々世は文句のつけようのない美人だから、着物も似合うだろうが。

「だいたい着物なんて着るのが面倒だろ。そんなもの着てまで褒められたいのか」

「クールですね、先輩。ちぇっ、もうちょっとあたしにオロオロあたふたしてほしいのに。でもあたしは着物なんて着慣れてますからね。自分で着付けもできますよ」

「へぇ、さすがお嬢様だな」

「子供の頃は着物のほうが多いくらいでしたから。普通に着られるようになりましたよ」

「ふうん……」

　俺は未いまだに凛々世の過去を知らない。しれっと後輩ヅラしてうちの会社に入ってくる以前、こいつがどこでなにをしていたのか。

　たまにネイティブっぽい関西弁が出るところを見ると、あっちの育ちなんだろう。

　学校にも通わずに、玖条家で特別な教育を受けていたらしいが……。

「御所は着物でいらっしゃるお客さんも多いと思うんですよ。呉服店もありますし。着物で歩いてみるのもいい視察になると思いますよ」

「ま、おまえはマジで視察する必要もあるもんな」

　なにしろ、このヴァルハラを運営する玖条の社長様。適当な肩書きを与えられて、適当な仕事を与えられてる俺とは立場が違う。

「先輩は視察なんかどうでもいいですもんね。あっ、あそこを見てください」

「ん……？」

　商店が並ぶ大通りが途切れて、広場のようになった場所に出た。

　そこには朱色に塗られた、神社に似た木造の建物があった。

「えーと、舞まい殿どのとかいうんだっけ」

　鎌倉のでかい神社なんかで見たことのある、舞を披露する建物に似ている。

「まさか、神社も移築してきたのか？」

「それらしく見える建物を新築したんですよ。こういうの、外国の観光客に受けがよさそうじゃないですか。海外セレブの来客も見込んでますから」

「ふーん……そんな商売っ気け全開で神社っぽいもんつくって罰が当たらないかな」

「玖条は、むしろ不心得者に罰を与える側ですよ」

「何様なんだよ、おまえの一族は」

　マジで昔はやんごとなき方々だったんだろうけどな。

「要するに、イベントステージですよ。伝統芸能の継承者たちをお呼びして、舞い踊ったりしてもらう予定です。入場料も見物料もタダにして客寄せに使います」

「客寄せって……見世物で客を集めてここらの店に金を落としてもらったほうが効率がいいってわけか。本気で罰当たるぞ、おまえ」

「それが商売ですよ、先輩。そうして玖条は頂点にまで昇り詰めたわけです。この世をばわが世とぞ思ふ望月の……ってやつです」

「どこの道みち長ながさんだよ、おまえは。いつの間に玖条は世界征服に成功したんだ……」

　玖条グループが世界でも指折りの規模なのは確かだが。

「俺も世界征服に協力させられてるんじゃねぇだろうな。だいたい──あれ、誰かいるな。なにしてるんだ？」

　ふと、舞殿に人がいることに気づいた。

　まだ若い女の子だった──聖せい奈なや古こ詠よみとあまり変わらない年頃だろうか。

　真っ黒な長い髪をポニーテールにして、あざやかな桜色の着物を身につけている。

　整った顔はきりりと引き締まり、瞳は強い意志を感じさせる。

　着物の上からでもわかるほど身体からだがすらりと細く、それでいてその立ち姿を見ているだけで全身を鍛え上げていると伝わってくる──

　明らかに尋常ではない気配を漂わせた美少女だった。

「あれ、どこかで見たような……？」

　いや、ちょっと待て。それどころじゃない。

「お、おい……凛々世、あの子、刀持ってないか？」

「刀ですね。二尺四寸、菊きく一いち文もん字じ則のり宗むねというやつです。お値段がつけられないほどの古刀にして名刀ですよ」

「いや、刀の銘めいを訊きいてるんじゃなくて！　あんなもん、堂々と持ってていいのか!?」

「先輩、意外と常識を知らないですね。真剣を持つのってそんなに難しくないですよ」

「えぇー、許可があっても人前で構えてていいのか……？」

　そう、舞殿に立っている少女は腰に差した刀の柄つかを握って腰を落としている。

　今にも抜きそうな構えだ──その少女の前には、縄を巻かれた太い木の棒が立っている。

「はっ！」

　少女は鋭く気合いの声を上げると、抜く手も見せずに刀を抜き──次の瞬間には閃せん光こうのように刃やいばが走り、見事に木の棒が切断される。

　切断された棒が床に落ちたときには、彼女は既に刀を鞘さやに収めていた。

「お、おいおい……普通、あんなもん斬れないだろ？」

　漫画とかではよくあるけど、大根切るのとはわけが違うぞ。

　俺があの木の棒をノコギリで切ろうとしたら十分や二十分は余裕でかかりそうだ。それを一振りであっさり切断するとは──

「先輩は、果たして彼女を倒せるんでしょうか……？」

「今度はバトル展開なのか!?」

　言っておくが、俺はラキスケのみの男で戦闘能力は皆無だぞ。

「冗談ですよ。先輩が戦ってたら、傍はた目めには変質者が女の子を襲ってるだけですからね」

「おまえ、なんつーことを！」

　頼むから、それも冗談だと言ってくれ！

「そこの二人、うるさ──姉ねえ様さま!?」

「ごきげんよう」

　居合で太い木の棒を一刀両断にした少女が、舞殿の上からこちらを睨にらみつけていた。その少女に凛々世がおしとやかに挨拶をしている。

「久しぶりですね──都と萌もえ」

「姉様、凛々世姉様……！」

　都萌と呼ばれた少女が、引き締まった美貌にわずかに驚きの表情を浮かべた。

「先輩、あの子は──武たけ宮みや都萌です」

「武宮都萌……タケミヤ？」

　顔を寄せてささやいてきた凛々世に、俺は聞き返す。

　この四季の御所を開発しているのは玖条グループの会社、タケミヤだったよな。

　俺たちを見下ろしているあの美少女剣士は、その会社と無関係じゃないんだろう。

「ええ、武宮は玖条家に仕える武門の家柄で、都萌はその直系の後継者です」

「武門ねぇ……」

　また厳いかめしいというか、古めかしいというか……。

「そして、あの子もまたワルキューレ候補です。百人いるワルキューレ候補の中でも、たった一人の志願者なんです」

「し、志願者……？　ワルキューレ計画の内容をわかってて志願したのか？」

「当然ですよ。彼女は玖条の中枢に限りなく近い位置にいますから」

　マジか……玖条の当主に仕える身分っていうのは魅力的かもしれないが──ワルキューレ計画は相当にイカレたプロジェクトだぞ？

「姉様！　待ってたぞ、あなたが来るのを！　その男が──例の男だな！」

　都萌という少女は、舞殿の周りを囲っている手すりのそばまで来て、凛りんと響く声で言った。鋭い美貌を持つ彼女にぴったりの、芯の感じられる声だった。

「ん……？　あなた、確かこの前のだらしない服装の人じゃないか？」

「あー、そうか。どこかで見たことがあると思ったら」

「なんです、その〝登校途中にぶつかった女の子が転校生でした〟みたいなやり取りは」

「……いいたとえだけど、おまえ変なこと知ってるな」

　凛々世は、俺と都萌が既に知り合ってたことがご不満らしい。

　というより、凛々世は自分に関わりのないところで俺が女の子と知り合うと、たちまちご機嫌が悪化する。

「いや、本当にたまたま道でぶつかっただけだぞ」

「……やっぱり接触してましたか」

「ん？　俺とあの子が会ったこと、凛々世も知ってたのか？」

「いえ、なんでもありません。先輩が歩けば女の子に当たるってことをあらためて思い知りましたよ」

　そういや、俺とあの都萌って子が会ったこと、凛々世も知ってる風だったな。

　ヴァルハラで起きたことは、細かいことまで玖条の当主に報告が行ってるのか……？

「ああ、それより……待ってたとか言ってるぞ。あの子、俺のことも知ってるのか」

「ええ、都萌は武宮ですから」

　凛々世はつまらなそうに言って、肩をすくめる。

「先輩が知ってることは、あの子も知ってます。これまでの候補とは違いますよ」

　凛々世は、都萌のほうを向いてにっこりと笑いながら言った。

「先輩、気をつけてくださいね──」

「気をつけるって……なにに？」

　確かに、平凡な一般市民である俺は、武器を持ってる人にはあまり近づきたくないが。

「彼女は唯一のワルキューレ候補への志願者──同時に、決して攻略してはいけない候補なんです」

「攻略してはいけない……？」

　凛々世に仕える、たった九人の女性を選び出すワルキューレ計画。

　ワルキューレにふさわしい女性かどうかを見定めるために、攻略は必須──だったはずだよな？

　候補者を攻略しちゃいけない？

　これは、ここまでの面倒くさい女の子たちの攻略とは別次元の難題が発生したようだ。







　伊達だてマヤが撮影をすっぽかした日から数日が過ぎた。

　マヤは現場に復帰し、撮影は順調に進んでいると聞く。

　彼女のすっぽかしはもちろん問題になったそうだが、玖条の仲裁もあってひとまず穏便にケリがついたらしい。

　どんなときも、財布を握ってる人間が強いのは当たり前だな、うん。

　しかし、ここで予想外のことが起きた。

　ベッドシーンは──結局、乱れてあえぐマヤをイメージ的に撮影して、男優との絡みはないらしい。

　なんじゃそら！

　俺とマヤの練習はいったいなんだったんだ！

　お相手の男優が本格的な絡みを拒否したのが理由らしい。男優にはアイドル的な人気もあるために、過激すぎるベッドシーンは好ましくないとか。

　撮影スタッフからは不満が出たらしいが、監督は男との絡み無しでどれだけマヤを色っぽく演出できるかという難題に燃えているそうだ。

　どちらにせよ、マヤの裸はまた銀幕に堂々と映し出されるわけだが──それは我慢しよう。ああ、辛つらいけど……！

　映画撮影が順調に動き出し、俺からの報告もすべて凛々世に上げて──伊達マヤは正式なワルキューレに選ばれた。

　元々、現在一番人気の女優で、今後もその人気が維持される可能性は高い。ワルキューレに選ばれるのも当然だ。

　これで、ワルキューレは聖奈と古詠に続いて三人目──

　二十一人を攻略して三人だから、ペースとしては悪くない。最悪、百人目まで攻略する可能性があることに変わりはないが。

　百人を攻略する──つまり、百人の美女と身体を重ねるのも楽しそうではあるが、欲望に身を任せるには道のりがキツすぎる。

　俺は別に性欲のかたまりってわけじゃないんだ。説得力はなさそうだけど。

　欲望の話はともかく、マヤの攻略は一段落。

　海辺でマヤが言ってたように、彼女はしばらく撮影に集中するので、しばらく会うこと自体が難しい。

　他のワルキューレや候補たちと同じように、これからもマヤとの関係は続いていくんだろうが、残念ながら休む暇もなく〝次〟に行かなければ。

　たまに忘れそうになるとはいえ、ワルキューレ攻略も仕事だ。暇なときがあっても、上司は簡単には休ませてくれない。

　そんなわけで、社畜には仕事を断る権利などなく、新たなる候補との出会いが待っていた。知らぬ間に会ってたわけだが。

　タケミヤ興業への出向と、四季の御所の視察──そこで待っていた少女、武宮都萌。

「我が武宮は、玖条に従う武門の家。私は、その武宮を継ぐ身だ。つまり、玖条の当主である姉様に生涯をかけてお仕えすることになる」

　きりりと眉を引き締めて、都萌はそう言った。

　四季の御所にある、京都から移築されてきたというお屋敷の一室。

　そこで、俺は凛々世とともに都萌と対面していた。

　軽く二十畳以上はある和室で、当然のように凛々世が上座。俺と都萌は、その凛々世の前で向き合っている。

　なんだろう、この時代劇のお殿様と家来みたいなポジション……。

　立派な和室にいるというだけで落ち着かないのに、この状況は居い心ごこ地ちが悪い。めったにしない正座もキツいし。

　凛々世は後輩モードなので一度は上座を遠慮したのだが、都萌が玖条の当主を下座に座らせるわけにはいかないと一歩も引かなかったのだ。

　どうやら、都萌は融通の利かないタイプらしい。

「武宮……あんまり聞いたことがないな。有名な家なのか？」

「玖条には世間に公開されていない情報が多い。武宮は玖条の中枢に近いために、我が家のことも一般人にはあまり知られていないんだ」

「なるほどな……」

　俺は凛々世の父親、玖条の前当主のことも知らなかった。俺が無知なわけじゃなくて、ほとんどの一般人は玖条を知っていても、内情はまったく知らない。

「武宮が玖条に仕えてるといっても、立場は逆だったこともありましたけどね」

「逆？　玖条が武宮に仕えてたってことか？」

　相変わらず後輩モードでニコニコしている凛々世に質問する。

「武宮は武士の一族で、平安の末期には武宮家が玖条の当主を幽閉してその権力を奪ったこともあったそうですよ」

「そ、それは……何百年も前の話だぞ、姉様！」

「玖条は都みやこの貴族、武宮は武士の台頭とともに一気にのし上がって軍事貴族と化した一族、両家ともに時代の波に翻弄されたわけですね」

「スケールのでかい話だな……」

　源平合戦とか初の武家政権とか、歴史の教科書に載っていそうな話が出てきたぞ。

　先祖代々、立派に庶民として生きてきた千せん耶や家の男には理解が及ばない……。

「その後は玖条と武宮は抜きつ抜かれつの関係でした。表向きは玖条が主、武宮が従ということになっていましたが、実態は逆──ということも何度もあったそうですよ」

「その辺の話、古詠に教えたらどうだ。面白い小説、書くんじゃないか？　マヤ主演で映画にしてもよさそうだ」

「主題歌は〝アウローラ〟ですかね。ま、百五十年ほど前からは玖条が名実ともに主となってるって感じですね」

「百五十年、武宮は玖条への忠誠を忘れたことはない。もちろん、私も武宮の次期当主として、先代の玖条──若隠居の跡を継がれた姉様にお仕えしていく」

　都萌はあくまで堅い口調で、どうにも聞いてるこっちが息苦しくなる……。

　忠誠とか若隠居とか、フツーの現代青年には重々しい言葉が次々に出てくるしな。

「つーか、〝姉様〟っていうのは？　血の繋つながりもあるのか？」

「血の繋がりはなくもないですが、それより武宮の後継者は玖条の家で育つのが慣例になってるんですよ。ですから、あたしも都萌を小さい頃から知ってます」

「玖条の家で……？　それって体ていのいい人質なんじゃ……？」

　おまえんトコの子供は預かってるから、玖条に逆らうんじゃねぇよ的な。

「あら先輩、意外と鋭い。ああ、いえいえ、昔はそうでしたけど、今はまさか。たとえ武宮が玖条に反旗を翻ひるがえしても、子供をハリツケにするわけにもいきませんからねえ」

「ハリツケって！　発想が怖い！」

「いいや、私が二に心しんを抱くことがあれば、ハリツケだろうが打ち首獄門だろうが好きに成敗してもらってけっこう！　凛々世姉様には、こうして直接お話をさせてもらってるだけでも身に余る光栄なんだ」

「あはは、都萌は相変わらずガチガチに堅いですねえ。あなたももうお年頃なんだから、口調なんてもっと砕けててもいいんですよ」

「……姉様はずいぶん砕けたな。私にも敬語は使うなと言うから、こうして話させてもらっているが」

「あたしも社会に出て、玖条の古い家風を外に持ち出したら浮いてしまうって理解できましたから。あと、小さい頃から知ってるあなたに敬語を使われると、ムズムズするんですよ。私は誰にでも敬語じゃないと落ち着かないだけですから」

「…………」

　凛々世と都萌──ずいぶん昔からの知り合いみたいで、互いにいろいろと過去も知っていそうだ。

　年齢は凛々世のほうが少し上だろうが、それほど大きく離れてないだろうし。

「そういうわけで──千耶さんと言ったか。姉様にお仕えすることが私のお役目。ワルキューレ計画への参加は当然のことだ」

「……君、ワルキューレ計画のこと、ちゃんとわかってるのか？」

「むろん」

　都萌は迷いなく頷うなずいた。

「私は姉様に隠すことはなにもない。だが、私が隠し事をしていないという保証はどこにもないのだから、好きに調査してもらってけっこう。千耶さん、あなたのことも知ってる。計画での功績についても」

「そ、そうなのか……」

　ヤバい、つまりワルキューレ候補たちとセックスしまくってるってこともバレバレなんじゃないか。

　この子、自分も俺と同じことをするってわかってるのか……？

「ということらしいですよ、先輩。次はこの武宮都萌をお願いしますね。本人の前でこんな話をしないほうがいいでしょうが、都萌の場合は他の候補と立場が違うので」

「おまえ、またさらっと無む茶ちやぶりを……」

「ああ、あたしと先輩は御所の開発計画を手伝いますが、特に先輩にはオープニングイベントのほうをお願いします」

「オープニングイベント？　なにをするんだ？」

「剣けん舞ぶだ」

　都萌が、右脇に置いていた日本刀を手に取って目の前に掲げた。

　刀を右側に置くのは敵意のないことを示す作法──と、なにかの時代劇で見たっけ。

「武宮に代々伝わってきた剣舞だ。私も幼い頃から学んできた」

　剣舞──っていうのは、その名のとおり、剣を持って舞い踊るってやつだよな。

「だが、ただの剣舞では地味だからな、アレンジして若い女性や外国人にもわかりやすく派手に舞う予定だ。さっきの居合いは見ただろう？」

「ああ、ずいぶん鮮やかだったな。ちょっとビビった」

「そうだろう、あれは正確には剣舞ではないが、最初に披露すれば客の興味も引けるはず。一応、剣舞はオープニングイベントの目玉ということになってる」

「四季の御所プロジェクトはタケミヤの管轄ですからね。武宮の後継者が中心になるのは当然でしょう。先輩、都萌、任せましたよ」

「俺、イベントの仕切りなんてやったことないんだが……そんな重要なトコに俺を配置して大丈夫なのか？」

　自分で言ってて情けないけど、事実だからしょうがない。

「大丈夫、大丈夫、先輩は都萌と行動を共にしてくれたらいいんです。あたしもできるだけ手伝いますから。オープニングイベントも内容は詰め終わってますし、あとは都萌が完璧でウケのいい剣舞を演じてくれればオールＯＫですよっ」

「任せてくれ、姉様。決して玖条の名に泥を塗るようなことはしない」

「…………」

　大丈夫かなあ、このお堅い都萌と俺、上手うまくやっていけるだろうか。

　それになにより──〝攻略してはいけない相手〟っていうのが引っかかる。

「では、本格的なお仕事は明日からということで。先輩、お暇いとましましょう」

「あ、ああ」

　今日の凛々世は後輩モードだったはずが、結局仕切られてるな。まあ、今回はいつも以上に不明な点が多すぎる仕事だから、素す直なおに凛々世を頼ったほうがよさそうだ。

「それじゃ、俺もこれで──ぐっ!?」

　立ち上がろうとして、俺はいきなりよろめいてしまう。

　慣れない正座で脚がすっかり痺しびれていたらしい。さっさと引き上げようと勢いをつけたせいで、体勢を立て直すこともできず──

「うわっ！」

「なっ……!?」

　俺が思わず声を上げたのと同時に、都萌からも驚きの声が聞こえた。

　ふらふらとよろめいた俺は、こちらも立ち上がろうとしていた都萌にしがみついてしまい──

「…………っ！」

　どっ、と鈍い音とともに──勢いのままに都萌を畳の上に押し倒した。

　しかも──

「んんっ……!?」

　押し倒した都萌と、上手いこと唇が重なってしまい──おまけに、俺の手は都萌の胸を思いっきり揉もんでいた。

　少し冷たい唇はふわっと柔らかくて、着物越しの胸はそれ以上の柔らかさと圧倒的なボリュームが感じられた。

　うお、これはでかい……聖奈以上、マヤ未満ってところか。どっちにしろかなりの巨乳と見た……！

「さすが先輩、見事なラキスケのお手前ですね……」

　あっ、呆あきれきった後輩の声が聞こえてくる。

　俺はまだ都萌とキスして、胸を揉んだまま動けない。

　学生時代からずっと続いてきた俺のラッキースケベは未だ健在。相手が物騒な美少女剣士だろうと容赦なく発動してくれるようだ。

「うっ、うっ、うわあああああっ！」

「うおっ」

　都萌は突然、するりと俺の下からすり抜けると──悲鳴を上げて、部屋から飛び出していった。

「……殴られるかと思った」

「そりゃ、暴力系ヒロインは流行はやりじゃないやん？」
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「おまえ、なにをのんきなことを。謝る暇もなかったな……」

　これまでのワルキューレ候補と同じく、都萌も男には慣れていないらしい……。

　俺だって別に女の子に慣れてるわけじゃないんだが。

「さっそく、都萌の唇とおっぱいを堪能ですか。さすがですね、先輩。でも、わかってますか？」

「わ、わかってるって。攻略しちゃいけないんだろ」

　凛々世が、じとーっと半目を向けてきている。

　そうだよな、さっき釘くぎを刺されたところなのに、いきなりラキスケ発動とは。

　武宮都萌のクエストは、今までとは別の意味で苦労が多くなりそうだ。







　ホテル〝アインヘリヤル〟には最上階のＶＩＰ専用のエレベーターが存在する。

　最上階の利用客以外には存在すら知られないように隠されている。最上階以外の利用客だって、充分に金や名誉を持った客たちばかりだというのに。

　俺と凛々世は、四季の御所から戻り、その専用エレベーターに乗り込んだ。

「んっ、んむむ……んっ、んんっ……ちゅっ……んん……せんぱい……」

　乗り込んだと同時に、どちらからともなく唇を重ね合う。

「ま、まったく……攻略しちゃいけないって言ってるのにいきなりキスなんて……言いつけを破るイケナイ唇はこれですか？」

「うっ……」

　凛々世はキスしながら、はむっと唇を甘あま噛がみしてくる。

「わ、悪かったって……」

「んっ、キスしてごまかそうったって……んっ、んむむ……んっ、舌ぁ……んっ」

　凛々世は文句を言いつつも、俺の唇は拒まない。それどころか、彼女のほうから唇を求めてきて、舌を絡めてくる。

　俺はそのキスに応えながら、スーツの上から凛々世の胸を揉みまくる。

　スーツ越しの愛あい撫ぶはもどかしいが、新鮮さがなくもない。激しく胸を揉みながら、凛々世の舌をちゅうちゅうと音を立てて吸う。

「んちゅっ、んむむ……んっ、ちゅっ、んん……あんっ、おっぱい触っていいなんて言ってない……あんっ、もうっ……」

　エレベーターのわずかな作動音に、凛々世のあえぎがまじる。

「さっそく都萌の胸を楽しんだ手で、すぐにあたしのおっぱいまで揉むとか、先輩は図々しいですよね……あっ、あんっ……」

　口では文句ばかり言いながらも、凛々世は快感の声を上げ続けている。

　俺たちは唇をいやらしく重ね続け、エレベーターが到着して──仕方なく唇を離した。

「せっ、先輩……も、もう……んっ、こらぁ……！」

　凛々世と並んで司令室がある部屋へと廊下を歩きながら、スカートの上から尻に手を這はわせてその柔らかい肉の感触を味わう。

「ちょ、ちょっと落ち着いて……んんっ！　せ、せめて部屋に入ってから……！」

「どうせこのフロアは凛々世が貸し切ってるんだし……」

　俺はしつこく凛々世の尻を責め続け、首筋にも舌を這わせる。

　凛々世は身体をよじりながらカードキーでドアを開け、俺たちの部屋へと入る。

「せ、先輩……んっ、んんっ……！」

　俺は凛々世をドア近くの壁に押しつけるようにしてまたキスする。唇全体を含むようにして味わい、舌を絡め合い、音を立てて強く吸い上げる。

　ああ、凛々世とのキスはやっぱり格別だな……ロッカーの中で事故みたいなキスをした頃が嘘うそみたいだ。

　今はこうして、遠慮なくたっぷりと可愛い後輩の唇を味わえるんだからな……。

「んん……んっ、んむむ……んっ、んちゅっ、ちゅっ、んん……」

　凛々世のほうもキスを楽しんでるみたいだ。互いに身体をくっつけ合い、凛々世は俺の背中に腕を回して抱きついている。

「さっきから……文句言ってる割に今日は凛々世も積極的じゃないか」

「せ、先輩はいつもノリノリですよね……」

　それは当たり前だろう。可愛くて、土下座してでもヤりたかった後輩と好きにキスできるようになったんだから。

　そんなもん、四六時中ずっとキスしていたいくらいだよ。

「きょ、今日は……先輩があたしの言いつけを破って、都萌にあんなことしたから……あたしの身体で、都萌のことを忘れさせないと。また、あの子にイタズラするかもしれないでしょ？」

「あれはラキスケだって……俺の意思とは関係なくやっちゃうのはわかってるだろ」

「わ、わかってますけど……はあんっ……！　お尻、ダメぇ……！」

　俺が両手で凛々世の尻をわしづかみにして、がしがしと撫なで回まわすと、凛々世はひときわ大きな声を上げた。

「せ、先輩こそ……今日はいつもより興奮してるみたいですよ……？」

「そうかな……？　俺は凛々世でいつも興奮してるからなあ」

「ば、馬鹿ですね……あたしがただの後輩だった頃もですか？」

「当たり前だろ。凛々世で興奮できなかったら、どんな女の子にも興奮できないんじゃないか？」

「け、けっこう言いますね……んんっ……！」

　尻をしつこく撫でられて、凛々世は身体をくねくねとよじってる。

「でも、今日は……都萌とキスしたから興奮してるんじゃないですか……？」

　凛々世は、俺の手を引いて寝室のほうへ歩いて行って──

「他の女の子で興奮しちゃったイケナイ子は……あたしが鎮めちゃいますよ」

「うおっ……」

「ただの後輩だった頃みたいに、あたしで興奮してください……」

　凛々世は軽く俺をベッドに突き飛ばし、のしかかってくるような体勢になる。

「んっ、んちゅっ……こんなに大きく……これは、都萌で？　それともあたしで興奮してるんですか？」

　俺にキスしながら、凛々世はそちらを見ずにズボンのファスナーを下ろしてモノを取り出して、手でこすり始める。

「うおっ……り、凛々世……」

「黙って……んっ、んちゅっ……んっ……こんなに硬くして……都萌、おっぱい大きいですからね……どうでしたか、あの子の胸は」

「黙るんじゃなかったのか……？」

「馬鹿……んっ、ちゅっ……」

　俺たちはベッドの上で唇を重ね合い、凛々世はその間も優しい手つきでモノをこすってくれている。

　くっ……フェラやパイズリともまた違う……この手コキ、すげーいい……。

「先輩が都萌に襲いかからないように……これをおとなしくさせないとですね……」

「……それで、なんで都萌は攻略しちゃいけないんだ？」

　俺は、凛々世の腰に手を回して抱き寄せながら訊く。

　正直、質問どころじゃないが、凛々世の手が気持ちよすぎてすぐに果ててしまいそうなので、気を逸そらさないと。

「さっきも……少し話したでしょう。冗談じゃなくて、玖条と武宮は対立しているんですよ……今は、玖条が上に立っていますが、武宮も黙っておとなしくしてる従順な一族ではないんです……あんっ、もうっ……先輩はおとなしくしていてくださいよ」

　俺は凛々世のおっぱいをさりげなく揉み、ブラウスのボタンを外してブラジャーの中に軽く指を滑り込ませた。

「んっ、あっ……先輩の手、えっちすぎ……やんっ……そ、それで……武宮は玖条の部下でありながら……長年のライバルでもあるんです……」

「いつ寝首をかかれるかわからないって？」

「そ、そういうことです……ワルキューレ計画は玖条の最重要プロジェクトですが……武宮の娘が参加したいと志願してきたら、玖条でも断れないんです……んん、んむ……」

　ちゅばちゅばと唇を重ね合い、モノを手でこすってもらい、凛々世の豊満なおっぱいをブラジャー越しにぐにぐにと揉む。

　話の内容はごく真ま面じ目めだが、俺たちは互いをむさぼることをやめられない。

「でも、都萌は凛々世に従うって言ってなかったか？」

「本心は……わ、わかりませんよ……んっ……あの子には、九人の女の子が従ってるんですよ……」

「九人？　ワルキューレの真ま似ね事ごとってことか……」

　尊敬する当主を見習って──ともいえるが、〝いつか自分が玖条の当主に取って代わるぞ〟って挑発していると取れなくもない。

「ワルキューレ候補と遜色ない、美貌と才能を兼ね備えた子たちです……武宮の意図はわかりませんが……んんっ……」

　俺は凛々世の頭を抱き寄せて深い口づけを交わす。

「で、ですが……注意は必要です。だからあたしは、都萌を……ワルキューレに選ぶつもりはないんです……」

「まあ、最終的に決めるのは凛々世だもんな」

「はい……んんっ……！」

　俺は凛々世の太ももをまさぐり、スカートの裾をずり上げて少しずつ上へと手を這わせていく。おー、タイツ越しの太もももいいなあ。

「ですが、ワルキューレがもう三人も決まって武宮も焦ってきたんでしょう……あの子は自分から、〝調査〟を要求してきたんです……」

「なるほどな……」

　それで、凛々世は攻略させるつもりもない相手と俺を引き合わせたのか。

　都萌からの調査の要求を受けるだけ受けておいて、俺には攻略させないと。

　ちょっとタチが悪いが、玖条と武宮の関係を考えるとやむを得ないか……。

「うっ……おおっ……り、凛々世……！」

「あっ、先輩……せ、先輩っ……あむっ……!?」

　凛々世の手コキが気持ちよすぎて──もう我慢できそうにない。

　俺はベッドの上に座ると、凛々世の頭を掴つかんで股間に引き寄せる。限界まで硬くなったモノを、凛々世の小さな口に突っ込み──数回こすってから。

「んんっ……！　んっ、あっ……ふあぁ……で、出てる……あたしの口に……ふあ……」

　数回のフェラを楽しんでから、口内に思い切り白濁液を放出する。

　凛々世は、顔をしかめながらも、ごくんと飲み干してくれた。

「ふあっ、ああ……もう……口に出してもいいですけど、いきなりは……はあっ……先輩、いっぱい出しすぎですよ……んんっ、こんなに濃いなんて……」

「悪い、悪い……それで……俺はどうすればいい？」

「……武宮の要求はあたしでも断り切れません。あとは、先輩にかかってます。決して攻略せずにオープニングイベントを終わらせてください」

「オープニングイベントが期限になるのか……」

　俺はティッシュを取って凛々世の口を拭いてやりながらつぶやく。

「あちらから先輩の調査を要求してきたときに、交換条件として期限を切ったんです。その間に調査が終わらなければ、都萌はワルキューレとして認められないって」

「言っておくけど、俺の意思じゃラキスケもラッキーエッチも止められないぞ」

　ワルキューレ候補の攻略では、流れるようにラキスケからラッキーエッチまで起こってしまっている。

　既に、都萌とはキスも済ませちゃったしな……。

「だから、今回はあたしも最大限協力するんです……んっ」

　凛々世と、また軽くキス。

「二人で、武宮と戦いましょう。大丈夫です、先輩のラキスケもラッキーエッチもあたしが阻止します。この身体を使ってでも！」

「……じゃあ、まだ興奮してるから凛々世の身体を使わせてもらおうかな……」

「うっ……もう……い、いいですよ……キスですか、それとも……？」

「土下座しなくてもやらせてくれること全部かな」

「……馬鹿」

　凛々世は顔を赤くして、俺にぽてっと抱きついてきた。

「いいですよ、どこまでならあたしが許すか……試してみてください」

　ああ、可愛い。可愛すぎる後輩がベッドの上で俺に抱きついてきてくれる。

　タイミングを見て土下座しないとヤらせてもらえないのが、そろそろしんどいが……。

　まあいいや、キスでもフェラでもパイズリでも、最後の一線を越えなきゃなんでもしてくれて、俺の欲望を受け止めてくれるんだから。

　今はそれで満足しておこう。

　そして、そのときが来たら、ヘタレずに絶対に凛々世をもらうからな……！







　信じられない……信じられないことだ……！

　この世には、楽な仕事というものが存在していたらしい。

　二年にも満たないとはいえ、ブラックな環境で働いてきた俺には、夢でも見てるような気持ちだ。

　武宮都萌との出会いから三日──

　朝八時に四季の御所に出勤し、事務所へ向かう。

　都萌に連れて行かれた例の屋敷は、御所の開発チームの事務所にもなっていて、その一室が俺たち出向組に与えられている。

　和の雰囲気を守るためか、その事務所まで畳敷きの和室という徹底ぶりだ。

　自社も含めていくつかの会社を見てきたけど、和室のオフィスなんて初めてだ。

　オフィスにカバンを置き、ＰＣでメールや書類を軽くチェックしていると、いつの間にか凛々世が出勤してきて、同じくＰＣでなにやら仕事している。

　今回のクエストでは、凛々世が最大限協力してくれるというのは本当らしい。

　これまでは、凛々世は不在が多かったので、彼女がいてくれるのは素直に嬉うれしい。

　後輩モードのくせに、先輩の俺よりあとで出勤してくれるのはいかがかと思うが。

　まあ、凛々世は社長業もあるから、時間どおりに出勤ってわけにもいかないか。

　メールや書類のチェックはすぐに終わる。御所のプロジェクトに関わってるっていっても、形だけのことだからなあ。

　あとは、聖奈のスケジュールや古詠の出版関係の進捗が俺にも知らされているし、マヤの撮影についても本人からこまめに連絡が来る。

　もっとも、それらは知ったところで俺がどうにかできるもんじゃないけど。

　要するに、彼女たちのスケジュールを確認して、時間があったらどこかで会う──という流れになるわけだ。

　それらの確認も、たいして時間はかからない。

　な、なんて楽な仕事なんだ……メールとスケジュールを見るだけの簡単なお仕事！

　うちの会社には窓際族なんて羨ましい人種はいなかったが、それに近いポジションじゃないか、これ。

　出世欲なんてない、今時のサラリーマンには夢のような環境だ。

「先輩、そろそろ行きましょう」

「っと、そんな時間か」

　俺と凛々世は連れ立って事務所を出る。正座が苦手な俺には、足を崩す許可が出てるので、この前みたいな醜態はもう晒さらさない。凛々世が相手だったらラキスケを発動させたいところだけどな。

　事務所から数分歩いて、例の舞殿──イベントステージに到着。

「やあ、姉様。千耶さんも」

「ごきげんよう、都萌」

　凛々世と都萌がにこやかに挨拶を交わし、俺もそれにならう。

　玖条と都萌はライバル同士、その後継者である二人もただならぬ関係──のはずなのに。

　少なくとも、表面上はまったくそうは見えない。こいつら、マヤ並の演技派なのか？

　今日の都萌はセーラー服姿だった。

　真っ黒な品のいいセーラー服は、黒髪で見た目はいかにも大和やまと撫子なでしこな都萌にぴったりだ。オイタを禁じられている俺には、危険なほど可愛い。

「すまない、今日は少し遅くなった。今から着替えてくる」

「はいはい、ごゆっくりですよ」

　都萌はプリーツスカートを翻して、たたたっと走り去る。このステージの近くに彼女の控え室があるのだ。

「都萌っていい子じゃないか？　あの子が玖条の寝首をかこうとしてるなんて信じられないな」

「人は権力に関わると鬼にも悪魔にもなるんですよ」

「ニコニコしながら恐ろしいことを……おまえこそ、権力に関わってる人間の最たるもんじゃないか」

「あたしは可愛い鬼か、可愛い悪魔ですから大丈夫です」

「なにが大丈夫なんだ……」

　あくまで自分は特別扱いらしい。凛々世、怖い子。

「っと、すみません、先輩。少し席を外しますね」

「ああ」

　凛々世はスマホを手に、とてとてと歩いて行く。あれで玖条グループのボスだからな、どうしても受けざるをえない電話もあるんだろう。

「さてと……」

　俺のほうは仕事の電話も来ないし、気楽なものだ。

　四季の御所は、まだ建設作業中の建物もあるが、このあたりはほぼ完成してる。オープニングイベントが近づいたら飾り付けもするらしいけど、それはもう少し先の話だ。

　このあとも、ただ都萌の剣舞を見学していればいい。

　都萌の剣舞はほぼ仕上がっていて、なんの不安もない。

　歌えないアイドルとか、毎日ゴロゴロして本を読んでるだけの文学少女とか、演技ができない女優とか、不安しかなかったワルキューレ候補たちの攻略と比べれば、楽すぎる。

　こんな楽な仕事でいいんだろうか。ホワイトな仕事はこの世に実在した！

　なんて感慨にふけりつつ、ステージの周りを歩いていると──

「ん？」

　地面に、小さなマスコットが落ちていた。馬を可愛くデフォルメしたマスコットで、どこかで見覚えがあった。

「……ああ、そうか」

　今日、都萌が持っていたカバンについていたやつだ。責任ある立場にあっても、都萌も若い女の子、カバンにマスコットくらいつけるよな。

　どうせ暇だし、持って行くか。探してるかもしれないし。

　都萌の控え室の場所は知っている。ステージのすぐ裏手に、神社の社務所のような平屋の事務所があり、そこの一室が控え室になっている。

　事務所内に入り、廊下を進んで都萌の控え室へと向かう。

　おっと、着替え中だったな。ちゃんとノックして、またラキスケが発動しないように気をつけないと──

「んん!?」

「…………っ！」

　思わず俺が声を出したのと同時に、控え室のほうからも声にならない声が響いた。

　というか──控え室の引き戸は思いっきり開いていた。

　そして、当然のようにその部屋の中では黒髪ポニテの美少女が、着替えの真っ最中。

　うむ、絵に描いたようなラッキースケベだった。

「うっ、うう……」

　透き通るように白い肌を恥ずかしさのためか紅潮させてる武宮都萌。

　さっきまで着ていたセーラー服をそばの座卓に置き、剣舞の際に着用する桜色の着物を手に持っていた。

　胸にはサラシを巻きつけ、下は飾り気のない白のパンツ──エロさはまったくないはずの格好なのに、異様に色気が漂っている。

　マヤも色気過剰な美女だったが、都萌は美人女優にも負けない色気があり、それでいて未成熟な可愛さも残している。

　剣舞を踊れるだけあって、鍛え上げられて引き締まった身体だ。

　だが、筋肉質でもなく、少女の柔らかさが奇跡的に保たれている。

　着物の上から触ったときにわかっていたが、胸のボリュームはかなりのものだ。

　いや、サラシで押さえつけているということは、実際はもっと大きいのか……？

　ギシギシと軋きしむ音が聞こえそうなほど、サラシはぎゅうぎゅうに巻かれているみたいだ。あれ、痛くないのか？

「お、おい……そ、そんなに凝視するな」

　都萌は耳まで真っ赤になって言うと、慌てて後ろを振り向いた。

　うわっ……白一色の地味なパンツかと思いきや──なんと、動物のバックプリント！

　しかもクマさんと来たぞ！　凛とした黒髪ポニテ美少女と動物のパンツの組み合わせはミスマッチでありながら、あざといほどのギャップが可愛い！

「くっ……ダ、ダメだ！　これではダメだ！」

「は……？」

　と、つい長々と心の中で実況してしまったところで、都萌がなにやら悔しそうに叫び出した。ダメってなにがだ？

「私は敵に後ろは見せない！　見たければ好きなだけ見ろ！」

「だーっ！　なにしてるんだ!?」

　都萌は再びこちらに向き直ると、持っていた着物を投げ捨て、両手を広げて身体を見せつけるようにしてきた。

　胸を張ったせいか、ますますサラシがギシギシと軋んでる。

「千耶さん、あなたのラッキースケベとやらの話も当然聞いている！　先日は逃げ出してしまったが、今日はあなたの不ふ埒らちな悪あく行ぎよう三ざん昧まいも堂々と正面から受けて立とう！」

「悪行って……つーか、受けて立っちゃダメだろ」

　逃げるのが正常かつまともな反応です。俺が言うのもなんだけど。

「いいや、私は他のワルキューレ候補とは違う。すべてを知った上で志願し、あなたのこともわかった上で調査を申し出た！　これであなたになにをされようと、隠れたり隠したりするのは〝逃げ〟になる！　武宮の女として、逃げるは恥だ！」

「待て！　まさか、戸を開けっ放しで着替えてたのは──」

「もちろん、あなたがいつか覗のぞきにくるのを待っていた。戸を閉じてコソコソ着替えるのは逃げることになる」

「ならねぇよ」

　どんな思考回路だ。

「戸を全開で着替えてるとか、もはやただの露出狂だろ」

「ろっ……ろろろろっ、この私が！　露出狂！　人を変態呼ばわりするのか！」

「俺は変態って言われてもしゃーないけどな。君がやってることも明らかにそうだろ」

「な、なんだと……私が変態……この武宮の娘が……」

　都萌は、がっくりと肩を落とす。否定する材料は見つけられなかったらしい。

　この控え室は、都萌専用らしいから他の人に見られる心配は少なかっただろうが……年頃の、それもこんな美少女が入り口開けっ放しで着替えとか危険すぎる。

「いや、なんと罵ののしられようと知ったことか！　むしろ、それを快感に変えてみせてもいいくらいだ！」

「どんな開き直りだよ！」

　あっさり立ち直ったぞ、この子。これまでのワルキューレ候補とはメンタルがひと味違うな……。

「私はなんとしてもワルキューレに選ばれて、凛々世姉様にお仕えする！　そのためなら、着替えを見られようがファーストキスを奪われようが、まったくかまわ……か、かまわない！　ああ、来い、私からなんでも奪ってみせろ！」

「ヤケクソかよ！」

　しかもさりげなくファーストキスだったって言ってるし。他のワルキューレ候補もみんなそうだったから、都萌も経験ゼロだとは思ってたが。

「ちょっと先輩、人が電話してる間にいなくならないでくださいよ。急にどこか行かれたら寂しいじゃないですか。なんで都萌のトコに──」

「……はっ!?」

　俺は、後ろからの声に振り返る。トコトコと凛々世が近づいてきて──控え室の中を見て、ぴたりと立ち止まった。

「……ほう、先輩。今度は着替えを覗いてるわけですか。ラキスケの定番ですね」

「ま、まあな……俺にとっちゃ何百回も通ってきた道だよ」

「そのうちの何十回かの被害者はあたしですけどね」

「あー、その節はお世話になって……」

「あたしの下着姿、先輩は有効活用したんでしょうね……」

「なんの話だ、なんの」

　いや、ただの先輩後輩だった頃に何度も着替えを、下着姿を見ちゃったのは悪いと思ってるけど。

「おかげで、高価すぎて怪しまれないように、その上で可愛い下着を選ぶのにあたしがどんだけ苦労したか。むしろ、先輩が楽しんでくれたほうが苦労が報われますよ」

「凛々世も陰でけっこう努力してたんだな……」

　まさか、何度も目撃してきた凛々世のエロ可愛い下着姿にそんな裏話があったとは。

「そうですよ、そんな健けな気げなあたしをもっと大事にすべきですね、うんうん」

「けっこう大事にしてると思うけどなあ。この前もだいぶ可愛がって──」

「きゃーっ、きゃーっ、ここで言わない！　先輩、デリカシーが行方不明ですよ！」

「そこの二人、私を放置してイチャイチャするな！」

　あっ、つい凛々世との他た愛あいない会話を楽しんじゃってた。

　今まさに、俺のラキスケの被害に遭った少女がいるんだったな。

「姉様！　姉様にもここで宣言しておく！　武宮都萌は千耶伊い智ち也やさんのどんなラキスケにも耐える覚悟！　どれほどの辱めを受けようと、すべて受けきってみせる！」

「よかったですねえ、先輩。ほら、都萌みたいな可愛い子がなにをされてもいいって言ってますよ。軽く、ちゅーくらいしたらどうです？」

　ああ、ニコニコ笑ってる凛々世が怖い。目が全然笑ってない。

　むしろ、目のハイライトが消えてるレベル。

「ちゅ、ちゅー……べ、別にかまわないが、姉様の前では……せ、せめてどこかに連れ込んでやってくれ！」

「連れ込むってそんな怪しげなマネできるか……」

「い、いや……そうだな、コソコソするのは恥だ。そうだ、姉様の前で堂々と私の唇を奪っていい！　この武宮都萌、一歩も引かぬ！」

　怪しげな語尾をくっつけて宣言すると、都萌はぽんと自分の胸を叩たたいた。

　すると──ギシギシと軋んでいた胸のサラシが、勢いよく弾はじけ飛とんだ。

　豊かな二つのふくらみを押さえていた白い布が千切れるようにして外れると、ぶるるんと擬音が聞こえそうな勢いで胸が飛び出してくる。

「ひああああああっ！」

　都萌が、素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げて──

「へー、都萌ってばいつの間にかずいぶん成長してますねえ」

　凛々世がのんきな反応をしてるが、それどころじゃない。

　こっ、これはまさか……！　サラシがかなり窮屈そうに見えたが、問題はそんな次元ではなかったようだ。

　飛び出してきた二つの胸の大きさは──俺の予想をはるかに凌りよう駕がしている。

　凛々世やマヤがメロンサイズなら、都萌は大玉スイカというべきか。ああ、俺はなにを言ってるんだ？

　ともかく、ラキスケで触れて、サラシの上から見て予想していたよりずっと大きい。

　凛々世が88センチらしいが、都萌は95とかあるんじゃないだろうか……！

　ロケットのように大きく尖った形で、しかもその先端は彼女が纏まとう着物のような鮮やかな桜色。

　綺き麗れいな円を描く乳輪とツンと可愛く尖った乳首は、上品な小ささ。最高のおっぱいだ。

「み、見られた……ファーストキスを奪われて揉まれて着替えを見られた上に、生で胸まで見られた……奴やつの頭の中で、私の胸の形と大きさをじっくり実況されているのがはっきりとわかる……」

　都萌は、色白の顔を燃え上がるんじゃないかと思うほど真っ赤にして、ぶつぶつつぶやいてる。

「先輩、予定変更して唇じゃなくて、あのおっぱいにちゅーしておいたらどうです？」

「できるか、そんなこと！」

「わ、私は……か、かまわない！　どんと来い！　どんと吸え！」

「そこまで堂々とされると逆にやりにくいわ！」

　いや、ここで都萌のおっぱいを責める気はどのみちないけど。

　凛々世がすぐそばにいるのに、攻略禁止と言われてる子にそんなエロ攻撃ができるか！

「ふ、ふん……千耶さんも口ほどにもないな……私はこんなにチョロいというのに、手を出してこないなんて」

　都萌は偉そうに言ってるが、胸はしっかりと手で隠してる。

　まあ、胸だけ隠しても他は丸出し、クマのバックプリントのパンツもさっきから見えっぱなしだぞ。

　正直、あのおっぱいにむしゃぶりつけるものならむしゃぶりつきたいが……。

　攻略禁止、凛々世の監視付きの状況でそんなことできる度胸はありません。

　前言撤回しよう、楽な仕事と思ってたけど、そんなことはない。

　これまでのワルキューレ候補攻略では欲望のままに動いて結果を出してきたが、今回はその欲望を抑えなきゃいけない。

　都萌のような美少女に「なにをしてもいい」なんて言われておいて、贅ぜい沢たくな話だが──やっぱりホワイトな仕事でもないかも。







　さらに数日後──

　都萌の剣舞は完全に仕上がり、オープニングイベントに合わせた四季の御所の完成も見えてきた。

　タケミヤのプロジェクトは順調で、なんの問題もなさそうだった。

　俺の会社じゃ、問題のない案件なんて存在しなかったので、奇跡としか思えない。

　あらゆるプロジェクトは規模や予算にかかわらず、問題なんてどこからでも湧いて出ると思うが、タケミヤの仕事は常に安定しているらしい。

　都萌の性格のように、タケミヤという会社が真面目で几き帳ちよう面めんなのかもしれん。

　タケミヤは玖条グループの一員でありながら、独立性も高いと聞く。過去の玖条とのいきさつだけじゃなくて、企業としての実績によるものなんだろう。

　タケミヤの企業としての立ち位置を見てると、下克上はあり得なくもないように思えてくる。

　もちろん、玖条はそう簡単にひっくり返せるような甘い相手じゃないが。

　しかし、都萌を見てると──彼女が凛々世に反旗を翻すとはとても思えない。

　むしろ、凛々世への忠誠心ばかりが目についている。都萌がワルキューレになって凛々世に従うなら、玖条と武宮の関係は改善されるんじゃないか？

　まあ、攻略を禁止する凛々世と、ガンガン攻略してくれという都萌の思惑は対立してると言えなくもないが──

「なんだ、さっきからなにを黙り込んでるんだ、千耶さん？」

「あ、ああ。ちょっと仕事のことで。気にしなくていい」

　助手席から話しかけてきた都萌に、曖昧な笑みを向ける。

　都萌は、例のセーラー服姿で、きちんと背筋を伸ばして座っている。

　現在、関西方面へ向かう高速道路を走行中だ。例のタフなＳＵＶ車で、きちんと法定速度を守りながら走っている。

　ペーパードライバーだった俺には高速でのドライブは気を遣うが、最近は車を使う機会も多いので、なんとかなっている。

　朝早くにヴァルハラのそばで都萌と落ち合い、助手席に乗せて走り出し、一時間ほどが経過したところだ。

　ドライブデート──ではなく、これも仕事だ。

　都萌がオープニングイベントで踊る剣舞では、新しい刀を使うことになってる。注文しておいたそれが完成したそうなので、引き取りにいくのだ。

　三み重え県に武宮が懇意にしている刀鍛冶がいて、そこで刀を打ってもらったらしい。

　剣舞も御所の建設も問題ないので、こうして遠方への出張も可能なわけだ。

「そういえば、刀っていつも都萌が持ってるアレじゃダメなのか？」

「アレは名のある古刀だ。見世物で使うには向かない。素晴らしい刀だが、見た目は古びているからな。イベントに合わせて見み栄ばえのいい刀を特別に打ってもらったんだ。刃は斬れ味よりも輝きを重視して、拵こしらえも派手なものにする予定だ」

「ふーん……」

　俺には刀のことはさっぱりだが、見た目重視の新しい刀を使うのは大賛成だ。

　あの居合い、ちょっとビビったもんな……。

　イベントのツカミに居合いを披露するのは面白いが、そのまま斬れ味鋭い刀を手に、大勢の客の前で踊られるのはヒヤヒヤしそうだ。

　最初の居合いのみ、古刀を使って、あとはイベント用の刀を使ってくれるらしい。それなら俺も客も安心だな。

「でも、わざわざ三重まで取りに行かなくても、送ってもらえないのか？」

「お願いして打ってもらった刀だ。こちらから出向いて受け取るのがスジだろう」

「なるほど……義理堅いんだな、都萌は」

「当然のことだ。武宮は義を重んじる」

　その割に、一応は主筋に当たる玖条とガシガシやり合ってきてるんだよな。

　まあ、義理を重んじるなんて言われてる大名とか武士だって、意外とあくどいことやってたりするしな。

「刀を受け取るだけだしな。ドライブだと思えば楽なもんだ」

「運転手をお願いしてすまない。もちろん武宮から車も出せたが、オープニングイベントの仕事ならあなたに頼むのがスジだからな」

「それもスジか……いや、全然かまわない。むしろ最近、仕事らしい仕事がなかったんでありがたいくらいだ」

「姉様が来られなかったのは残念だがな」

「しょうがない、あいつは玖条の社長なんだから」

　凛々世は、やはり俺と都萌につきっきりというわけにはいかない。

　今日は外せない会議とやらがあるらしく、このドライブには欠席している。

　さらにしばらく高速を走り──休憩をちょこちょこ挟んだりしつつ、目的地近くでインターから下りて、国道を進む。

　都会とはまるで違う、のどかな景色が広がっている。

　あー、落ち着くなあ。やたらとセレブなヴァルハラにばかりいたもんで、田舎の景色に癒やされる。

　目的地まであとわずか。東京から関かん西さいって言っても、割と近いもんだなあ。

　どうやら夕方になる前に、余裕で目的地に着けそうだ。ナビがあれば初めての土地でも迷う心配はないし、これも楽な仕事だったな。

「んっ、んん……！」

「…………？」

　助手席から、なにやら悩ましげな声が聞こえた。

「はっ、あっ、んん……」

「と、都萌？　どうかしたのか？」

　俺はアクセルを緩めて、都萌のほうをちらりと見る。

　都萌の色白な顔が、ほのかに紅潮している。

「い、いや……なんでもない……うっ、ううう……」

「待て待て、明らかになんでもない顔じゃないだろ。車酔い……じゃなさそうだな」

　車酔いなら、むしろ真っ青になるんじゃないか。それに、もう何時間もドライブが続いてる。都萌が車に酔うタチなら、とっくに症状が出ていただろう。

　原因はなんにしても、一度車を停とめなければ。







　どこかに駐車場でもあればいいが──残念ながら、周りは畑ばかりだ。

　少し走ったところで、スーパーらしき店が見え、駐車場もあるようだった。

「あれ、潰れちゃってるのか……ああ、非常事態だ、しょうがない」

　スーパーは明らかに営業していないが、駐車場にロープなどの囲いはない。

　俺はＳＵＶ車を、潰れたスーパーの駐車場へと滑り込ませてエンジンを止める。

「都萌、大丈夫か？　なんなら救急車を──」

「い、いや……そんなものはまったく必要ない……」

「無理しなくていい。体調が悪いなら、早く言ってくれれば。変に生真面目なのも困りものだな。えーと、ここの住所は──」

「ダ、ダメだ！　救急車は絶対に呼ぶな！　そんなもの呼ばれたら、私は腹かっさばいて果てなくてはならない！」

「は……？」

　スマホを取り出そうとした手を、都萌にがしっと掴まれてしまう。

「腹を切るって……武宮だと医者の世話になるのも恥なのか？　西洋医師にはかからないとか？」

「そ、そこまで時代錯誤じゃない。そうではなく、なんというか……」

「なにが言いたいのかさっぱりわからん。俺は鈍いんだから、はっきりしてくれ」

　偉そうだが、仕方ない。マジで体調不良なら本人が嫌がろうと、救急車を呼ぶぞ。

「ん……？　都萌、それ……？」

「うっ！　こっ、これは……」

　都萌のスカートはミニ丈で、真っ白な太ももがあらわになっている。

　その太ももを、つうっと透明な液体が伝ってきている。

「び、びやく……」

「びやく？　なんだそれ？」

「だ、だから……いわゆる、その……変な気分になる薬を飲んで……」

「びやくって……媚び薬やくかよ！」

　馴な染じみのない単語すぎて、なにを言われてるのかわからんかったぞ！

　なんで刀を引き取りに行くドライブに媚薬を飲んでくるんだ!?

「だ、大丈夫だ。違法性はない。我が武宮家に伝わる秘伝の薬だが、合法な成分だけでつくられてる……」

「そういう問題じゃねぇー！」

　なにを伝えてくれてるんだよ、武宮家！

「し、仕方ないだろう。こんなに強力だとは思わなかった……うう、こらえていたんだがだんだん身体が火照ってきて……もうダメだ……」

「いろんな意味でダメだろ！」

　媚薬のせいで、濡ぬれちゃってるのかよ！

「こらえてたらそのうち効き目が切れるかと思ったが……全然切れる様子がない……」

「いやいや、なんで媚薬なんかキメてきてるんだよ！　ドライブだぞ、ドライブ！」

「……そうは言うが、千耶さん。私も聞いてるぞ。具体的に誰なのかは知らんが、ワルキューレ候補たちの何人かは出会った直後に……そ、その……行為に及んだらしいじゃないか。私は出会って何日も経ってるのに、キスされて胸を揉まれて……着替えと……む、胸を見られただけじゃないか」

「それだけでも、かなりのもんだと思う……」

　やっておいてなんだが、普通は出会って数日の女の子にそんな無体なマネはしない。

「ラキスケとやらも抑えめだし……調査が滞っていては、オープニングまでに私の攻略が終わらない。それでは困るんだ……私に魅力が足りないのかと。それなら、性的に興奮している私を見せれば少しは手を出してくれる可能性も……」

「あのなあ……」

　それなら、俺に一服盛ればいいだろうに。いや、盛られちゃ困るけど。

　つーか……言われてみれば、興奮してる都萌はメチャクチャにエロい……。

「はあっ、ああっ……もう……ダメだ……こんなに効き目が凄すごいなんて知らなかった……くっ……んっ、んん……武宮の娘が、世継ぎを多く産めるようにつくられた薬らしいが、ここまで……ああ……！」

「本当に合法なんだろうな……？」

「そ、それは間違いない……飲んだのも私の意思だ……うっ、ああ……」

　都萌はそう言いながら、スカートの裾を少しめくって、太ももを自分で撫で回してる。興奮が止まらないらしい……。

　狭い車の中、隣で黒髪ポニテのセーラー服美少女が顔を真っ赤にして興奮してる。

　車内に色気が充満して、こっちまで頭がおかしくなりそうだ……。

「んんっ……私……こんな……んっ、いやらしい女じゃないのに……はああ……あっ」

　都萌はさらにスカートをめくり上げ、パンツがちらちらと見えてしまう。

　この前と同じく、清せい楚そな都萌にぴったりの純白パンツだ。

　いや、今の都萌は清楚からはかけ離れていて、あまりにも淫らすぎる……！

「こ、こんな状態で……ぶ、武士の魂である刀を受け取るわけには……た、頼む……」

「…………」

　刀の受け取りとかいう問題じゃなくて、誰にも会えないだろう。

　確かに救急車は呼べないな……頭の治療が必要と思われるかもしれないが。

「ああ、くそっ……」

「んっ……んんっ……んむむ……！」

　俺は、隣に身を乗り出して都萌の肩を掴み、唇を重ねる。

　こんなもん、指をくわえて見ていられるか……！　すぐそばで美少女がエロくあえいでいて、しかもその子はいつでも俺を受け入れるって言ってるんだ。

　ラキスケどころか、ラッキーエッチが発動しちゃってるな、これ。凛々世の言いつけは忘れちゃいないが……無理だ！

「んん……んっ、んむっ、んちゅっ、ちゅっ、ちゅうう……」

　都萌は俺の唇をむさぼるように味わっている。俺が差し入れた舌を夢中になって吸い、いやらしく舌を絡めてくる。

　うおお……これって、都萌には二度目のキスなんだよな。それで、ここまでエロいキスをしてくるとは。

「せ、千耶さん……こ、ここも……」

「…………」

　都萌は息を荒げながら、スカートをすすっとめくる。白い太ももと、白いパンツがちらりと見えて、さらにこっちの興奮を煽あおってくる。

　やべぇ、たまらない……黒髪ポニテの和風美少女のエロい太ももとパンツ……！

　頭の悪い感想だが、こんな状況で冷静に賢いことなんて考えられるか！

　俺は、都萌のスカートを大きくめくり上げてパンツをあらわにさせる。白いパンツは、その部分が完全に湿っていた。

　溢あふれまくってる愛液は、パンツの隙間から流れ出て太ももを濡らしている。

「興奮しすぎだろ、都萌……」

「い、言わないでくれ……もう我慢の限界なんだ……うあっ……！」

　俺は遠慮なく都萌のパンツの中に手を突っ込んで、愛液を溢れさせているその部分に指を軽く入れて、ぐりぐりと中をこする。

「んっ、ああっ、あんっ、あああああっ……あっ、あああっ……そんなところ、触られたの初めて──あっ、ああんっ、ああああっ！」

　俺が指を動かすたびに都萌は助手席のシートの上で身体を跳ねさせて、ぐっと力を入れて中をいじった瞬間、びくびくっと全身を震わせた。

「はっ、ああ……あああああ……」

　都萌は、その秘部からどばどばと愛液を溢れさせ、快楽の余韻に浸っている。

　少し中をいじっただけで、都萌は絶頂に達してしまったらしい……媚薬のせいだとしても、敏感になりすぎている。

　ヤバい、ヤバい……簡単にイってしまう黒髪ポニテ美少女、エロすぎ……！

　俺はさらに興奮して、都萌のパンツを太もものところまで一気に下ろしてしまう。

「あっ……！　そ、そこを見られるの……ああ……は、恥ずかし……ああっ……！」

　都萌は、またびくんと身体を震わせる。

　おいおい、秘部を見られただけでイっちゃったのか……どんな媚薬なんだよ……。

　その部分は、誰にも見せたことはなかっただろう。

　都萌は愛液をそこから溢れさせながら、すがりつくような目を向けてくる。

　俺は、再び都萌と唇を重ねる。

「んっ、んちゅっ、んむむ……ちゅっ、んっ、んん……！」

　都萌の唇を味わいながら、あらわになった秘部にまた指を這わせて、そこをなぞるように動かして──上部の突起にも触れ、ぐにぐにといじる。

　そして、都萌のその部分に顔を寄せて、溢れ出している愛液をちゅうちゅうとすする。

　うおお、エロく乱れる美少女のここ、美味おいしすぎる……！

　なんだかもう、自分でもなにをやってるんだか。次から次へと溢れてくる愛液を吸い取り、舌でべろべろと舐なめ回まわす。

「あうっ、んっ、はあぁぁぁっ……！　あんっ、あっ……ダメっ……ダメだ……あっ、あんっ、そこを舐められたら……わ、私っ、頭おかしくなりそう……あああああっ！」

　俺に舐め回されるたびに、都萌はびくびくと身体を激しく震わせている。

　もう何度となく絶頂に達してしまっているようだ。愛液が勢いよく噴き出し、舐めても舐めても濡れっぱなしだ。

「せ、千耶さん……こ、今度は私が……」

「え？」

　都萌は、とろんとした目で俺を見つめてきて──助手席から身を乗り出し、もたもたした手つきで、ズボンのファスナーを下ろしてきた。

　それから、目を逸らしながら俺のモノを取り出して、顔を寄せてくる。

「う、うわ……こ、こんなになるのか……ん、んむ……」

　当然、とっくにガチガチになっているモノを都萌は驚いたように見てから、ゆっくりと先端を口の中に含んだ。

「んん……はむっ、んっ、んん……お、大きい……く、口に入りきらない……んん……」

　じゅぷじゅぷと音を立てて、都萌の口の中で俺のモノがこすられている。

　うおお……まさか、車の中でフェラチオまで始めてしまうとは……。

　都萌は苦しそうにしながらも、口いっぱいにモノを頬ほお張ばり、喉まで届きそうなくらい深くくわえ込んでくれている。

「あむっ、んっ、んむむ……ふあっ、んっ……んむ……口の中で、大きいのが暴れて……んっ、んん……ふあ……んっ、んむ……」

　じゅるじゅる、ちゅばちゅばといやらしい音が響く。わざと音を立ててるのかと思うくらい、淫らなくわえ方だった。

　ヤバい、フェラチオなんて初めてだろうに上手すぎる……！　都萌は夢中になって俺のモノをしゃぶり──

「んっ、はあ……こんなに大きくて硬いの……んっ、んん……！」

　さらに、根元から先端まで何度も舌で舐め上げて、また口に含んでじゅぶじゅぶとこすり、ぺろぺろと先端を舐めてこぼれ出している先走りの液を味わっている。

「んむむっ、んっ……大きい……こんな大きいの……ダメ、私の口が壊れる……んっ、んちゅっ、ん、ちゅっ、ちゅるる……」

　俺は都萌の頭に手を置いて、モノをしゃぶられるに任せる。うおお……ヤバい、こんな気持ちのいいフェラは初めてかも。

　都萌は、目に涙を浮かべながら俺のモノをひたすらしゃぶり続け──みずからの指で、秘部をいじって自分も慰めている。

　黒髪ポニテ美少女の痴ち態たい、エロすぎて……もうダメだ……！

　媚薬を飲んだわけでもない俺のほうが、都萌よりずっと興奮してしまってる。

「と、都萌……！」

「んっ、んっ、んんんっ……！」

　俺は我慢できなくなり、都萌の頭を掴んだまま、彼女の口内に白濁液を吐き出した。

　都萌は驚いて目を見開きながらも、放出された精液を口の中で受け止めてくれる。

「んん……んっ……へ、変な味だ……んんん……はっ、はぁ……」

　初めてのフェラだというのに、都萌は俺が吐き出した大量の精液をすべて飲み干してしまう。

「す、凄すぎる……私、まだ治まらなくて……は、はぁ……ああ……」

　都萌は、欲望を吐き出してもまだガチガチのままのモノを手で握り、愛いとしそうにこすり始めた。

　これだけヤっても、都萌の欲望もまだ鎮まらないらしい。

　攻略禁止、都萌に手を出してはいけないのは忘れてない。

　覚えているのに、自分を止められない。

「と、都萌……」

「うっ……うう……や、優しくしなくていいから……私をメチャクチャに……」

　もちろんここから先の行為も初めてだろうに、とんでもないことを要求してくる。

　だが、俺がヤりたいこともまさにそれだ。この可愛くてエロエロな黒髪ポニテ美少女とメチャクチャにヤりまくりたい……！

　都萌は、はぁはぁとあえぎながら、助手席のシートをゆっくり倒した。それから、シートに横になって──

　俺も都萌の意図を察して、助手席のほうへと移動する。

　都萌にのしかかるような体勢になって──

　戻ってしまったスカートの裾をもう一度めくり上げ、愛液がドロドロこぼれている秘部をまたあらわにさせる。

　ついでに、セーラー服の裾もめくって──ブラジャーも露出させる。

　さすがにセーラー服の下にはサラシではなく、きちんと下着をつけるようだ。

　シンプルな白いブラジャーをずり上げて、ぷるるんと現れた95センチと思われるたわわなおっぱいも舐め回すように見せてもらって──

「んっ……んん……！」

　俺は都萌にのしかかるような体勢のまま、モノを入り口に添えて──ずりずりと割れ目をなぞるように動かす。

「そ、そんな……じ、焦じらさずに……もうこれ以上は……ああ……」

「あ、ああ……行くぞ、都萌……」

「んっ、うっ……い、痛いたっ……！」

　俺はぐっと腰に力を入れて、モノを一気に都萌の中へ──




　バラララララララララッ！




　そのとたんに爆音が聞こえてきて、先端がわずかに中に入ったところで俺は動きを止めてしまう。

　先端が少し入っただけで、ぎゅううっと激しく締めつけてきているのに、もっと奥へ突っ込みたいのに、なんなんだこの音は！

「……うおっ!?」

　先っぽを少しだけ都萌の中に入れたまま、俺は窓の外を見て驚く。

　そこには──一台の真っ黒なヘリが浮かんでいた。

　ヘリは、スーパーの前の道路に着陸すると、すぐにドアが開いて中から小柄な人影が下りてきた。

「り、凛々世……？」

「姉様っ……!?」

　ヘリのローターが巻き起こす暴風の中、軽やかな足取りで近づいてきたのは、可愛い後輩さんだった。

　凛々世は車のところまで来ると、助手席の窓をとんとんと叩いた。

　俺は、なにやら逆らいがたいものを感じ、助手席の窓を開く。

「お待たせしました、やっと会議が終わったので追いかけてきましたよ。ええ、あたしも後輩モードでお手伝いする約束ですからね」

「そ、そうだったな……」

　一応答えつつも、まだモノの先は突っ込んだままだ。

　いつか土下座してヤらせてもらう予定の後輩に、手を出すなと言われた女の子の処女を奪う寸前のところを凝視されている。

　なに、この悪夢みたいな状況。

「先輩のそっちは、都萌に使ってるみたいですから、こっちをもらいますね。ちゅ」

　凛々世は窓から車内に顔を突っ込んでくると、俺の顔を引き寄せて唇を重ねてきた。

　目の前での凛々世のキスに、都萌はびくっと驚いたようだった。

　そりゃ、子供の頃から知ってる〝姉様〟がいきなりキスしたら驚くよな。

「ま、こんなことになってると思いましたよ。だからわざわざ来たんですけど」

「……いいカンしてるな、凛々世」

「当然でしょう。あたしは、先輩を観察するために新入社員になって、半年も先輩だけをずっと見てたんですよ？　先輩の行動は予想つきます」

　凛々世が微笑してるのが、とても怖い。つーか、最近のこいつ、怖い。

　今や、誰よりもよく俺を知っている凛々世なら、攻略禁止を破ることくらいお見通しだったか……。

「で、どうします？　続きをするなら、待ってますけど？」

「い、いや……」

　俺は、ようやく都萌の入り口に突っ込んでいたモノを引き抜いて運転席に座り直す。都萌も、慌てて服装を正した。

「ところで、都萌？」

「は、はい……」

「あなた、武宮家の秘伝の薬を持ち出したそうですね。家から連絡が来てましたよ」

「そ、そんなことをわざわざご当主に連絡しなくても……」

「都萌、スマホの電源を切っていたでしょう。だから、あたしに連絡が来たんですよ。あの薬って〝偽ぎ薬やく〟らしいですよ。特になんの薬効もないとか。いわゆる、プラシーボ効果を狙った薬ですね」

「なっ……!?」
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　都萌が、目を丸くして声を上げ、次いで俺のほうに目を向ける。

「大事な世継ぎを生ませる娘に変な薬は飲ませませんよ、武宮だって。たまにその気になっちゃう娘はいたそうですが、都萌にはずいぶん効いたみたいですねえ」

「ええぇぇぇ……」

　都萌は、さっきから驚きっぱなしだ。

　あんなにエロく乱れてたのは、自己暗示にかかってただけだったのか。

　それで、危うく俺に処女を奪われるところまでいっちゃうとは……。

「まずは刀を受け取りに行きましょうか。そのあと、先輩にはお話がありますからね」

　凛々世は、にっこりと満面の笑みを浮かべる。

　その目は、やっぱりハイライトが消えていた。

　これはヤるヤらないに関係なく、土下座しないと収まらないだろうか……。







４　銀色の月の下で




　伊達だてマヤが主演する『私は愛など信じない』の撮影は順調に進んでいるそうだ。

　封切りは夏休み合わせらしい。今はまだ冬だから、ずいぶん先に思えるが、映画は撮影が終わってからが本番みたいなところもあり、むしろ公開が早いくらいだとか。

　撮影はほとんど終わって、マヤが出演するシーンも残りわずからしい。

　特にマヤが演じるベッドシーン──彼女単独で撮っているという特殊なシーンは、すべて撮り終えたそうだ。

　そういうわけで、俺とマヤが初めて身体からだを重ねたＷスタジオのセットもお役御免になった。近いうちに解体されて、また別の映画用のセットが組まれるようだ。

「はっ、あっ、あああっ……んんっ、あっ、はぁっ、あああ……！」

　そのセット、リビングになっている部屋で、マヤは乱れまくっていた。

　リビングのソファに両手をついて立ち、尻を俺に向けてバックから貫かれている。

　マヤは一糸まとわぬ姿で、ぷるぷるした尻も、後ろからでも揺れているのがわかる巨乳も剥むき出だしだ。

　マヤを抱くのはもう何度目かもわからない。

　何度抱いても、マヤの中の締めつけは初めてのときのようにキツく、俺のモノを絞り上げてくる。

「んん、あっ、わ、私っ……またっ、あっ、ああああああああああああああ！」

　ぶるるっとマヤの身体が痙けい攣れんするように震えて絶頂に達し、同時に俺は彼女の中へと精液を放つ。

　奥の奥まで突き入れたモノの先から迸ほとばしった精液は、そのままマヤの中にたっぷりと注ぎ込まれていく。

「は、はぁ……はぁ……ん、ちゅっ……あむ……」

　マヤは、その場にぺたりと座り込むと、こちらに向き直って、まだ硬いままのそれにキスしてから口に含んだ。

　わずかにまだこぼれている精液を舌先で舐なめ、ごくりと飲み込んでしまう。

　それから、じゅるじゅるとモノをしゃぶり始める。

　初めてここでセックスしたときには考えられなかったが、今では一発終わると、ためらわずにお掃除をしてくれるようになった。

「おお……ああ、もういいよ、マヤ」

「んっ、んむむ……ふぁい……」

　マヤは最後に名残惜しそうにモノを軽くしゃぶってから、口を離した。

　俺はソファに座り、マヤも俺と向き合うようにして膝の上に座ってきた。押しつけられたおっぱいの素晴らしい感触を味わいながら、その細い腰を抱き寄せる。

「んん……んっ、ちゅっ、ちゅっ、ちゅうっ……ん、んむむ……」

　お互いに唇をむさぼってから、マヤは俺との間に唾液の糸をつくりながら顔を離した。

　あー、すげぇよかった……マヤとのセックスからフェラ、仕上げのキスは最高だな。

「千せん耶やさん……ど、どうですか……私の身体、気持ちよかったですか……？」

「ああ、いつもどおり凄すごかった。マヤ、撮影が続いてて疲れてるんじゃないのか？　大丈夫か？」

「は、はい……結局、普通のベッドシーンが中止になって不完全燃焼だったので……ここが解体される前に、たくさん、その……し、してみたかったんです……私のワガママに付き合わせて申し訳ありません……」

　マヤは、ぎゅっと俺に抱きついて、ちゅっちゅとキスしてくる。

　確かにここでのセックスはマヤからの申し出だったが、美人女優とヤれるんだから断る理由もない。むしろ、こっちからお願いしたいくらいだ。

　しばらく会えない──でも、ヤるためだったら会える。

　まさか、本当にこんな都合のいい展開になるとは思わなかったが。

「千耶さんもお疲れのところ、すみません……また新しい候補の方のお相手をしてるんですよね……？」

「あ、ああ」

　マヤは浮気を怒ってる様子は微み塵じんもないが、さすがに正面切って他の女の子とエロいことをしてるとは言いにくい。

「私の相手をしていても大丈夫ですか……？　えーと、今ので、その……さ、三回目ですけど……」

「全然大丈夫だ。マヤとするのも久しぶりだし、いくらでもヤりたいくらいだよ」

「そ、そんな……私なんて……」

　マヤは、顔を真っ赤にして首を振る。相変わらず、自分が国民的な人気の美人女優って意識が薄いらしい。マヤを抱けるなら、全財産と引き替えにしてもいい男だっていくらでもいるだろう。

　そんなマヤに、今日だけで三発も中出しさせてもらってるんだからなあ……ただの社しや畜ちくにして童貞だった千耶伊い智ち也やはどこへ行ったんだ？

「それに、新しい相手っていっても……あ、いや、なんでもない」

　俺はうっかり都と萌もえとのことを言いかけて、口をつぐむ。

　三み重えまでドライブして、凛り々り世せをブチ切れ寸前まで怒らせた日から、都萌との関係は進行していない。

　一応、まだ処女は奪ってない──はず。だから、凛々世の言いつけをギリギリのところで守ったような──気がする。

　先っぽだけならセーフ、なんて馬鹿げたことを実際に自分が経験するとは。

　ただ、凛々世ともあの日以来なにもしてないので、正直なところだいぶたまってた。

　そのたまりきった欲望を、マヤほどの美人女優で発散できるとか幸せにもほどがある。

「とにかく、俺は全然平気だけど、マヤは……もういいのか？」

「ま、まだいいなら……もう少し可愛かわいがってほしいです……」

　ちゅっ、とマヤは唇を重ねて、おっぱいをぎゅううっと押しつけてくる。

「もっともっと、私の中……い、いっぱいにしてください……んんっ！」

　俺は最後まで言わせずに、座ったまま軽くマヤの身体を持ち上げて、四回目の挿入をキメる。

「んっ、ああ……また、入ってきてる……んん、あっ……きゃっ」

　マヤの身体に挿入し、彼女のぷりぷりしたお尻を両手で掴つかんで立ち上がる。

「きゃっ、こんな体勢で……あっ、あんっ……」

　繋つながったまま持ち上げたマヤの身体を、壁へと軽く押しつけた。マヤは片足だけ床につけ、なんとかバランスを取ろうとしている。

　マヤと向き合ったまま、ぐっぐっと腰を押しつけ、中をまたむさぼっていく。

「はあんっ、あっ……んっ、いいっ……す、凄いです……あっ、ああっ……もっと、もっと私の中、いっぱい突いて……んんっ、はぁんっ、ああ……！」

　二十四年も童貞で生きてきたというのに、ほんの数日、誰ともヤれなかっただけで、こんなに女の子にがっつくようになっちゃったんだからな……。

「私の身体、もっと激しく、エッチになるように……胸もそこもいっぱい使って気持ちよくなってください……あなたが好きにしていい身体、好きなだけ抱いて、エッチな私、見てください……！」

　なんだかもう、なにを言ってるのかわからんが……。

　どうやら、マヤには不完全燃焼に終わったベッドシーンを、映画の撮影じゃなくても最後まできっちり演じきりたいらしい。

　それなら、俺もマヤの願いに応じよう。ヤりたいだけじゃないかと言われたらそのとおりだが。

　お互いに求めるものは同じなんだから──このまま、マヤの身体に溺れておこう。







　ヴァルハラの収録スタジオを出て、四季の御ご所しよエリアへ向かう。

　結局、昨日はマヤを一晩中抱きまくってしまった……Ｗスタジオのセットの部屋のあらゆる場所で何度も何度もヤって、さすがにお疲れだ。

　マヤも朝になって仕事に出かけていったが、あちらはまだ元気そうだった。女優っていうのは体力がないと務まらないらしい。

　俺も、ワルキューレの攻略を始めてから気づいたけど、精力は相当にあるみたいだ。

　なにしろ、二十人以上の女の子を一晩で相手にできちゃうほどだったからな……体力はたいしてないくせに、欲望だけは底なしらしい。

　その底なしの欲望が、自分でもちょっと怖い。

　ドライブのときは、都萌を抱いちゃうところ──いや、もうヤりかけてたからな。凛々世が現れなかったら、間違いなく処女を奪っていただろう。

　今回の仕事自体は順調だ。四季の御所の建設、オープニングイベントにはなんの問題もなさそうだ。

　ただ、都萌との関係がどうなるか自分でも判断がつかない……手を出してはいけないとわかっていても、ラッキーエッチの能力が危険すぎる。

　ラッキーで女の子とヤれちゃう能力を便利に使ってきたが、今回はそれが逆効果になっている。

　ヤってはいけない仕事なんて、俺に一番向いてないんじゃないか……？

　オープニングイベントまであとわずか。だが、聖せい奈なやマヤとあっさり肉体関係を持てたように、俺には時間は関係ない。

　今日にでも、都萌と完全に一線を越えてしまう可能性だって捨てきれない……。

「おはよう、千耶さん」

「ん……？」

　四季の御所の入り口にある門のところに、その都萌が立っていた。

　今日は剣けん舞ぶ用の桜色の着物姿で、三重で受け取ってきたイベント用の日本刀も腰に差している。

「おはよう……って、都萌、今日はずいぶん早いな」

　まだ朝の八時になっていない。都萌が御所に来るのはいつも昼くらいなのに。

「ああ、今日は早い。ところで、姉ねえ様さまは昨日から出張中らしいな」

「ん？　ああ、そんなこと言ってたな」

　凛々世がいないから、昨夜はマヤと一晩中お楽しみできたんだけどな。

「もう時間がない。そろそろ私も、待っているだけではなく打って出なければならないと気づかされた」

「打って出る？　いったい、なんのことだ？」

「悪いな、千耶さん。私は結局、武たけ宮みやの娘なんだ」

「だから、なにを──って、なんだ？」

　いつの間にか、俺の周りに女の子が数人いた。一、二、三……九人。九人いる。

　全員が、ブレザーやセーラー服を着た制服姿の少女たちだった。

　それぞれタイプは違うが、みんなワルキューレ候補たちに匹敵するくらい可愛い子ばかりだ。

「九人？　あれ、もしかしてこの子たちって……」

　凛々世が言ってた、都萌が従えてる九人の女の子たちなのか……？

「千耶さん、あなたにご同行願う。悪いが、拒否権はない」

「は？　な、なんだなんだ……？」

　九人の女の子たちが俺をぐるりと取り囲み、ゆっくりと近づいてくる。

　どう見ても穏やかな雰囲気じゃない──

　待て待て、どうしていきなりヤバげな空気になってるんだ？

　俺、どこに連れて行かれるんだ？　都萌と九人の女の子に……なにをされるんだ？







　四季の御所には温泉旅館がある、と凛々世が言っていた。

　御所をあちこち歩き回ったが、温泉旅館の完成はオープン直前になるというので、中には入っていない。

　凛々世のおっぱいを眺めながら、ゆっくりお湯につかる日が楽しみなんだよな。

　外観は昔ながらの旅館っぽく、古式ゆかしい岩風呂や畳敷きの宴会場なんかもあるらしいが──中身は要するにスパリゾート的な施設らしい。

　タケミヤは、オシャレなヴァルハラにひなびた温泉旅館をつくるほど酔狂でもなかったようだ。

　で、その温泉旅館に連れ込まれてしまったわけだが。

　旅館のスイート的な部屋なのか、やたらと広い客室だった。上品で落ち着いた畳敷きの和室があり、ベッドが置かれた洋室も併設されている。

　ガラス戸の向こうには、白い湯煙が立つ露天風呂まである。

　俺は和室の中央に座らされ、その前には都萌が背筋を伸ばして正座している。

「……で、どうして俺はこんなとこに連れてこられたんだ？　一応、事務所に出勤しなくちゃいけないんだが」

「会社員の鑑かがみだな、あなたは。こんな状況でもまだ仕事が気になるとは」

「ものは言い様だなあ」

　会社員の鑑じゃなくて、飼い慣らされた社畜なんだが。

　ただ、確かにこんな異様な状況で仕事を気にする俺はどうかしてると思う。

　出勤途中に拉致られて、なぜか旅館の一室に連れてこられ、目の前には黒髪ポニテの美少女。

　さらに、周りにはさっきの九人の女の子たちもいる。合計十一人が余裕で座れる客室って凄いな。宿泊料、いくら巻き上げるんだろう？

「姉様から聞いてるかもしれないが、彼女たちは私に仕えてくれてる。玖く条じようのご当主にならってみたというわけだ。ワルキューレ候補にも劣らない、美貌と才を備えた者たちだ」

「……まあ、才はわからんが、みなさんお美しいことで」

　全員がそれぞれ異なる制服姿で、たぶん都萌と同年代くらい。

　都萌を含めて、十人の美少女に囲まれてるわけだが、まったく落ち着かない。ワルキューレ候補の攻略なら仕事と割り切れもするが……。

　いや、都萌もワルキューレ候補である以上、この状況も仕事の一つなのか。

「この子たちは、まさか〝ワルキューレ〟なんて名前じゃないだろ？　奉公衆とか？」

「私は将軍じゃないんだぞ。奉公衆なんてよく知ってるな」

　奉公衆は室町幕府の将軍に仕えた親衛隊的な組織。

　都萌は感心してるけど、彼女もしっかり知ってるんじゃないか。さすが武家の娘。

　俺は、歴史はちょっと好きだったから、雑学として知ってるだけだ。

「私は〝キューズ〟と呼んでる。九人だからキューズだ」

「あ、安直だな……」

　まあ、ワルキューレだって相当に安直なネーミングか。

「キューズは、我が家に長く尽くしてくれてる家から私が選び出した者たちだ」

「へぇ、武宮にも代々仕えてる家があるんだな」

　そりゃそうか、玖条と渡り合ってきた家なんだから、家来みたいな人たちを大勢従えてるんだろう。

「私と彼女たちは一心同体、私に仕えるということは姉様に仕えることでもある。だからこそ武宮と縁がある者から厳選に厳選を重ねて、選ばせてもらった」

「はぁ、それはわかったけど、なんで俺と引き合わせたんだ……？　しかも、わざわざこんなところに連れてきて」

「むろん、あなたに調査してもらうためだ」

「調査……？　俺が調べるのはワルキューレ候補だけだぞ」

「言っただろう、キューズと私は一心同体、私を調べるということはキューズを調べるということにもなる」

「う、うーん……調査範囲を拡大していくとキリがないんだが」

　聖奈の件でも優ゆう香かやアウローラのメンバーは調査してないし、古こ詠よみのときも栞しおりは調査したわけじゃない。まあ、優香や栞も抱いちゃってるけど……。

「キューズは、他のワルキューレ候補の関係者とは違う。彼女たちを知らなければ、私の調査を終えたとは言えないぞ」

「えーと、調査っていうのはつまり──」

「失礼します」

「失礼します……ちゅっ……」

　キューズのメンバーの二人が俺の前に座って、抱きつき──一人がキスしてきた。

「んっ、んん……ちゅっ、んっ、ぺろっ、んん……」

「ちゅっ、ちゅっ、んちゅ……んん……ちゅっ、んんっ……」

　続いてもう一人もキスしてきて、交互に唇を重ね──さらに、二人同時にぺろぺろと俺の唇を舐めてくる。

　さっき会ったばかりの、名前も知らない美少女二人が俺の唇を奪い合ってる……！

　ラッキーエッチっていっても、度を超してないか……!?

「わ、私たちも……」

「お、お願いします……私たちを好きにして、ください……」

　わらわらと、他の七人も俺に群がってくる。

　おいおい、この美少女包囲網──もしかしなくても、逃げられないよな!?







　最初にキスしてきた二人は、ちゅばちゅばと荒っぽく唇を重ねてきて。

　あとの七人も俺の前から後ろから横から抱きついてきて、その身体をぎゅううっと押しつけてくる。

　うおおおお、この圧倒的な美少女スメル……！

　全員が、アウローラにいてもおかしくない可愛い子ばかり。

　年齢はだいたい同じくらいだが、体格はだいぶ違う。みんな華きや奢しやなところは共通しているものの、身長が高い子もいれば、歳としを確認するのが怖いくらい小柄な子もいる。

　胸も巨乳から普通サイズ、貧乳までバランス良く揃そろっていて──

「はっ、ああ……は、早く……わ、私もキスさせて……」

「あ、あなたたちばかり……んっ、んむむ……」

　キューズの少女たちは、先を争って俺にキスしてきて、その大小様々なサイズのおっぱいも押しつけてくる。

「お、おいっ……都萌、これは……！」

「い、いや、私が命じてやらせてるんじゃない。この子たちが自分から……い、言い出したんだ。私だけ、千耶さんに……い、いろいろされているのがズルいと」

「ズルいって……」

　都萌とキューズ、主従関係にある割には妙な抗議をされるんだな……。

「この前の……ドライブのときのようなことを……自分たちもしてみたいと」

「待て、それを人に話してるのもどうなんだ？」

「い、一心同体と言っただろう……この子たちは私に仕えることには文句はないらしいが、自分たちも同じことを経験してみたいと言ってるんだ。いや、私より先のことも……わ、私と同じでこの子たちも、アレだからな……」

　アレってつまり処女ってことか……。

　いかにも経験のありそうだった聖奈やマヤでさえ処女だったからな……。

　ワルキューレ計画で出会う女の子はみんな未経験と思っていいのかもしれない。

「私に仕えるだけでは経験するチャンスはなかったが、千耶さんとならしてみたいと……みんな、私と同じ相手がいいらしい……」

「……どこまでも俺に都合のいい展開だなあ」

　ラッキーエッチの能力、だんだん強化されてないか？

　そのうち、通りすがりの美少女が抱いてと懇願してくるんじゃないだろうか。ある意味、怖いぞ。

「どうやら、私が攻略してもらいたくても、姉様がお許しにならないらしい……」

「…………」

　さすがに気づかれてたか。

「だが、姉様もキューズにまでは文句は言わないだろう。だから……私の代わりに、まずはその子たちを千耶さんにお願いする」

「お、お願いって……うっ」

　少女の中でも特に胸の大きな女の子が、ぎゅうっとおっぱいを俺の顔に押しつけてくる。うおお、このぽよぽよ柔らかい暴力がたまらん……！

「お、おい……息ができないだろ……！」

「す、すみません……ですが、私ももう我慢が……！」

「なんでそんなに発情してるんだよ！　都萌、まさか例の媚び薬やくをこの子たちにも飲ませたんじゃないだろうな!?」

「その件は忘れろ！」

　都萌は、顔を真っ赤にして畳を拳でどんと叩たたいた。

「なにも飲ませるわけないだろう。その子たちは、自分の意思であなたに抱かれたがってるんだ。だから……好きにしてくれ」

「好きにって……んっ、んん……」

　押しつけられてくるおっぱいの隙間を縫うようにして少女たちが顔を寄せてきて、俺の唇をむさぼってくる。

「ああっ、我ながら流されすぎだけど……！」

　こんな美少女たちに群がられて、紳士でいられるか！

　俺は、ラブコメ漫画の草食系主人公じゃないんだよ！

　ヤってくれっていうなら──遠慮なくヤってやる！

　手早くスーツを脱ぎ捨て、ネクタイを外してワイシャツも脱いでしまう。

「きゃっ……んっ、んむむ……んんっ……！」

　俺はさっきからおっぱいをぎゅうぎゅう押しつけていた、巨乳の女の子を畳の上に押し倒す。

　彼女が着ているブレザーを脱がし、ブラウスのボタンを外して、胸をはだけさせる。一気に水色のブラジャーもむしるように取って、おっぱいをあらわにさせる。

「ああ……！　やっ、やぁん……！」

　ぶるるんと大きな胸が跳ねるようにして現れた。乳首はほどよく可愛い大きさで、俺の好みに合っている。

「んっ、ああっ……あああ……！」

　俺はさっそくその胸にむしゃぶりつき、片手でおっぱいを揉もみながら、乳首をべろべろと激しく舐め回し、音を立てて吸い上げる。

　ヤバい、名前も知らない女の子のおっぱいをいきなり舐め回してるとか……！　もうメチャクチャすぎる！

「やっ、あっ、ああんっ……おっぱい、いきなりそんなに……はっ、あっ……ああ！」

　女の子は、長い髪を振り乱して甲高いあえぎ声を上げている。

　まったく抵抗するそぶりはなく、俺にされるがままだ──マジでヤっちゃっていいのか。

「んんっ……あっ、そんな、強く吸われたら……あんっ、おっぱい、びくびくしちゃいます……あっ、ああっ……あああ！」

　俺は、その子のおっぱいを手と口で徹底的に味わい、上半身を丸裸にさせて、ぎゅうっと抱きしめる。

　なんだこの子……身体はすらりと細いのに、肌の弾力が凄い……めっちゃムチムチしていて、気持ちよすぎる……！

「ズ、ズルいです……結音ゆん花かばかり……わ、私も……」

「わ、私も……お、おっぱ……胸を見せたら……す、吸ってもらえ……るんですか」

　俺が突然反撃に転じて、呆ぼう然ぜんとしていた八人が我に返ったように、また群がってくる。

　このムチムチした身体の少女は結音花というらしい。

　俺は結音花のムチムチした身体を隅々まで味わいながら、周りの少女たちにもキスして、はだけて見せつけてきた胸をしゃぶり、乳首を吸い、両手で二つの尻を掴んで撫なで回まわす。

　うおおお、どっちを向いても美少女の唇、おっぱい、尻、それに濡ぬれまくったパンツ！

　もはや頭の悪い感想しか湧いてこない。こんな美少女まみれの状況で、夢中になって九人のエロい身体をむさぼる以外のなにができるだろう。

「よ、よし……もういいな……」

「あっ……はい……都萌様、申し訳ありません……私が、お先に……」

　都萌は、小声で「い、いや」とかつぶやいて目を逸そらした。

　俺は都萌と、結音花の顔を確認してから──モノを取り出して、結音花のパンツを少しズラしてから一気に奥へと挿入する。

「はうんっ……！」

　結音花は正常位で一気に処女膜を貫かれ──声にならない悲鳴を上げた。ぶちぶちっと膜を破る感触がわずかにあって、すぐに先端が奥へとたどり着く。

　こ、これは……処女らしいキツい締めつけがありつつ、それでいて柔らかく受け止めてくれている。ワルキューレ候補でもこれだけ気持ちのいい中はほとんどなかったぞ……。

「んっ、あっ、ああっ……は、激しっ……あっ、あっ、あああっ……！」

　俺はあまりの快感に我慢できずに、ガンガンとモノを突き入れてしまう。奥にこつんと当たるほど深く突き、そのたびに結音花の巨乳がばるんばるんと揺れる。

　愛液が溢あふれてくるそこを何度も何度も突いてから──がばっと結音花の上から抱きついて、全身を密着させる。

　おーっ、やっぱり、ムチムチした肌の感触が最高……！　密着しすぎると腰を動かしにくいが、このムチムチ肌が充分に興奮を高めてくれる。

　結音花の中をモノでかき回すようにして味わい、抱き寄せて肌の感触を楽しみ──

　つまみ食いするみたいに、周りの少女たちの唇やおっぱいを責めることも忘れない。

「んっ、ああっ……やんっ、あっ……そ、そこはぁ……！」

「やあんっ、あっ、おっぱい、そんなにぺろぺろ……あっ、ああ！」

　そばに立つ少女のスカートをめくって、パンツの上から秘部を舐めて。

　顔に寄せられてきた、なだらかな貧乳にべろりと舌を這はわせてじっくり味わう。

「ああっ、私の中、広げられてます……奥に、大きいのが何度も当たって……！」

　他の女の子の身体でさらに興奮して大きく硬くなったモノを、結音花の奥へと激しく何度も打ちつけて──

「もっ、もうっ……もうっ、私、私、もうダメです……ああああああ！」

　絶頂に達する結音花を抱きしめながら──俺も、モノを奥まで押し込んで容赦なく白濁液をそのまま放つ。

「あっ、ああ……な、中に……き、来てる……あ、あああ……」

　どぴゅどぴゅと最後の一滴まで注ぎきってから、モノをぐいっと引き抜く。ごぼっと逆流してきた白濁液が、結音花の中から溢れ出す。その秘部からは、白い精液だけでなく、赤い血の筋も見えた。

　どうやら、都萌が言ったようにキューズは本当に未経験らしい。

　またもや、処女に中出しをキメてしまった……最高に気持ちよかった……。

「きゃっ……」

　俺はすぐに近くにいた別の女の子を抱き寄せ、四よつん這ばいにして尻をこちらに向けさせる。スカートをめくって、パンツもずるりと脱がすと──そこからは、泉のように愛液がぼたぼたとこぼれていた。

　もう他の子たちも準備はいいみたいだな……。

「あんっ……！　あっ、痛っ……あっ、あああ……！」

　ぶちぶちっと二人目の処女膜をモノで破り──奥へと達する。少女の細すぎる腰を掴み、ぱんぱんと音を響かせながらモノを打ちつける。

　くっ、この子もめっちゃキツい……！　こんなもん、長続きしないぞ……！

「わ、私も……キ、キスだけでいいですから……」

「まだおっぱい舐めてもらってない、です……ち、小さくて恥ずかしいですけど……」

　他の子たちも積極的に迫ってくる。こんな夢のような状況があっていいのか。

　少女をバックから突きながら、他の少女と濃厚なキスを交わし、かすかなふくらみを揉み、舐め回す。

　たっぷりと二人目の少女のキツい中を味わい尽くして──

「くっ……！」

「ひゃあっ!?　なっ、なんですか!?」

　俺は、射精する寸前にずぶりとモノを引き抜くと、まだそばで寝転がっていた結音花の中へと正常位で突っ込む。

　ぐぐっと奥へ押し込むと同時に──精液が迸ほとばしった。びゅるるっと二度目とは思えない勢いで飛び出していき、結音花の奥を白く汚していく。

「あっ、ああっ……な、なんで私の中で……」

「ああ、ごめん。いや、なんとなくそうしたくて……」

　本当に、なにをしてるんだろう、俺。ムチムチ肌の結音花が、すぐそばに転がってるのを見て、ついムラムラしちゃって。

　二発目も、つい結音花の奥に出してしまった……まあ、気持ちよかったから良し。

「あ、あの……わ、私も……」

　二人目の処女を奪われた少女が、涙目でこちらを見てる。最後の最後だけ、結音花に持っていかれて、ご不満なようだ。

「君も悪かったな。えーと、でも……またあとでヤるから、ちょっと待っててくれ」

「は、はい……お待ちしてます……」

　俺は三人目の少女を抱き寄せ、座ったまま正面から抱き合って──ずぶずぶとモノを挿入する。これで処女三人目……！

「あっ、ああっ、いっ、痛いっ、痛い……あああああああああああっ！」

　三人目の、ちょっと貧乳な子は痛がりながらも、入れられただけでイってしまったらしい。ぎゅぎゅっと一気に中が締まって──つい、俺もまだ動かしてもいないのに三発目を放ってしまう。

　それでもかまわずに、少しも萎えないモノをガンガンと奥へと押し込んでいく。くーっ、これはたまらん……処女喪失と同時に達した感じやすい女の子の中、すげぇいい……！

　そこからは、もう止まらなかった。

　四人目、五人目と次々と処女を奪い、初めてモノを受け入れたそこを何度も突いていく。

　いちいち体位を変え、一人の女の子の中をむさぼりながら、二人三人の唇や胸、秘部を手や舌で味わう。

　既に二十二人との乱交に及んだこともあるが──九人の美少女の処女を同時にもらうなんて初めての経験だ。

　基本的にワルキューレ候補は、一人ずつ処女をもらってる。

　例外は古詠と栞の双子姉妹の処女を一度にもらったときだけだ。

　まさか、一度に九人も処女を抱くことになるとは──最高すぎて、腰の動きが止められない！

　俺は夢中になってキューズの美少女たちの身体をむさぼり、甘い声を上げさせ、何度出してもこみ上げてくる精液を奥へと放つ。

「んっ、はっ、あああああああああああああああっ！」

　九人全員の処女をありがたくごちそうになり──

　一巡してからまた結音花を抱き寄せて、対面座位で突きまくって──彼女の絶頂とともに三発目の白濁液を注ぐ。

「はっ、ああ……す、凄い……また、私の中に……三度も、たくさん……んん……！」

　とっくに全裸になっていた結音花は畳の上にころんと転がり、ごぽごぽと白い液体を秘部から垂れ流している。

　うわぁ……俺、あんなに結音花の中に出しちゃったのか……。

　二十二人とヤったときより、興奮しまくってたかも。

　可愛い処女九人とヤりまくれるなんて、人生で二度とないだろうし、当然か……普通は、一度もないだろうが。

　広い和室には、キューズの少女たちが転がって、荒い息をしている。俺もかなり疲れているが、正直なところまだ興奮が治まらない。

　結音花のように全裸になっている子もいれば、まだ脱ぎかけでスカートすらはいたままの子もいる。

「あ、そうだ……二人目の子とやり直すんだったな」

「は、はい……お、お願いします……私の中にも……いっぱいください……」

　這うようにしてこちらに近づいてきた二人目の少女の手を引いて抱きしめ、ちゅっとキスしてから──

　壁に手をついて立たせ、尻をこちらに向けてもらう。

　白くて可愛い尻をがしっと掴んでから、一気に挿入──パンパンと音を響かせながら、目一杯彼女の中をむさぼっていく。

「あ、ああ……わ、私も……」

「お、お願いします……その子の次は、私を……」

　俺が二人目の子を立ちバックでヤりまくっていると、転がっていた子たちが立ち上がって、同じように壁に手をついて俺に尻を向けてきた。

　既に全員が一発以上出されてる。俺に向けた秘部から、トロトロと白濁液を溢れさせながら、もっとしてほしいと懇願してくる。

「わ、私を気に入ってくださったなら、ここをもっと好きに使ってください……」

　最後に結音花も立ち上がって俺に尻を向けて──九人全員が壁に手をついて俺に向けて、可愛くてエロすぎる尻を並べた。

　ヤバい、処女をいただいたばかりの美少女たちが九つの可愛い尻を並べて、入れてくれとおねだりしてくるなんて。

　常識を越えすぎて恐ろしいが、これは夢じゃなくてラッキーエッチが生み出した現実だ。

「あっ、あっ、ああっ……わ、私にちゃんと……あんっ、だ、出して……！」

「ああ、わかって……るっ！」

　俺はガンガンと二人目の子の中をむさぼるように楽しんでから、今度こそ彼女にたっぷりと中出しする。

　これで、全員にきっちり中出しをキメたな……！

「じゃ、じゃあ、まだまだ続けるぞ……！　今度は、君のここ使わせてもらう……！」

「ど、どうぞ……ああんっ……！　き、来ましたあ……！」

　隣に立っていた、六人目だった子の後ろからズドンとぶち込む。

　彼女の尻を撫で回しながら、たっぷりと奥まで突いてから──引き抜いて、隣の子にまた挿入。

　少女たちはこちらを向き、可愛いお尻を小さく振って挿入を待っている。

　俺は何度か中を突いては次の子に移動し、また別の子にぶち込み、腰を振り、ぷりんとした尻を撫で、おっぱいも揉みしだき、後ろを向かせて唇も味わう。

　ああ、もう頭がおかしくなりそうだ──

「んんっ……また私に……あっ、ああっ……！」

　次々とキューズの少女たちの中を立ちバックで楽しんでから、また結音花に突き入れた。

　後ろから覆おおい被かぶさるように抱きしめて、そのムチムチ肌を味わうことも忘れない。

　誰の中に出すか迷うところだけど、やっぱり結音花──って、あれ？

「な、なんですか……きゃっ！」

　俺は結音花の乳首をつまんで引っ張りながら、首を傾かしげた。

「そういえば、都萌がいないな……いつからだ？」

「え……？　そ、そういえば……」

　結音花のたわわなおっぱいを荒っぽく揉みながら、記憶を振り返る。

　うーん……無理だ。完全にキューズの身体に夢中になってて、他のことはまったく目に留とまってなかった。

　一度、結音花の中から抜き、また九人の中をしばらく行ったり来たりしてから。

「ん、あっ、ま、また……来ますっ……私の中に、いっぱい出して、くださいっ……！」

　と、結局また結音花に生で中出しをキメてから──

「はっ、ああっ……中から溢れてきます……」

　結音花はその場に座り込み、秘部からごぽごぽと白濁液を垂れ流している。

　あとの八人も同じような体勢になり、はぁはぁと荒い息をしてる。

　さすがに、みんなお疲れか……処女喪失の直後に、これだけ何度も抱かれれば当然だな。

　でも、俺はまだ──

「…………」

　ズボンをはき直し、ワイシャツを着て立ち上がった。

　九人の美少女とヤりまくっておいて、まだ少しも興奮が治まらないのは──

　未遂に終わったあの子と済ませてないからかも。

　どれだけ底なしになってるんだ、俺は。

「あ、あの……もしかして都萌様と……？　玖条のご当主様に止められているのでは？」

　結音花が立ち上がり、おずおずと話しかけてくる。その秘部からは、まだ精液が垂れていて、白い太ももを伝っていく。

　俺はその結音花の背中を抱き、キスしてから立ったまま彼女の胸を揉み始める。

「あっ、ま、また……あんっ……胸、敏感になってるから……も、もっと優しく……あっ、ああっ！」

「まあ、そうなんだけど……」

　凛々世からは、キューズとヤっちゃいけないとは言われてないからセーフ。詭き弁べんだろうと、セーフ。

　でも、都萌もこの前は先っぽまでは入れたんだし、あそこまでならヤっても凛々世は許してくれるんじゃないだろうか。

　キューズの女の子たちは美形ばかりで身体も最高に気持ちよかったが……極上の美少女である都萌を抱かないことには、まだ満足できない。

　ああ、俺っておかしくなってるな。ラッキーエッチで九人の処女を奪えただけで満足なんてもんじゃないはずなのに。

　この上、まだ都萌までほしがってる。

　俺こそ媚薬でも飲んじゃったかのようだ。でも……九人のキューズのおかげで高まった興奮は、まだまだ鎮まりそうにない。

　だから──







　よく見ると、庭へと続くガラス戸が開いていた。

　結音花たちに、「ちょっと行ってくる」と断りを入れてから。

　俺はその戸を開けて、そこにあったサンダルを履き、庭へと出た。

　外はもう暗くなっていたが、日が落ちてさほどの時間は経たっていない。

　九人のキューズをたっぷり時間をかけて味わったつもりだったが、焦ってがっついちゃってたのかも。

　砂利が敷かれた小道を少し進むと、東あずま屋やが見えた。

　そこに──桜色の着物の少女が座っていた。東屋のそばに灯あかりもついていて、都萌の顔がはっきりと見える。

「ああ、千耶さん。ようやくか」

　都萌はぽつりと言うと、立ち上がった。腰には例のイベント用日本刀も差している。

「ずいぶんたっぷりと楽しんだようだな」

「ま、まあ……おかげさまで？」

　皮肉な口調だったけど、当然だろう。都萌が選びに選んだ女の子たちを、まとめていただいちゃったんだ。都萌としては、複雑な気持ちになるに決まってる。

「別に責めているわけじゃない。さっきも言ったとおり、キューズたちが志願したことだ。それに、見ていれば嫌々かどうかくらいわかるしな」

　都萌は、顔を赤らめる。どこまで見てたか知らないが、俺とキューズがなにをしたかははっきりわかってるよな……。

「では、私のほうもお見せしようか」

「え？」

　都萌は、すすっと滑るようにして一歩を踏み出し──剣を抜いて舞い始めた。

　黒いポニーテールと、桜色の着物を翻ひるがえして軽やかに踊っている。地面を力強く踏みながらも、まるで足音がしない。宙を舞っているかのようだ。

　ひゅっひゅっと空気を鋭く斬り裂いて剣を振り、時々ぴたりと止まっては鮮やかにポーズを決める。

　このところ何度も都萌の剣舞を見てきたが、今までで一番の仕上がりだ。文句のつけようのない、目を奪われてしまうほどの舞いだった。

　本番では音楽が流れるが、そんなものは必要ないのかもしれない。

　月に照らされた美しい庭園で、黒髪で桜色の着物を纏まとう少女が、銀の刃やいばを手に踊る。

　俺みたいな風情を解さない野や暮ぼな人間でも、詩の一つも口ずさんでしまいそうな光景だった。いや、口ずさまないけどな。

　都萌は、流れるように剣舞を終えると──

「…………！」

　最後に高く跳び、俺の前に着地して──刃を横に薙ないで俺の首に触れるか触れないかのところでぴたっと止めた。

「……と、都萌？」

　つうっと俺の背中を冷たい汗が伝っていく。

　イベント用に打った日本刀の刃は研がれていないため、紙を切るのも難しいらしい。

　それがわかっていても、刃をつきつけられるのは恐ろしすぎる。

「この剣舞は本来、遠い昔に武宮が玖条に屈し、玖条当主から命じられて座ざ興きようとして舞ったもの。それが代々我が家に受け継がれてきた」

「……最後の一振りはなんだ？　前に見たときはこんなのなかったよな？」

「これが武宮の舞いの本来の形だ。ただの座興のために踊らされた武宮の怒りが込められた一振り。いつか、玖条の御み首級しるしを頂戴する決意の表れでもある」

「そりゃ物騒なことで……」

　そろそろ剣を引っ込めてくれないだろうか。斬れないとわかっていてもぞっとする。

「……凛々世は知ってるのか、この舞いの本来の形ってやつを」

「当然だ、玖条はそんなに甘い相手じゃない。武宮は玖条と千年付き合ってきたんだ。あの家の恐ろしさは誰よりも知っている」

「いや、恐ろしいのは武宮のほうじゃないか……？」

　座興のドサクサで玖条の当主を斬る覚悟があったってことだからなあ。

　そんなこと実行したら、血で血を洗う修羅の始まりだ。平和な時代のサラリーマンには想像もできない世界だが。

「周りから見れば、どちらも恐ろしいだろう。ただ──千耶さん、あなたも恐ろしい」

「は？　俺……？」

「凛々世姉様が認めた男だ、恐ろしいに決まってる」

　都萌は冷静に言うと、やっと刃を引いて鞘さやにチンと収めた。

　よかった……もしかしたら、マジで首を取られるのかと疑ったよ。

「キューズの九人、理由はどうあれ本当にあなたに身体を許すとは思わなかった。それも、あんなに必死になってあなたを求めるとは。ラ……ラッキーエッチなんてふざけた話だと思ったら、あれほどまでに身も心も支配してしまうとは」

「支配してるってわけじゃ……なんとなく、上手うまくいくって感じで……」

　俺にも、ラキスケやラッキーエッチを発動する理由はよくわからん。そういうものだとしか言いようがない。

「ワルキューレ計画は、集めた候補たちが揃って難のありすぎる者たちだ。彼女たちのすべてを知り尽くすことなど不可能だと思っていたら──千耶さんが現れ、次々と候補たちを丸裸にしていった」

　丸裸って物理的な意味だろうか……。

「仮に計画が成功するとしても、まだずっと先の話だと思っていた。だが、ふたを開けてみればどうだ。スルスルと、既に三人のワルキューレが選び出され、あわせて二十一人の攻略が済んでいる。もう、九人全員が選び出されるのは時間の問題だ」

「それは、そうなるように凛々世が指示して進めてるんだから、当然だろう」

　多少スケジュールが狂うことはあっても、今のところ大きな問題は発生していない。

　むしろ、大きな問題があるとしたら──都萌の存在か。

「先代の玖条は男だったから、グループ内での地盤はもろかった。玖条の当主は女でなければという意識は、今も一族に色濃く残り、玖条の周囲も同じく思っている」

「凛々世が当主になれば、玖条は安泰ってわけだな」

　千年の昔、玖条をのし上がらせたのは一族の女だったとか。

　それ以来、原則的に玖条の当主は女が当たり前で、先代の凛々世の父親は男なのでグループ内での立場が弱かった──そんな話は前にも聞いてる。

「安泰になられては困るんだ、武宮は」

「……もしかして、マジで玖条の寝首をかこうとしてる？」

「玖条の一族の強大さはよく知っている。だが、不意をついて寺を囲んで攻め潰すようなやり方では、三日も天下を取れない」

「結局、武宮が次のターゲットにされるだけだな」

　玖条グループで力を持ってるのは、玖条と武宮だけじゃないんだろう、たぶん。

　俺、もうちょっと玖条グループ内の力関係を知るべきかな？

「武宮の望みは、玖条の弱体化だ。まだ首を取るところまでは考えていない。玖条の当主一人と武宮の家そのものの心中では割に合わないだろう」

「……ちょっと待て、現実的な考えでけっこうだけど、それを俺に教えていいのか!?」

　別に派閥には属してないけど、俺は間違いなく凛々世サイドの人間だぞ。

　俺、なにしに来たんだっけ？　確か興奮が治まらなくてきたのに、違う意味で興奮させられてるぞ。

「千耶さん、あなたには望むものを差し上げられると思う。玖条には及ばなくても武宮にもそれなりに力はある。たとえば、あなたが何不自由なく暮らせる金銭や環境だ」

「……働かなくてもメシが食える身分か。最高だな」

「真ま面じ目めな話だぞ、千耶さん。働きたいならそれなりの地位を用意できるし──それに、キューズの九人もあなたに今後も身を捧ささげることをみずから望むだろう」

「マ、マジか……」

　今日、まとめて九人の処女をもらっただけじゃなくて、今後もあの美少女たちと好きにヤりまくれる……？

「好きに生きられる環境、あなたの能力で好きにできる可愛い女たち、どちらも武宮ならあなたに与えられる」

「……それで、俺に武宮のほうにつけって？」

　こういうのもヘッドハンティングというのか。俺の会社じゃ、そんなもんとは無縁だと思っていたが。

「他にもあなたが望むものがあれば、なんでも」

「そこまで好待遇をするような相手でもないだろ、俺は」

「いいや、そこまでする相手だ。私は、千耶さんの……そ、その……ラキスケとやらなら、いくらでも受け止める覚悟だった。だが……さ、最後まで許すつもりは少しもなかったんだ。なのに……あ、あんなことに……」

「…………」

　寸止めですらなく、先っぽまで入れちゃったもんな……。

　まだ処女だとしても、あれはラキスケの範囲は超えてたんじゃないか。

「それに、今日のキューズの九人とのこと……あなたの能力があれば、私もワルキューレの候補たちも全員攻略されるのは時間の問題だ。それが終わったら、姉様は足場を完全に固めてしまう」

「……おまえは、凛々世を尊敬してるんじゃないのか？」

「私は武宮だ。武宮の者ならば、常に玖条へ向ける刃を背中に隠してる！」

　都萌は、腰に差した刀の柄つかに手を置いた。

「だから、私の味方になれ、千耶伊智也！　あなただ、あなただったんだ、玖条との戦いで鍵になるのは！　もう時間がない、これ以上あなたの攻略を受けていたら──私はなんの取引もなく、あなたに身も心も奪われる！」

「すげー告白だな……」

　そりゃ、都萌の処女もいただくのは時間の問題──いや、今日この場でもらうくらいのつもりだった。

　都萌は、武宮の次期当主としての役目を果たそうとしている。

　ワルキューレ計画に首を突っ込んだのも、凛々世が足場を固めるのを妨害するため。

　凛々世が読んだとおりで、都萌は俺みたいなイレギュラーのせいで武宮の目的を邪魔されるのを恐れてる。

　だから、俺の危険性にはっきり気づいた今、味方に取り込もうとしてる。

　キューズの九人は正直言って魅力的だ。正直、あの九人の誰も手放したくない。マヤの件に続いて、また独占欲が全開だ。

　都萌が持ちかけてきた話は、俺みたいなサラリーマンには魅力的なんてものじゃない。宝くじに当たるより、もっと夢がある。

　夢はある、夢は──

　俺は、ネクタイを取り出して、きゅっと締めた。

「申し訳ありません、武宮さん。お申し出はありがたいのですが、今回はお断りさせていただきます」

　サラリーマン生活で何度となく体験してきたとおり、姿勢を正して頭を下げる。

「千耶さん……やはり、玖条は裏切れないということか？」

「俺は、自分の会社が玖条グループってことはほとんど意識してないよ」

　頭を上げて、都萌の目を見つめる。

「ただ、俺の上司は玖条凛々世だ。それを裏切るようじゃ、サラリーマンじゃない。いや、上司は裏切れないなんて綺き麗れい事ごとは言わない。でもな、俺の上司は凛々世なんだよ」

「……そんなに凛々世姉様が好きか」

「好きか嫌いかっていうのは重要だろ、会社でも。好きになれる上司なんて貴重だぞ。俺はあいつが工く藤どう凛々世だった頃も、玖条凛々世になった今も──」

　好き、とはっきりは言えなかった。そこまで人前で言えるほど開き直れない。

「……って、もしかすると俺、マジで首を取られちゃうのか？」

「馬鹿なことを。口封じなどして私になんの得がある。武宮の野心くらい、姉様はよくご存じだ。あなたを取り込もうとすることまでお見通しだろう。だからこそ、私とあなたを見張っていたんじゃないか」

「…………」

　そうかなあ、ただ嫉妬して、俺と都萌がヤらないように監視してた気が。

　それも、俺が取り込まれるのを阻止してたと言えなくもないけどな。

「私のところへ来てくれないのなら……ここまでか。オープニングイベントまでに攻略は終わらなかったな、千耶さん」

「……いや、まだ終わってないぞ」

　そうだった、ここに来た目的を思い出した。そこには、もう玖条も武宮も関係ない。

「都萌、おまえは──おまえだって、凛々世が好きなんだろう？」

「……急になにを。私は武宮だと言っただろう。武宮はあくまで、玖条の支配を覆くつがえすために存在する。千年もそうしてきて、私の代でも変わらない。おそらく、千年後だって同じだろう」

「千年前とか千年後の話を聞いてるんじゃないんだ。今、ここにいる、都萌の気持ちを聞いてるんだよ」

「…………」

　都萌が、わずかに目を見開いた。刀の柄にかけたままだった手が、落ち着きなく動いている。

「都萌、おまえも凛々世のことが好きなら──武宮の思惑なんか関係ない。武宮が玖条の首を取りたかったら、それこそ千年後にでもやればいい」

「また馬鹿なことを。玖条は、私たちが千年でも戦い続けなければ──」

「だから、大事なのは都萌の気持ちなんだよ！　俺だって──ああ、凛々世が好きだ！　そうだよ、凛々世が好きじゃなきゃ、ワルキューレ計画とか馬鹿みたいな仕事をやってられるか！」

「ひ、開き直ったな、千耶さん……」

　結局、俺の気持ちを言っちゃったじゃないか。凛々世本人にだって言ってないのに。

「都萌、おまえも凛々世が好きなら──俺に協力してくれ。ワルキューレ計画を成功させて、あいつを守ってやろう。俺はおかしな力を持ってるだけのサラリーマンだけど、そのおかしな力が役に立つなら凛々世のために使う！」

「……あなたは欲望のままに動いてるだけじゃないのか？」

「まあ、最近はそういうところがなくもない」

　ただの歳くった童貞だったのに、いつの間にやら美少女たちとヤりまくれるようになって、タガが外れちゃったなあ……。

「それでも、俺の力は少しは凛々世の役に立ってるみたいだ。候補はみんな、可愛い女の子たちだし、あの子たちとの仕事も楽しい。俺は、凛々世のためにも自分のためにも仕事を続けていきたいと思ってる」

「……あなたがどう思うかは自由だ。武宮の私は、楽しいかどうかなんて──」

　言いかけて、都萌は顔を伏せる。

　これまでの都萌を見ただけでも、凛々世への好意が本物なのはわかる。

　玖条への反乱なんて、ただ家の事情を背負わされてるだけだ。やりたくない仕事をやらされてるだけだ。

　でも、都萌にはやりたい仕事をできるチャンスがある。俺と一緒にワルキューレ計画を成功に導ければ、都萌のためにも凛々世のためにもなるはず。

「都萌」

「……んっ!?」

　俺は一歩前に出て、都萌の肩を掴んで唇を重ねた。

「いっ、いきなりなにを……！　もう私の攻略は終わったんだぞ！」

「勝手に終わりにされても困る。俺の仕事は、ワルキューレ候補の攻略だ。それを中止にできるのは凛々世だけだ」

「……私の攻略は、凛々世姉様が止めてるんじゃないのか」

「たまにはスタンドプレーもアリだろ。最終的に凛々世の利益になれば、あいつも文句は言わない」

　おお、俺ってば成長したのかもしれない。ただ言われるままに仕事をこなす社畜から、言われてもいない仕事にも手を伸ばす社畜に。

　どっちにしろ社畜かよ！

　ノリツッコミはともかく、俺は都萌を攻略する。

　たとえ、本人が拒否しても──







「んっ、んんっ……んっ、ちょ、ちょっと待──んんっ！」

　俺は都萌にキスしながら、東屋の中へと彼女を押し込んでいく。

　そのまま、屋根の下の座席に彼女を座らせ、俺もその隣に並ぶ。

　何度もキスしながら、都萌の桜色の着物を強引にはだけさせる。

「ま、待てと言って──ま、まさか、こんなところで!?」

「人払いはしてるんだろ？」

　キューズとあれだけヤりまくっても、邪魔は一切入らなかった。もともと、まだオープンしてない建物だし、立ち入り禁止にするのは都萌には簡単だっただろう。

「そ、それはそうだが……んっ、だから待てと……んんんっ……！」

「さっき、このままだと俺に身も心も奪われるとか言ってたよな。覚悟はできてたんじゃないのか？」

「で、でも……い、いきなりでは……んんっ……！」

　着物の構造はわかりにくいが、前をはだけさせると、普通の白いブラジャーが現れた。サラシでもなく、着物用の下着でもないのか。ちょっと意外だ。

「……もしかすると、脱がされることも予想してたのか？」

「そ、そんなことは……あっ……！」

　俺は、ブラジャーをずらして、都萌の95センチおっぱいをあらわにさせる。

　おお、何度見ても感動的な大きさ……！　これだけでかいのに、まったく形も崩れてなくて、ロケットみたいなおっぱいを維持してるなんて！

「やっ、あっ、ダメ……ダメだ……わ、私はもうワルキューレ候補として攻略される資格が……あんっ、あっ、ああああ！」

　俺はおっぱいをわしづかみにしてぐにぐにと揉み、乳首をつまんで引っ張ってやる。

「だから、俺も都萌も中止にはできないんだよ。それに、このおっぱいも嫌とは言ってないな」

「ば、馬鹿なことを……んっ、あっ、やめっ……ああんっ！」

　都萌の乳首は、俺の愛あい撫ぶに反応して、ぴーんと硬く尖とがってる。

「ああっ、んっ、あああ……！　や、やめ……あっ、あんっ、おっぱい、責めすぎ……あっ、ダメだと……ああああああ！」

　おっぱいに舌を這わせてべろべろと舐め回し、乳首を口に含んで音を立てて吸う。

　ああ、美味おいしい……和風美少女のロケットおっぱいも桜色乳首も最高すぎる！

「ダメっ、あっ……あんっ、ダメ……胸がびくびくして……あっ、あっ、あああ！」

　乳首を甘あま噛がみすると、都萌は座席の背もたれに背中をぶつけるようにして大きく身体をのけぞらせ、絶頂へと達した。

　やっぱり、かなり感じやすい身体みたいだな。これなら……。

「お、おい……もういいだろう……こ、これ以上は……あっ、こら……！」

　袴はかまごと着物の裾を大きくめくり上げると、上と同じく白いパンツが現れた。今日は動物プリント無しの、真っ白なパンツだった。

「うわ……す、凄い……もうこんなにぐしょぐしょになってるぞ……」

　パンツの中に手を突っ込むと、そこは洪水のように溢れまくっていた。

　まだキスしておっぱいを責めただけなのに、こんなに……。

「し、仕方ないだろう、私も途中までキューズとあなたのを……み、見てたんだ。あんないやらしい姿を見せられたら、私だって……」

　俺とキューズのセックスを見て、都萌もずいぶん興奮してたらしい……。

「はあっ……！　んっ、あっ、ああああ……！」

　俺は、都萌のパンツの中に手を突っ込んだまま、指で軽く入り口をいじる。ぐりぐりと指先で中を責めると、都萌は身体を細かく震わせる。

「中、すげぇキツそうだな……先っぽを入れただけでよく我慢したよな、俺」

「さ、先っぽとか言うな……あっ、ダメ……も、もう許して……あんっ、あっ、ダメっ、ダメっ……ダメぇぇぇぇぇぇっ！」

　俺に入り口をしつこくいじられて、都萌はびくびくっと大きく身体を震わせて、中から大量の愛液を噴き出させた。

　おお……今度はかなり派手にイったみたいだな……。

「ダメだ……身も心もあなたに奪われたら……私は武宮じゃなくなってしまうかもしれない……そ、そんなの怖こわ……あっ……！」

　俺はズボンのファスナーを下ろして、ガチガチになったモノを取り出す。

　九人の美少女相手にヤりまくってたいして時間も経ってないっていうのに。

　もうそれは、キューズたちの処女を奪ったとき以上に硬く大きくなっている。

「ま、待ってくれ……そ、それは……あっ……」

　俺は立ち上がって、はち切れんばかりのモノでぐいぐいと都萌のおっぱいを責め、先端で乳首をこする。

「な、なにをして……んっ、んん……やっ、やんっ……そんなので私の胸、あっ……やっ、やんっ、ああっ……」

　都萌の声が可愛くなってきた。さっきから嫌がってるように見えるが、逃げるそぶりもないし……。

「あっ……こ、こら……あっ、ダメ……」

　さらに、今度はモノを都萌の可愛い顔に当てる。意味もなく、モノの先でぷにぷにと柔らかい頬ほおをこすったりしてから──

「んっ、んむむ……んっ……！」

　都萌の口にモノをずぼっと突っ込み、頭を掴んで中でこすっていく。

　おお、黒髪ポニテ美少女のフェラチオ、やっぱりたまらんな……。

「んん……んっ、んむっ、んっ……んんっ、ん……んん……！　んっ、んっ、んん！」

　都萌は俺のモノを口いっぱいに頬張ったまま、涙目で俺を見上げてる。美少女は口の中まで気持ちいいんだな……。

「んっ、んん……んむむむ……ぷぁっ……こ、こんなに硬いのが……わ、私の中に入ろうとしてたのか……こ、これ……んっ、んむむ……」

　一度引き抜いてから、また都萌の口に突っ込んで、軽く数回こすってから──

「もう限界だ。そろそろ……いいよな？」

「いいよなって……ま、まさか!?　ま、待て……前みたいに先だけなら入れてもいい。そ、それで我慢してくれ。く、口も胸も好きに使っていいから……」

「…………」

　俺は都萌を座席の上に横たわらせ、邪魔な着物や袴の裾を持ち上げ、ついでにパンツも下ろして秘部を露出させた。

「んっ、こら……なにをして……あっ……あああ……！」

　モノで割れ目をぐりぐりとこすり、時々先端をあてがい、外してまたこする。

　それを何度も繰り返していると──秘部からさらに愛液が溢れてきた。

「や、やめ……んっ……もうこれ以上は……む、無理……ゆ、許して……そんなの、私には……無理だ……」

「……都萌？」

　都萌は俺の身体を押して、今度はこっちを座席に寝転がらせた。

　仰あお向むけに寝た俺の上に、都萌がまたがってくる。

　袴の裾をめくり上げ、秘部を剥き出しにして──

「もう……無理、無理だ……こんなの……は、入るわけがない。先だけ、先だけだからな……そ、それで我慢して……」

　都萌は俺にまたがり、モノを掴んでみずからの秘部に導いていく。

　先だけと言ってるくせに、都萌の中は吸いつくように俺のモノをくわえ込んで。

　騎乗位の体勢で、ずぶずぶとモノが都萌の奥にまで入り込み──

「んっ、はぁっ……は、入ってくる……こ、こんなの……ダ、ダメ……私の全部が、奪われる……あっ、あっ、痛っ、痛い……ああ、ああっ……ああああああっ！」

　ぶちぶちぶちっとこれまでにない確かな感触が先端から伝わってくる。音が聞こえそうなほど、はっきりと処女膜を突き破って──

　ずんっ、とモノが一番奥へとあっさりと飲み込まれた。

「はっ、ああ……こ、こんなの……いけないのに……わ、私……私の奥に、あなたが来てる……あああ……！」

　都萌は俺のモノをくわえ込んだまま、ゆっくりと腰を動かし始めている。

　俺たちが繋がった部分には、彼女の秘部からこぼれた赤い液体が──やはり、ドライブのときのアレではまだ処女膜は無事だったらしい。

「んんっ……！　うっ、あっ、あああっ……ずんずんお腹なかに響く……あっ、こんな、大きいのか……あっ、私の中、太いのでいっぱいに……！」

　少しずつ、都萌の動きが加速していく。鍛えられているからなのか、腰を振る動きが速く力強い。

　都萌の中は他の誰よりも狭くて、俺のモノを強く締め上げてくる。こんなに気持ちいい中は初めてかも……！

「すげぇな……お嬢様は、こんな部分まで気持ちよく育つのか」

「ま、また馬鹿を……そ、そんなわけが……んっ、んんっ……！」

　都萌は否定しながらも、腰を振る動きを止めない。ぱんぱんと互いの身体がぶつかる音が響く。

「はあっ、あっ、私の中、千耶さんので……あっ、かき回されてっ……あっ、ああっ、んっ、ああああっ！」

　都萌の動きは加速する一方で、さらに俺のモノを気持ちいいところで味わおうと腰をくねらせ、角度をつけてこすり上げてくる。

　着物ははだけたままで、尖った形のおっぱいが、ぶるんと上に大きく跳ねては下に戻り、また跳ねていく。

　くっ、中が気持ちよすぎる上に、俺の上で身体を揺らす美少女おっぱいがエロすぎる。

「あっ……あんっ、ダメっ……あっ、千耶さんっ……ああああっ！」

　俺は我慢できなくなって、都萌の細い腰を掴み、こちらからも中を突き上げていく。

　ガンガンとモノが何度も都萌の奥に当たり、おっぱいがさらに大きく跳ね始めた。

　俺は、ぶるんぶるん揺れるおっぱいを下から持ち上げるようにして揉み、乳首をつまんでこりこりとこすり、また突き上げる。

　東屋の座席の上で、都萌が黒髪ポニーテールを激しく揺らして、淫らな声を上げ、俺のモノをむさぼってる。

　俺もまた、都萌のおっぱいを荒っぽく揉みまくり、都萌の腰の動きに合わせてモノを突き入れていく。

　都萌の中が何度も俺のモノを強く締め上げてきて、あっという間に限界へと達しそうになる──

「と、都萌……！　もうそろそろ……！」

「ま、待て……まさか……ダ、ダメだ、それだけは……も、もう私になにをしてもいいが、それだけは許して……中に出すのは、許して……あっ、あんっ、あああああっ！」

　都萌は哀願するように言いながら、腰の動きをさらに速めて、奥へ奥へと俺のモノを導いていく。

「はうんっ……！」

　都萌の甘い甘いあえぎが上がった。

　秘部からモノが抜ける寸前まで腰を上げてから──都萌は、一気にずんっと腰を叩きつけるように下ろしてきた。

　モノが根元まで入り込んで、都萌の一番深い部分に先端が触れ──彼女は、腰を強く押しつけたまま、俺に抱きついてきた。

　都萌、言ってることとやってることが違いすぎ──

「と、都萌、俺もう……くっ！」

　都萌の深い部分に触れたのと同時に──モノの先端から白濁液が迸ほとばしった。

「あっ、あっ、ああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　都萌はロケットおっぱいが潰れるほど、ぎゅうっと抱きついてきて、深くに俺のモノをくわえ込んだまま、腰も押しつけてくる。

　その間も、放たれた精液は都萌の最奥へと注ぎ込まれていく。もう俺にだって止められない……！

　びゅるびゅると大量に出て止まらない。九人の美少女相手にヤりまくったあととは思えないほどだった。

　俺は、背筋が震えるような快感とともに、精液をすべて注ぎ終えると──

「は、はぁ……んっ、ちゅっ……」

　都萌はそれを待ってたように、顔を寄せてきて唇を重ねてくる。俺もそのキスに応えて、優しく舌を吸ってやる。

「ダメなのに……わ、私、あんなに……ああああ……」

「本当、凄かったですね」

「…………っ!?」

　突然聞こえてきた声に、都萌が慌てて身体を起こす。ずぶっとモノが抜けてしまう。

　俺も声がしたほうを見ると──

「先輩もなかなか恐れを知りませんね。武宮の令嬢にまで容赦なく出しちゃうなんて」

　いつものピンクスーツ姿の凛々世が、困ったように笑っていた。

「わ、凄い……都萌の中から、白いのがいっぱいこぼれてきてますね……」

　凛々世は、目を丸くして都萌の秘部をまじまじと見ている。

　そこからは、たっぷり溢れてきた白濁液と、破は瓜かの血が──

「り、凛々世……おまえ、いつから？」

「それは黙っておきましょう。でも、せっかくの初体験、邪魔をしないように気を遣ったんですよ」

「気を遣ったっていうのか、それ……」

「キューズの子たちの処女を、みんなが見てる前で奪いまくった人に文句を言われたら、あたし傷ついちゃいますねえ」

「…………すみません」

　確かに、初めての体験くらいは一対一でヤりたいかも。いや、初めてじゃなくても普通は一対一でしかヤらないが。

「先輩の、ずいぶんよかったみたいですね、都萌。初体験が気持ちいいなんて幸せじゃないですか」

「ね、姉様……千耶さんに身を任せて、よかったんだろうか……わ、私は武宮の……」

「はいはい、武宮武宮ってうるさいですよ、都萌。そんなに武宮が好きなら武宮の子になっちゃいなさい」

「武宮の子ですよ！」

「おっぱい揺らしながらツッコミ入れられたの、初めてです」

「あっ……」

　都萌は、慌てて胸を腕で隠して、ついでに俺の上から離れる。

「ふーん、都萌まで先輩のアレで処女をなくすなんて。これが、あたしの幼なじみに処女中出ししちゃったイケナイ子ですか」

「うっ……」

　凛々世は屈かがんで、まだ勃起したままのそれに口を近づけて──ぺろりと先端を舐めた。

　少しだけ付着している精液を舐め取り、ちゅうちゅうとモノを吸い始める。

「んっ、んんっ……ちゅっ、ちゅっ、ぺろぺろ……んっ……あ、硬くなってきました」

「ね、姉様！　姉様がそんなことを……！」

「あなたはあたしの妹みたいなものでしょう。あなたが受け止めきれなかった分を、あたしが掃除してあげてるんです」

「そ、それなら私が……！　んっ、ちゅっ、んん……」

「…………っ」

　俺は思わず声を上げそうになった。

　まだ東屋の座席に寝転んだまま、凛々世と都萌が顔を寄せ合ってモノを争うように舐めている。

「それなら──もうちょっと先輩を楽しませてあげましょうか。都萌、あなたが先輩のものになったってことを、あたしに見せてくださいよ？」

「……わ、私はもう……千耶さんにすべて捧げてしまった。だから……」

「じゃあ、都萌の大事なものを全部奪ったこれ、あたしも味わってみますか。ちゅっ」

「わ、私も姉様と一緒に、もっと……ちゅっ……」

　凛々世と都萌が、二人揃って俺のモノに口づけてきた。

　おいおい、まさかここで、凛々世と都萌、この二人と──？







「んっ、んむっ、せ、千耶さんの……またこんなに……んん……んっ……ふあっ!?」

「んむむ……んっ、んっ、先輩の、やっぱり大きい……きゃっ」

　びゅびゅっ、と二人のダブルフェラでさっそく一発出してしまい──

「んっ、んん……ふぁ……はむっ、んっ……先輩の、ごっくんしてあげますね……」

「わ、私も飲ませてくれ……んっ、んんっ……んむむ……」

　まずは、モノの先端をくわえていた凛々世が吐き出された精液をごくんと飲んで。

　争うようにして、都萌も先端に顔を寄せて、凛々世が放したモノをくわえて、まだ溢れていた精液を飲み、先端をぺろぺろと舐めてくれた。

　凛々世と都萌の二人のおしゃぶりに加えて、飲んでもらった上に、お掃除とか最高すぎるだろう……！

「もう……先輩ったら、そんなに焦って出さなくても。それじゃ、都萌……」

「ね、姉様？」

「んっ、こう、ですか……んっ、大きさでは……都萌には勝てませんね」

「わ、私など下品に大きいだけで……うっ、こら……千耶さんの、また元気に……！」

　俺は今度は東屋の座席に座って、その前に凛々世と都萌が屈み込んでる。

　凛々世もブラウスを脱いで下着も外し、胸を露出させて、その88センチのおっぱいで俺のモノを挟んでこすってる。

　都萌も、凛々世とおっぱいを互いに押しつけ合って、その間にモノを挟み、ずりずりとこすっていく。

　今度は、凛々世と都萌、二人のダブルパイズリとは……！

　凛々世は都萌に見み栄えを張ってるのか余裕のありそうな顔で、都萌は凛々世を気にしながら必死に俺のモノを胸で挟んでこすってる。

　ダブルおっぱいの柔らか圧力、凄すぎる……！　ふにふに、ぷるぷるした二人のおっぱいが、モノに押しつけられ、上下にずりずりされてしまう。

　二人はパイズリしながら、時々モノを根元から先端まで舐めたり、口に含んだりしてくれる。

　こんなもん、とてもじゃないけど長くもたせられない……！

「んん……んっ、あっ……あっ、きゃっ……せ、先輩……！」

「ああっ……あ、熱い……熱くて白いのが……ね、姉様と私に……！」
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　俺は、二人のおっぱいに挟まれたモノの先端から精液を吐き出してしまう。

　飛び出した白濁液が、凛々世と都萌の可愛い顔を汚していく。

「もう……さんざん出したでしょうに、まだ出るんですね……んっ、こんなに濃いなんて……えっちですねえ、先輩は」

「は、ああ……あ、熱いのが……こ、こんなのが私の奥に出されたのか……」

　凛々世と都萌は、顔にかかった精液をぬぐい、感心したように見ている。

　ああ、可愛い後輩と黒髪ポニテ美少女が顔がん射しやで汚されてるとか、エロすぎ……！

「先輩、あたしたちに興奮しすぎじゃないですか？　いくらあたしと都萌が可愛いからって、まだできちゃうなんて」

「ね、姉様が……魅力的なんだろう。私は、姉様の前ではオマケで……」

「そんなことありませんよ。先輩、こんなのはどうです？　ほら、都萌」

「えっ？　姉様……こ、こんなの……！」

　俺は座席にまた寝転んで──

　凛々世と都萌が向き合うようにして、俺の上にまたがってくる。

「んっ、んんっ……はっ、あっ……もうこんなに硬く……やんっ」

「こ、これ……本当にいいのか？　は、恥ずかしすぎるんだが……！」

　凛々世は既にスカートも脱ぎ捨てて、白いパンツだけになっている。

　パンツ越しの秘部をモノに押し当てて、ぐいぐいとこすっていく。

「はんっ、あっ、これ……な、中に入れられるより……変な、感じ……！」

　都萌のほうは、剥き出しの秘部を同じようにモノに押し当てて割れ目の上を往復させている。

　凛々世と都萌、二人が互いに秘部を押しつけ合うようにして──その間には、硬く勃起した俺のモノがある。

　くううっ、まさかこの二人が秘部でモノを挟んでこすってくれるとは……！

「んんっ、はっ、ああっ……先輩の、硬すぎ……んんっ、こんなのが気持ちいいんですね、あんっ、びくって跳ねて……あんっ、ダメっ、勝手に動いちゃ。入っちゃうじゃないですか……あっ、ダメですってば……！」

「はうっ、んっ、ね、姉様……んっ、私の、中から溢れてくる……！　あんっ、硬いの、私のここ、ずりずりしてる……！」

　凛々世と都萌は俺の上で激しく腰を振り、秘部で竿さおをこすっている。

　柔らかぶるんぶるんのおっぱいが、弾むように揺れて──俺の興奮をさらに煽あおっていく。

「んっ、あっ、あっ、あっ、先輩、先輩の……びくびくして……あっ、ああっ！」

「千耶さん、来るっ、来るっ……わ、私、また……ああっ、あんっ、あああああ！」

　凛々世と都萌の秘部に挟まれていたモノの先端から、びゅるるっと白濁した液体が勢いよく噴き出した。

　白い精液は、凛々世と都萌、二人のすべすべしたお腹を汚していく。

　ヤ、ヤバかったな……今の。凛々世と都萌のあそこで素股されちゃうとは。

　もう何度も都萌の中に入ったあとで素股なんて──と思ったら、二人に挟まれることで普通に挿入するより気持ちよかったりして。

　エロすぎるだろ、この二人……！

「はあっ、あっ……さ、さっきより出てるじゃないですか。あ、あたしたちのおっぱいより、ここが気持ちよかったんですか？　ホント、えっち……」

　凛々世は、座席に腰を下ろして、俺のモノの先端を指先でぐりぐりといじり出す。

「ま、まだ出てる……千耶さんの熱い精液、もっと……」

　都萌も、愛いとしそうにモノを軽く掴んで、こすこすとこすり始めた。

　射精したばかりだというのに、二人の愛撫ですぐにモノが硬くなってしまう。

「じゃあ、もっと奥にお願いしちゃいましょうか？　都萌の乱れた顔、近くであたしに見せてください……」

「ね、姉様……ううっ……せ、千耶さん……いいのか？　私の身体、もっと千耶さんのをほしくなってて……た、頼むから……私の奥にもっと、出してほしい……」

「…………っ」

　あー、我慢できないって！　そんな本気で懇願する目を向けられて、遠慮する奴やつなんかいるか！

　俺は──都萌を座席の上で四つん這いにさせ、着物の裾をめくってエロい尻を掴み、後ろから激しく貫き始める。

「あっ、あっ、また来た……！　あっ、こんな、凄いの……あっ、あっ、さっきより激しいっ……！　あっ、あっ、ああああああっ！」

　俺に突かれながら、都萌は何度も絶頂に達して、そのたびに愛液を激しく噴き出す。

　バックからの挿入が都萌にはだいぶ効果的らしい。奥をしつこく突かれ、都萌は激しくあえぎ、ポニーテールも揺れている。

「む、胸っ、胸も……いじめてくれっ……あっ、ああっ……！」

　言われたとおりに俺は後ろから手を伸ばして都萌の尖った巨乳を掴み、わしわしと揉んで、その間にも奥へとモノを叩たたき込こみ続ける。

「せ、先輩……あたしも……んっ、ちゅっ……」

　凛々世が横から抱きついてきて、唇を重ねてくる。ちゅばちゅばと舌を絡め合う。

　開いてる片手で凛々世のおっぱいも揉み、都萌のロケットおっぱいとあわせて楽しませてもらう。

　凛々世と都萌の二人と３Ｐ──こんな最高の状況、長く耐えられるわけもなく。

　俺は、容赦なく都萌の中に二回目の精液を注ぎ込む。

「あっ、あああっ……ま、また私の中に……だ、出されてる……あ、ああっ、まだ出てる……わ、奥に……精液がいっぱい……」

「わあ……先輩、本当に容赦ないですね……イケナイ先輩に、ちゅーしちゃいますよ」

　都萌の奥に突き入れたまま、凛々世と唇を重ねる。

　ああ、たまらん……中出しだけでも気持ちいいのに、凛々世とキスしながらなんて。

　凛々世とちゅっちゅとキスしつつ、白濁液を全部出し切って──

「あっ、ふあっ……ま、また……あああんっ！」

　一度、都萌の中からずぶりと抜いてから、都萌を立たせて東屋の柱につかまらせて。

　都萌の片脚を抱え、俺も立ったまま彼女の中を貫く。

「んんっ、あっ、さ、三回目ぇ……あっ、そんなに、何度もされたら、私、本当に……せ、千耶さんだけのものになるっ、あんっ、ああっ……！」

　片脚を高く持ち上げ、深く深く突き、また抱きついてきた凛々世と口づけをかわし、唇をむさぼり、舌を絡め合う。

「んっ、んちゅっ、んむむ……んっ、んんっ……せ、せんぱぁい……！」

「はあんっ、あっ、せ、千耶さん……わ、私にもキス……んっ、んむむ……！」

　凛々世から唇を離して、都萌ともキス。

　たっぷりと都萌の唇も味わってから、今度は三人で顔を寄せ合って、二人に交互にキスして、唇を舐め、舌を吸う。

　なんて贅ぜい沢たくな……凛々世と都萌、最高に可愛い二人と同時にキスするなんて。これで満足するべきなんだろうが──

「あっ……こ、こら……先輩、めっですよ」

「……バレたか」

　俺は都萌の中から一度抜き、さりげなく凛々世の秘部にモノの先端を押し当てた。

　凛々世の白いパンツをぐいっとズラして秘部を露出させ、入り口に少し入れたところで止められてしまった。

「ダメです、ダメ。あたしはまだ、だーめ」

　どさくさまぎれでも、凛々世はまだヤらせてくれないか。

「……それじゃ、都萌、もう一回いいか」

「ダ、ダメと言ってもヤるんだろう……あんっ！　まだいいって言ってな……ああっ！」

　都萌の返事を待たずに、俺はぐっと挿入し直してガンガン突き始める。

　口では嫌がりながらも、都萌もみずから腰を振って、モノをむさぼっている。

「はっ、あっ、ああんっ……！　そ、そうか。わ、私は……凛々世姉様より処女を捨てるのは早かったな。これは、私の勝ちだ」

「は、早ければいいってものじゃないんよ！」

「負け惜しみなんて、はあんっ、姉様、らしくないな……んっ、ああ……！」

　俺の前で二人が、変なことで張り合ってる。

　よし、まだ凛々世の処女をもらえないなら、こういうのは──

「はっ、あっ、なんだ、急に激しい……あっ、あんっ、ああっ、待て、もうイきすぎてそこ、敏感になってるから、あんっ、そんなに奥を突かれたら……！」

　都萌の中をモノでかき回すように蹂じゆう躙りんし、しつこいほどに奥の奥まで味わって──

「も、もうダメっ、いきなりそんなにされたらっ……私の奥、もういっぱいになってるから、これ以上、出されたら……あんっ、ああああああっ！」

「くっ……！」

　俺は、最後の最後でまた都萌の中から引き抜き──凛々世の腰を抱き寄せる。

「あっ……！　ダ、ダメだって言って……せ、先輩っ!?」

　ぐっと凛々世のパンツを再びズラして、その処女の部分をあらわにさせて──そこに、モノの先端をぐっと押し当てる。

　ほんの少し、中に入るか入らないかのところに押し入れて──とたんに、先端からどびゅっと精液を溢れさせる。

「あああっ……！　あ、あたしのそこに……んっ、あっ、熱いの……かかってる……あっ、あああ……はっ、ダメ……な、中に入っちゃいます……ダメぇ……！」

　ダメと言われても、一度放たれたものは止まらない。

　都萌の中をしつこく味わって限界まで高まったモノから濃い白濁液が溢れ出し、凛々世の入り口を汚してる。

　おお……処女はもらえてないし、中にも出せないけど……これなら……！

　ヤバい、擬似的に凛々世に中出しした感覚だけでたまらん……！

　凛々世の秘部の入り口に、大量の精液がかかり、パンツと太ももを白く汚している。

　どろどろの白濁した液が、凛々世のほっそりした太ももを伝っていく──

「し、信じられないことしますね……い、今のもけっこう危ないですよ……」

「わ、私は……私の中で気持ちよくなって、姉様に出すのは……ド、ドキドキする……」

　凛々世は怒ったような顔をしてるが、都萌はなんだか嬉うれしそうだ。

「そ、そこまでしてあたしの処女奪って……な、中に出したいんですか……必死すぎますよ、先輩……今日は都萌を可愛がる番なんですから」

「わ、私はもう充分……さっきからずっと……イったままで止まらない……」

「ま、まあ……とりあえず凛々世のそこは今日はこれだけで我慢しておくよ」

「なにが、これだけですか……充分、あたしまで楽しんじゃったくせに」

　じーっと凛々世がジト目で睨にらんでくる。

　怒ってはいても、それ以上のお咎とがめはなさそうだ。最高に気持ちよかったし、凛々世のそこに出してよかった……！

「もうー……処女はまだですけど、あたしの唇もおっぱいも好きにしていいですから……先輩のそれは、都萌の中を楽しませてあげてください」

　凛々世は俺にキスして、おっぱいを押しつけながら抱きついてきた。

　そうだな、これで充分すぎるんだし、満足しておこう。

「ん……先輩、んっ、んちゅっ、ちゅっ……」

「ああっ、千耶さんっ、まだするのか……あんっ、凄すぎて、私壊れる──ああんっ！」

　俺は凛々世とキスしながら、あらためて都萌の中に入り、ガンガンと奥まで貫き──

　もう玖条と武宮のことなど忘れて、二人の身体を激しくむさぼり続けた。







「はー……いい湯だなあ」

「なーにがいい湯ですか、この節操なし」

　ぎゅーっと俺の頬を凛々世がつねってきた。

　都萌は疲れ切ったのか、さっきから一言も発さない。

　温泉旅館の庭にあった露天風呂。

　俺と凛々世、それに都萌の三人は身体を寄せ合って湯につかっている。俺と都萌は全裸だが、凛々世だけはもったいぶってタオルを身体に巻いてる。

「凛々世、もうさんざん裸も見たんだから、サービスしてくれてもいいのに」

「だーめ、温泉であたしのおっぱいを見るのは、ご招待のときですよ」

　この後輩には、変なこだわりがあるらしい……。

「でも、意外と怒ってないな、凛々世。おまえの命令に逆らって、都萌を攻略したんだから、もっと怒るかと思った」

「……あたしが攻略するなって言ったのは、武宮の娘ですよ。玖条に逆らうイケナイ子はあたしのワルキューレにはいりませんが、今の都萌ならあたしのほうからほしいです」

「つまり、都萌が四人目……ってことか」

「んっ……ま、また……！　千耶さん、こらっ……！　おっぱい、びくびくする……！」

　俺は都萌のおっぱいを軽く持ち上げて揉んでみる。うーん、何度触っても手放したくなくなるボリュームだなあ。

「すっかり都萌を手なずけちゃいましたね。さすが、先輩。あたしもう、先輩が恐ろしくなってきましたよ。超大国の大統領令嬢とかも落とせるんじゃないですか？」

「そんなとんでもない命令はするなよ……？」

「さあ、どうでしょうね。ちゅっ」

　凛々世は、俺にキスして、ぎゅっと身体を寄せてくる。

「都萌を武宮の娘から、先輩のものに変えたわけですからね。玖条のあたしとしては信じられない気持ちですよ。武宮の娘が、家の使命より優先するものを持つなんて」

「都萌は凛々世が好きなんだろ。凛々世の役に立てると思ったから、こうなったんじゃないか？」

「それも含めて先輩のラッキーエッチの賜たま物ものですね。よくやりました、先輩」

「褒めるだけじゃなくて、もっとご褒美をくださいよ、社長」

「へー、ご褒美ときましたか」

　凛々世が、今度は俺の腕を軽くつねってくる。地味に痛い。

「あたしの身体を隅々までたっぷり味わっておいて、まだ要求しますか。なんて貪欲な。都萌としながら、あたしの身体も楽しむなんて。玖条と武宮のお嬢様を二人まとめて味わった男なんて、千年の歴史で初めてですよ？」

「だんだん、話のスケールが大きくなってきたな……ふう」

　湯の中に身体を深く沈めて、息をつく。

　俺はただ、可愛い女の子たちをラッキーエッチで攻略してるだけなのに。

　しかし、今日はひときわメチャクチャな日だった……。

　凛々世と都萌との３Ｐをずいぶん長くヤってたけど、まだ夜は明けていない。

「ま、お疲れ様でした。あたしからのご褒美はないですけど、もうちょっと続きがあるみたいですよ？」

「ん……？」

「す、すみません……失礼していいでしょうか？」

　露天風呂の前に、九人の少女たちが立っていた。

　全員、タオルで前を隠しているが、その下は一糸まとわぬ姿みたいだ。

　俺に断りを入れてきたのは、ムチムチ肌の結音花だった。

「あの子たちともだいぶお楽しみだったんですよね。お気に入りもいるみたいじゃないですか？」

　凛々世が顔を寄せてきて、ぼそぼそささやいた。

　ま、まあ……結音花のムチムチした身体はかなり気に入って何度も抱いちゃったけど、凛々世にそこまでバレてたのか。

「今日はお仕事のことは忘れて、楽しんでいいですよ。最後に、もう一回あたしにちゅーしてくれたらですけど。最初に都萌、次にあたしで♡」

「ああ……」

　俺は都萌のおっぱいをまだ揉んでいた手に力を入れて彼女を抱き寄せて、キス。

　それから続けて──

「んっ、ちゅっ」

　凛々世ともキスをして──わずかに凛々世が動いたはずみで、タオルが外れておっぱいがあらわになる。88センチの巨乳が、湯の中にぷかりと浮かぶ。

「あっ……こ、こんなときでもラキスケが発動しますか」

「そうみたいだな……」

「……あたしのおっぱいも見たんだから、もう温泉ご招待はナシにしますね」

「ちぇっ、変なところでケチだな。まあ、まだ南の島があるから、よしとするか」

　俺は、もう一度凛々世とキスしてから、凛々世と都萌、二人のおっぱいを掴んでその華奢な身体を抱き寄せる。

　結音花と八人のキューズたちも、おずおずと湯に入ってくる。

　いろいろなことがありすぎたが──今日という日は、幸せな気分で終われそうだ。

　たぶん、夜明けはそう遠くはない。

　それまでに、十一人の女の子たちとの幸せな時間を楽しもう。







エピローグ




　桜が舞い、春が始まって──

　東京ヴァルハラ内で、新たなエリア〝四季の御ご所しよ〟は無事にオープンの日を迎えた。

　御所の中心にあるイベントステージでは今まさにオープニングイベントが進行しており、客たちの歓声が上がっている。

　ステージの前は客が密集していて身動きが取れないほど。彼女たちは、ステージに上がった桜色の着物姿の少女の剣けん舞ぶに魅入られ、声を上げているのだ。

　武たけ宮みや都と萌もえは剣を手に軽やかに舞い、踊り、人々の目を釘くぎ付づけにしている。

「思ってた以上に盛り上がってるなあ。すげー、すげー」

「は、はい……さすが都萌様です。んっ……」

　俺はステージの舞台袖、客からは見えない位置で都萌の剣舞を見学している。

　できれば正面から観みたかったが、女性客ばかりの中にまざるのも気が引けるからなあ。

　隣にいるのは、キューズの結音ゆん花かだ。今日はブレザーとミニスカートという姿で、俺と並んで都萌の剣舞を見守っている。

　ついでに、後ろからスカートの中に手を入れて、お尻を撫なでさせてもらってるが。

　ああ、結音花はお尻もムチムチしてて最高だな。結音花のムチムチ尻を撫で回しながら、都萌の剣舞を見物するとか、これまた贅ぜい沢たくすぎる。

　他のキューズたちは都萌のバックダンサーを務めたり、ステージ周りを仕切ったりもしている。

　キューズの少女たちは、武宮家に代々仕えてきた家の子たちばかり。当然、タケミヤが主催するオープニングイベントにも深く関わっているわけだ。

　結音花だけは俺に付き添ってくれて、一緒に剣舞を見物してる。

「あ、すみません……ん、ちょっと……あっ、はい、大丈夫です」

　結音花はスマホを取り出して、誰かと話し始めた。その間も、まだ尻は撫でてる。しつこいな、俺も。でも、この柔らかさの魔力には勝てない。

「……す、すみません、千せん耶や様。私も少しお手伝いしないといけないようです」

「ああ、そうなのか。うん、俺は気にせずに行っていい。仕事が優先だな」

　社しや畜ちくならではの仕事最優先思考。結音花の尻を手放すのは惜しいが、仕事なら仕方ない。

「きゃっ、んんっ……も、戻ってきたら……ま、またお相手しますから……」

　最後に念入りに結音花の尻を撫で回してから、結音花のほうから軽くキスしてもらい、彼女は走り去っていった。

　ああ、可愛かわいいしエロいし、結音花はいいなあ。

　キューズはみんな甲乙つけがたい可愛い子ばかりだけど、結音花は特に好みなんだよな。顔も可愛いが、あのムチムチぷりぷりした身体からだがなによりたまらない。前世でも好みのタイプだったんじゃないかと思うほどだ。

　都萌が攻略完了し、キューズも引き続き俺に身体を許してくれてる。

　優ゆう香かや栞しおりに続いて、ワルキューレでも候補でもない美少女がまとめて九人も俺のものになるとか──夢か、これは？

　そんなことを考えてる間にも、歓声はさらに大きくなっていき──

「剣舞もそろそろ終わるか……」

　俺に見せた、本来の舞いの〝御み首級しるし頂ちよう戴だい〟の一振りはやらないだろうな？

　人に向けて振らなければ大丈夫そうだが、殺気が籠もった一撃になったりすると怖い。

　ま、都萌もそこは心得てるかな……。

　これでオープニングイベントも終了だ。充分に盛り上がったし、今日のうちにＴＶやネットでも映像と写真が出回るだろう。

　四季の御所の宣伝としては申し分ないな。しばらくは世間でも話題になりそうだ。

「先輩、お疲れ様です。可愛い後輩の凛り々り世せちゃんですよ」

「……よう、凛々世ちゃん」

　いつものピンクスーツの後輩ちゃん登場。

　他の仕事があったらしいが、オープニングイベント終了までに間に合ったか。

「都萌の剣舞も好評みたいですね。イベントが盛況でよかったです。これで、ヴァルハラのお客さんもますます増えますね。儲もうかって儲かって、笑いが止まらないです」

「生々しい感想だな……」

　いくらオープニングイベントに客が集まろうが、俺の給料には影響しない。

　しかし、玖く条じようのトップである凛々世のふところには影響するのか。

「ああ、そうだ。先輩、実はご報告があるんです」

「報告は大事だな。なんだ？」

「もう四人のワルキューレが選ばれました。夢ゆめ野の聖せい奈な、二ふた葉ば古こ詠よみ、伊達だてマヤ、それに武宮都萌。そして百人の候補のうち、十八人が正式なワルキューレに至りませんでした」

「うん？　そんなことはわかりきってるだろ？」

「これでデータがある程度揃そろったということです。ワルキューレの四人と、候補に終わった十八人。彼女たちのデータを分析して、条件や可能性が整理できたんですよ」

「整理……どういうことだ？」

　まだ、凛々世の話が見えてこない。

「つまり──ワルキューレに至る残り五人の候補が特定できたんですよ」

「特定できた……？　誰がワルキューレになれるかわかったのか！」

　そ、それは驚きの情報だ。百人のワルキューレ候補を総当たりしていくしかないと思ってたのに、残った七十八人から五人が選び出されるとは。

「情報の精度はかなり高いそうです。そういうわけで──残り五人、同時攻略をお願いしますね」

「ああ、残り五人なら──って、同時攻略!?」

　凛々世があまりにさりげなく言うから、つい納得しそうになったじゃないか。

「なんで同時なんだよ！　五人が見つかったからって、同時に進める必要ないだろ!?」

「武宮ですよ」

「え……？」

　凛々世は、舞っている都萌に目を向ける。

「武宮は玖条の足元をすくおうとしています。どんなに時間をかけてもやり遂げるつもりなんですよ」

「それは都萌から聞いたよ。でも、都萌が次期当主なんだろ？　それなら、しばらく武宮は警戒しなくても──今の当主がヤバいのか？」

「いいえ、現当主は権限のほとんどを都萌に委譲してます。ですが……武宮が手を引く気配が、既に玖条グループの内部にも伝わっています」

「それってまずいのか？　内ない紛ふんが治まるならいいことなんじゃ……？」

「武宮が手を引くなら自分たちが──と考える勢力はいくらでもいます。むしろ、武宮のもとにいた反対勢力が散らばって厄介なことになったかもしれません」

「言っておくが、そんな権力闘争、俺にはどうしようもないぞ」

「いえ、先輩が頼りですよ」

　凛々世は小さく首を振ってから、きっぱりと言い切った。

「先輩には、ワルキューレ攻略を急いでほしいんです」

「そういうことかよ……」

　凛々世も都萌も言ってたように、九人のワルキューレを揃えることで玖条家当主の立場は固められる。

　いや、凛々世は九人を揃えて初めて、正式な玖条の当主になれるんだ。

　厄介な連中が個々に攻撃を仕掛けてくる前に、凛々世は対抗できる力を身につけなければならない。

「……やるしかないのか」

　ワルキューレは一人攻略するだけでも大変なのに。その上、五人同時か──キツいな。

　結音花の尻を撫でて喜んでる場合じゃなさそうだ。約束したから、また相手してもらうけど。

「でも、先輩。いいお話もありますよ」

　凛々世は、きゅっと俺の手を握ってくる。

「先輩が五人同時攻略に成功したら、いつかの約束を果たします」

「約束って……」

　それは、俺にヤらせてくれるっていう──アレだよな。

「あたしを本当の玖条にしてくれる人を信頼しない理由がありません。心から信じられる人になら──」

　凛々世は、ちゅっと俺の頬ほおにキスをして。

「玖条凛々世、玖条家当主で玖条グループのトップ、玖条グループの中枢〝グラズヘイム〟の社長、それに──千耶伊い智ち也やさんの後輩。そのあたしの、初めてを先輩に──」

「……だったら仕事を断る理由はないな」

　俺は最近、いろんなものがほしくなってるが──一番ほしいものは、凛々世だ。

　凛々世が入社して半年、俺が求めてきたものが遂に手に入ろうとしている。

　ああ、長かったなあ……。

「そして、それで──さよならです、先輩」

「……は？」

　凛々世は、繋つないだ手に力を込めてきた。その手は──少し震えてる。

「あたしは、いつまでも後輩でいられません。本当のあたしに戻らなきゃならないときが来ます。それは、先輩の攻略が終わってワルキューレが九人揃ったとき」

「凛々世、おまえ……」

「先輩の可愛い後輩は、あなたに処女を捧ささげて──それで消えます。この世界のどこからも。だから、そのときが来たら、精一杯可愛がってくださいね」

「…………」

　なにも答えられなかった。

　そうだ、そんなのは当たり前のことだ。凛々世は俺がワルキューレ計画に必要だから、ただの新入社員のフリをしてうちの会社に入り込んできたんだ。

　そんなのはお遊びみたいなもので──いつまでも続けられるはずがない。

　凛々世には、凛々世がいるべき世界がある。

　そして、その世界は俺なんかには──遠すぎる。

　凛々世は玖条グループのトップとしての立場、俺は玖条グループの子会社の社員。身分が違うなんて言葉じゃまったく足りない。

「あ、ちゃんと出世の約束も守りますから安心してください」

「……ああ」

　仕事の難易度と責任は現状維持。それでいて定時での帰宅と給料及びボーナスの大幅アップが保証される夢のような出世──そうだったな。

　でもそれは、きっと凛々世のそばにいられる立場じゃない。

　俺はどんなに頑張ったって、玖条の中枢にのし上がれるような男じゃない。

　俺と凛々世には──避けようのない〝さよなら〟が待っている。

「ああ、約束といえば。土下座はちゃんとお願いしますね。してくれなきゃ、あたしは抱けませんよ？」

「そこ、マジだったのかよ！」

　どこまで冗談かわからないが──ああ、土下座くらいいくらでもしてやるさ。

　ワルキューレ五人の同時攻略も、土下座も──なんだってやる。

[image: ]

　それで、凛々世が抱かせてくれるなら、精一杯可愛がってやる。

　けど、そのあとに待っているものを思うと、踏み出すのが怖くなる。

　凛々世、おまえはそれでいいのか──？

　隣で俺の手を握って微笑ほほえんでいる彼女に、その疑問はぶつけられなかった。

　疑問に思うことがあったら、なんでもすぐに訊きくように。

　ただの後輩だった凛々世に、そう教えたっていうのにな……。

　凛々世、俺は──ずっとおまえの先輩でいたかったよ。







あとがき




　どうもこんにちは、鏡かがみ遊ゆうです。

　大人のラブコメ、第２弾です。もうラブコメより大人要素が強すぎじゃね？　と思われそうですが、ラブコメでもあるんです。

　まあ、１巻と比べると若干エロめのシーンが多くなったかもしれません。千せん耶やくんもだいぶ人間離れしてきましたね。でも、仕事のためならどんな無茶もできる、我が国が誇る社しや畜ちくならこれくらいは可能なんでしょう。




　１巻の著者プロフィールでも書きましたが、実は社畜経験──じゃない、就職経験がありません。ずっと、フリーのシナリオライターをやってきたので。

　会社モノを書いていますが、会社のエピソードは想像もしくは見聞きしたものということになりますね。

　会社に所属したことがない上に、主に見てきたのがゲーム業界なので、一般的な視点には欠けてるかもです。

　会社に泊まり込むのは当たり前、むしろ住み着いてない？　みたいな人はよく見ました。帰るのが面倒くさいだけだったり、あるいは「帰らせてもらえない」みたいなちょこっとブラックなパターンもありましたね。むろん、社会的に労働環境の改善が進んだ現在では、そんな事態はありません（断言）。

　とある会社に行ったら社長さんが携帯ゲーム機で遊んでいて、数時間の打ち合わせを終えて帰ろうとしたらまだゲームしてたりと、おおらかな職場も見かけました。

　こういうのは、あんまり一般的な会社じゃない……のでは。たぶん。




　実はノベルゼロ編集部に限らず、編集部には伺ったことがありません。

　昔の少年漫画の楽屋ネタで見た編集部だと、体育会系で荒っぽく、編集者はバーで飲んだくれてる──みたいなイメージでしたが、さすがに古いでしょうか？　まあ、この作品の立ち上げ編集さんは飲んだくれてるそうですが（暴露）。

　編集長さんは、いわゆる〝お誕生日席〟的なところにいらっしゃるのかとか、疑問は尽きませんね。

　取材という名目なら編集部を見学させてもらえるでしょうか？　『セックス・カンパニー』の参考になるわけないですけど。




　雑談が長くなりました。で、今回のヒロインは、女優と武士娘です。

　女優は実は前巻の攻略ヒロインの候補だったんですが、アイドルと若干かぶるというので次巻に回されました。まー、２巻が出ない可能性もあったんですけど、不思議ちゃんなキャラが気に入ってたので、今回登場させられてホッとしています。

　武士娘は完全に趣味です。着物は華があって、慎みのあるエロさが良いんです。それと、ベタですが、剣と美少女という組み合わせが好きなんですよね。同じ趣味をお持ちの方には、ＭＦ文庫Ｊから発売された『剣神の継承者サクシード』もオススメです！（宣伝）

　ハーレム化が進む中、美人後輩にして社長の凛り々り世せさんも頑張ってくれました。小悪魔な後輩でありながら、エロく誘惑してくる上司でもあるってキャラは完璧ですよね？

　最近、スーツ美人の良さにも目覚めてきました。何歳になっても、新しい扉は開くものらしいです。今後の人生に期待が持てますね。




　ナビエ遥か２Ｔ先生、地味系や武士系など、ヒロインたちのデザインは大変だったかと思います。今回も素晴らしくエロいイラストをありがとうございました！

　担当さんたち、この本の制作・販売に関わってくださった皆様、ありがとうございます。

　そして、なにより読者の皆様に最大限の感謝を！

　それでは、またお会いできたら嬉うれしいです。

鏡遊
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